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　　　序章



　見据える先は闇やみ夜よしか見えない。

　動かし続けた足は、既に感覚が曖あい昧まいで、そこに自分の意思が反映されているのかすら疑わしい。

　それでも走る。走り続ける。脳裏に焼き付いた光景を忘れたいがために。

　もしくは、その光景に自分が──そして彼女が並ばないために。

　全すべてが不ふ明めい瞭りようで、不安定にしか思えないその逃走。

　その中で唯一、右手に掴つかんだ感触だけが、確かな希望として自分を突き動かす。

　止まらない、止まれない、止まりたくない。止まったら──喰くい殺される。

「り、リー、フェ……、ちょっと、ねぇ……！」

「ぁっ、え、アル？」

　不意に、後ろから途切れながらにも声をかけられた。

　思わず足を止めて、何事かと振り返れば、右手に握った掌の持ち主が酷ひどく息を荒らげていた。酸欠を起こしかけているのか、その表情は僅わずかに青い。

「あ、ご、ごめん。速すぎたか？」

「だ、だい、じょうぶ……。ご、めんね、少し……休ませて……」

　彼女は握った手を自分から離し、膝ひざに手をついて、ぜいぜいと荒れた息を整える。

　それを見て、自分も想像以上に疲労して、息があれていたことに気付く。だがそれ以上に、運動に向いていない彼女に無理をさせていた自分を怒鳴りたくなった。

　だけど、今は悠長にしている暇は無い。

「ごめん、アル。でも、今は急がなくちゃだから」

「わ、解わかってる……。本当に、ごめんね。私、足、引っ張っちゃってるよね……」

「そんなことない。もう少し走れば、隣町に着く。そこで助けを呼べばいいだけだ」

　そう、もう少し。夜の暗さで明確な距離も時間も解らないけれど、もう少しだと信じて進むしかない。

「ありがとう、リーフェ。もう、大丈夫だから」

「うん」

　さっきよりも彼女の顔色は良くなっている。僅わずかに休むだけでも効果はあったことに安あん堵どしながら、改めてその手を取った。

「行こう、アル」

「う──」

　ただ一言。彼女が自分の言葉に肯うなずくだけ。たったそれだけの筈はずなのに、その声は途中で途切れ、彼女は目の前から姿を消した。

「え──アル、アル!?」



「こんばんは、お嬢さん」



　頭上。右側にあった大樹の太い枝に、そいつは腰かけていた。

　その右手に、彼女を──私の親友の頭を、鷲わし掴づかみにして。

「随分と楽しそうだね？　できれば俺も混ぜてくれないか？」

　薄い月明かりの下。そいつの口が三日月のように吊つり上がり、白い歯が剥むき出しになる。その歯は、八重歯が異常に長かった。

「お前──アルを離せ！」

「んん？　あぁ、アルってこの子かな？　別に構わないが──」

　男が億おつ劫くうそうに鷲掴みにしたままの彼女を自分の真上に掲げる。同時に、ポタリ、と。自分の額に生温かい液体が落ちてきた。

　慌ててそれを手で拭ぬぐってみると。それは粘つき、ざらつくような感触を手に残す。

　僅かな月明かりで見えたそれは、確かに赤黒かった。

　それが何なのか。足元から上ってくる寒気と共に、その答えが自分の脳裏に浮かぶ──より前に、そいつの言葉が自分に突き刺さった。

「もう、いただいてしまったよ？」

　ポタリ、ポタリ。二度、三度と。その液体が自分の頭や頬ほおに落ちる。

　紛れも無く、彼女から──彼女の首筋から。首筋に開いた四つの穴から。

　彼女の血液が、自分に落ちてきた。

「ぅあ、あ、あぁあ……」

　言葉も浮かばず、呻うめく自分の前に、彼女を鷲わし掴づかみにしたままのそいつが、身軽な動きで落ちてくる。

　目の前に来たそいつを前に、自分は全く動けなかった。

「それじゃあ──」

　絶望に支配される中で自分に許されたのは。



「君も、僕と楽しもうじゃないか」



　そいつの歪ゆがみ切った笑みに、怯おびえる事だけだった。










　　　第一章　一日降らずの夕立でさえ恋しい夏休み



　煤すす野や町ちよう。七月下旬の土曜日。

　時刻は十四時を回った頃ころ。

　日中で一番気温の上がるこの時間帯。それを助長するかのように、雲一つ無い真っ青な空には、ギラギラと輝く太陽が浮かんでいる。

　そんな中、僕──玖く堂どう凛りん斗とは、中身がパンパンに詰まった紙袋やビニール袋を両手いっぱいに持たされて、煤野町のショッピングモールを後にしたところだった。

　正直、凄すごく暑い。しかも着ているのは真っ黒な執事服。腕うで捲まくりをしていても、そんなのは気休めにもなりゃしない。

「…………ぅあっ…………っづ……」

「暑いのは解わかりましたから、そう情けない声を上げないでください」

　僕の隣を歩く少女──久く慈じ臣おみ愛あい恋こは、暑苦しそうなメイド服を着て、しかも僕と同じか、もしくはそれ以上に大量の袋を抱えているというのに、この暑さの中でも毅き然ぜんとした態度のまま、きびきびと歩いている。

　しかし額には玉のような汗が浮いており、時折それが頬ほおを流れ、顎あごを伝って──地面に落ちることなく、平均以上に膨らんだ胸によって押し上げられている布地に吸い込まれる。

「正直、凛りん斗との視線の方が熱いかもしれませんね」

「おいおい、僕がいつキミに熱視線を送ってたってのさ。言いがかりは止やめてほしいね」

「中途半端に誤魔化すくらいなら襲い掛かる甲か斐い性しようを見せろ、と以前から言っていると思いますが」

「や、僕そういうの趣味じゃないし。第一、命かけてまでキミを襲おうなんて思わないってーの」

　まぁ、胸を凝視していたことは事実ですけど。そこはほら、男の性さがって言うの？

「相変わらず、保身第一ですね」

「まー、役割が役割だしね、僕。不要な消耗は避けたいのよ」

　そうして適当な話題で誤魔化してはみるものの、気温が下がることもなく。結局僕は暑さに耐えかねてしまう。

「あーもー、何でこんな格好で夏を過ごさなくちゃいけないのさー」

「お嬢様の意向は絶対です。違えることは許しません」

「でもさー、そのゴシュジンサマは快適そうな服装じゃん？　祢ね亜あなんか冷房が効いてる屋敷の中ですら、かなり辛つらそうにしてたのに」

「ぐちぐち五月蝿うるさいですよ。終しまいには私わたくしが貴方あなたを襲いますよ？」

「え、拳こぶしで？」

「えぇ。拳で」

　疑いようのない純然な殺意を抱いた眼光を向けられて、僕は大人しく口を閉ざした。

　それでも暑いものは暑いので、これを最後と自分の中で決めて、小さくぼやいた。

「いっそのこと、日光が苦手な吸血種になってた方がよかったのかなぁ？」



　　　　　　　　　☆



　約一年と半年前。

　僕は、人間から吸血種になった。

　吸血種というのは、血を吸うことで魔力を得る魔族の総称で、その種族は多種にわたる。

　人狼、鬼、人魚、などなど。僕は実際に会ったことの無い種族も多いけど、捕食を行う──特に人間を喰くう──魔族は、その大半が吸血種に定義されているらしい。

　だから、吸血種の全すべてが日光や流水が苦手というわけではない。それは、僕も同じだ。

　そして、僕の血を吸い、僕を吸血種へと変えたのは、ある純血の吸血鬼の少女。

　彼女に血を吸われたことで人間ではなくなった僕は、その少女の護衛としてこの町に移り住み、吸血種として生きることになった。



　　　　　　　　　☆



「あー、やっと見えてきた」

　僕の視界の先。煤すす野や町ちようの南端に位置する小高い丘。その上に立つ、西洋風の巨大な屋敷を見て、僕は思わず呟つぶやいた。

「距離自体はそう長いものではないですが……。やはり過剰な暑さは体感時間を狂わせますね」

「あ、やっぱ愛あい恋こも暑かったんだ」

「この汗を見て解わかりませんか？　何でしたら胸元を開けて見せましょうか？」

「荷物で両手塞ふさがってるのに、どうやって開けるのさ？」

「そこは凛りん斗とが口で」

「嫌だよ！」

　ともあれ、この猛暑の中、大量の荷物を厚着で抱えながらの苦行も、ようやくゴールが見えた。

　僕の視線の先に見えたあの屋敷は、この地を何百年も前から代々守り続けてきた、純血の吸血種の所有地。

　そして屋敷の今の当主こそ、僕が護衛して、愛恋が仕える少女。

　名を、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけ瑠る姫き乃のと──



　ズドンッ!!



「へ？」

　…………。うん。須木水奈逆崎ヶ岳瑠姫乃っていう、無駄に長い名字の少女がいるんだけど。

　何だろう。もしかして、今、その屋敷。入口辺りが。

「爆発しなかった？」

「お嬢様！」

　目の前の光景に僅わずかに呆ほうけた僕を置き去りにして、愛恋は両腕に抱えていた荷物を投げ捨て、明らかに人には出せない速度で屋敷へと駆け出した。

「え、ちょ。あぁもう！」

　僕もそれに倣い、荷物をその場に投げ捨てて、愛恋の後を追う。

　人が吸血種になる時、その身体能力は向上するが、その度合いは個人差がある。元々吸血種で、しかも身体能力に秀でている愛あい恋こは、素の時点で人間の数倍だという。対して僕は、人間の平均値から見れば、三割増し程度。その上で愛恋が吸血種の能力である《強化グロウ》を使っていたら、僕が追いつけるわけはない。

　案の定、僕が屋敷の前に辿たどり着いた時には、愛恋は既に屋敷の前で何者かと睨にらみ合っていた。

　爆発が起きたと思われる屋敷は、玄関の周辺だけが煙を上げている。その他の場所に煙や火が見当たらないことを考えると、被害があったのはその一ヶ所だけか。

　僕はすぐさま瑠る姫き乃のや祢ね亜あの無事を確認したかったが、愛恋に対たい峙じしている人物を無視するわけにもいかず、そちらへと視線を向ける。

「何だ、あいつ……」

　頭には大きなヘアバンド。両手には指抜きの手袋。両足には鉄具が施されたロングブーツ。衣服は、袖そでが無く、腹部を露出したタートルネックのカットソー。革製らしいホットパンツに、それを覆うように、スカートかマントのような、前面が開いた長い腰巻を巻いている。さらに腰巻の後ろには、ベルトに吊つるすように、黒い筒が四つ括くくられている。

　そして、その全すべてが黒。まるで影絵から出てきたような出いで立ちだ。

　だけど、蒼あおく鋭い双そう眸ぼうや、白い肌、やや硬質そうな短めの髪が、彼女が人型の生き物であることを証明している。

　そう、彼女。この屋敷の前で愛恋の前に立つ謎なぞの人物は、少女だった。顔立ちから東洋人ではないことと、歳としが僕たちに近いことは解わかる。

　いや、問題はそこじゃない。問題なのは、何な故ぜ、彼女はこの場所にいるのか、だ。

　そんな僕に、愛恋が黒服の少女から視線を外すことなく話しかけてきた。

「遅いですよ、凛りん斗と」

「勘弁してよ、僕とキミじゃ競争にもならないっつーの。……で、この子、誰だれ？」

「それを丁度訊たずねようとしたところです」

　愛恋のその言葉に反応するように、黒服の少女は両手を軽く広げた。何か、攻撃の予兆かと身構えた直後。

「お前も……、お前らもっ…………」

　その少女が浮かべた、あまりにも憎悪に染まった表情に、僕は一瞬気け圧おされた。

「お前らも、あの屋敷の吸血鬼かぁ!!」

　次の瞬間。少女の両手に黒い粒が生じたかと思うと、それは一瞬で膨張し、ソフトボールくらいの大きさになった時。少女が振った腕に合わせて、左右一つずつの黒い塊が僕と愛恋へと高速で撃ちだされた。

　愛恋は、その身体能力で斜め後ろへと跳とび退すさって躱かわすが、僕は気圧された一瞬で反応が遅れ、黒い塊を──違う、これは、黒い──炎？

「え」

　回避の余裕は無く、間近だからこそ感じる、炎天下すら涼しく思える黒い灼しやく熱ねつの塊が、高速で僕に衝突し。

「くそっ」

「凛りん斗と！」

　僕の悪態と同時に聞こえた愛あい恋この叫びを最後に、黒い爆発に呑のみこまれるようにして、僕は爆死した。



　　　　　　　　　☆



「──貴様」

「吸血鬼は、死ね！」

　凛斗の爆死を前に、愛恋の目に殺意が宿る。

　黒服の少女はそれに気づいていないのか、構うことなく、再び右手に黒い炎を生み出して、愛恋に向けて撃ちだす。

　対して愛恋は、前傾姿勢を取り、迷いも躊躇ためらいも見せずに直進。

　愛恋の能力、《強化グロウ》による身体強化は、膂りよ力りよくだけでなく五感さえも強化する。

　能力によって強化された愛恋の目は、目の前に迫っていた黒い灼熱の軌道を見切り、僅わずかに身を逸そらすだけでそれを躱かわす。

「な──ぁっ」

　能力を使ったうえでの愛恋の疾走は、黒服の少女から見れば、予想を上回る急な加速。その速度を目で追うことすらできず、黒い灼熱を放った腕を戻す間も無く、距離を詰められる。

「ふっ」

　愛恋の口から軽い呼気が漏れる。黒服の少女の耳にその呼気が届いた時には、愛恋の伸ばした左腕は、黒服の少女の首を掴つかんでいた。

「上背の割に、華きや奢しやですね」

「かっ……、あ、……がぁ……っ！」

　涼しげな愛恋の言葉に対し、黒服の少女は苦く悶もんの表情を浮かべながら、必死に両手で愛恋の左手を外そうとしている。しかし、その握力は吸血種であっても外すのは容易ではない。それほどまでに愛恋は自身の肉体を強化していた。

　それこそ、本気で握れば、その喉のどを握り潰つぶせるほどに。

　しかし、愛恋はその細い喉を握り潰すことは無く。その代わりのように、自分よりも背の高い少女を左手一本で持ち上げた。

　黒服の少女はより一層苦く悶もんの表情を深めながらも、その目に憎しみを宿して、浮いた足で愛あい恋こを蹴けりあげようとする。しかし、呼吸のままならない状態での蹴りなど愛恋には気にかける必要すら無い。

「お嬢様と祢ね亜あの無事。この屋敷を襲った理由。と、聞きたいことは多々あるのですが」

　愛恋は自分に向けられている憎悪の視線に剣けん呑のんな表情で応じながら、ゆっくりと右手を握り込む。

「その前に、自分でも驚くほどの怒りがありますので。その怒りを晴らさせていただきます。──よくも凛りん斗とを殺しましたね」

　握り込んだ右手を、そのまま少女の顔面に狙ねらいをつけて一気に突き出そうとした、その瞬間。既に呼吸が細くなっていた少女が、一瞬だけ全身に力を入れたかと思うと、その顔の前に黒い灼しやく熱ねつが生じた。

「──ちっ！」

　愛恋は驚きよう愕がくを内心に抑え込み、舌打ちと同時に、左腕を広げるようにして少女を投げ飛ばす。片手、しかも利き手ではないとはいえ、強化された腕力で投げ飛ばされた少女は、二十メートルほど宙を飛び、緑が茂る地面に受け身も取れずに、勢いのままに落下して、ゴロゴロと転がる。黒い灼熱は、その衝撃で消滅する。

　そのまま、苦しそうに咳せき込む少女に、愛恋は警戒しながらもゆっくりと近づいていく。

　吸血種の能力だけでなく、超能力や魔術といった超常の術は、使用する際に集中力を求められる。愛恋が少女の首を絞めたのも、呼吸を阻害し、集中力を削そぐためだった。しかし、黒服の少女は愛恋に首を絞められ、その拳こぶしを前にしても、能力としか言いようのない黒い灼熱を生み出した。

「その集中力は、賞賛すべきでしょうね」

「うる……、さいっ！」

　愛恋としては独り言のつもりだったが、その呟つぶやきを聞いた少女は、怒りを露あらわに叫びながら立ち上がる。しかしその息は荒く、明らかに消耗した様子だ。

　その姿を見た愛恋が、殺すのは容易たやすい、と判断した時、背後から声が響いた。

「愛恋！　無事か!?」

「！　お嬢様!?」

　愛恋が響いた声に思わず振り返った先、赤いツインテールとワンピースタイプのドレスが目を引く少女が、人が三、四人は乗れそうなほどの巨きよ躯くをした、獣毛豊かな白い猫に跨またがってこちらに駆け寄ってきた。

　愛恋がその少女と白い猫へと視線を向けた時、黒服の少女は右腕を掲げ、その先に黒い灼熱を作り上げたかと思うと、それを自身と愛恋のちょうど中間辺りに叩たたき付けた。

　愛恋は、すぐさま少女と白い猫を庇かばうように移動する。しかし、爆風と煙こそ酷ひどく、数秒はまともに前を見ることができなかったが、炎熱が届く様子は無い。

「……まさか」

「逃げたんだろう。追うなよ、愛あい恋こ。目的が不明である以上、深追いは避けるべきだ」

「かしこまりました」

　爆風が落ち着いた後、赤い少女は白い猫から下りて、愛恋に軽く命じてから、数秒だけ爆心地から上る煙を眺めていた。

　その後、唐突に振り返ったかと思うと、愛恋と白い猫よりさらに先を睨にらみつけ、険の籠こもった声を投げかけた。

「それで？　君は何をしていたんだ、凛りん斗と？」



　　　　　　　　　☆



「いやー、リア充になった覚えも無いのに爆殺されました」

　赤い少女──僕の護衛対象であり、雇い主である須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけ瑠る姫き乃のに声をかけられた僕は、おどけるように両手を軽く広げてそう答えてみた。

「いやー、もうちょっと集中できれば、僕をあの子の後ろに出して捕まえられたかもしれないけど、咄とつ嗟さだったからねー。でも、僕が生きてることは隠せたんじゃないかな？」















「…………。一度殺された割には、随分と余裕そうじゃないか。自身の不覚を省みる殊勝さは無いのか？」

「そうは言われても、僕が弱いのは知ってるでしょ？」

「弱さを自覚しているのなら、克服する姿勢を見せろと言っているんだ！」

　瑠る姫き乃のは、ガーッと怒鳴って気が済んだのか。「まぁ、とにかく、だ」と仕切り直すように腕を組む。

「無事、と言い切るには多少問題はあるが、二人とも生きていて何よりだ」

「お嬢様こそ、ご無事で何よりです」

　愛あい恋こはきっちりとした姿勢で瑠姫乃に頭を下げた。相変わらずの忠誠心である。

　僕はそれを横目にしながら、鼻と耳をひくつかせているでっかい白猫──飛とび塚づか祢ね亜あの傍そばによる。おそらく、さっきの黒服の少女の匂においや音を探っているのだろう。

「祢亜、キミは怪け我がとかしてない？」

「あ……、う、うん。大丈夫。瑠姫乃が、守ってくれた」

「うん？　瑠姫乃が？」

　鼻と耳の動きを止めた祢亜は、白猫のまま僕に顔を向けて、後ろ足を下ろす。犬で言うところの「おすわり」の姿勢だ。

「あの、ね。さっき、あの黒い人が、お屋敷に来てね。ここが須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷だ、って教えたら、いきなり、黒い火の玉を投げてきたの」

「へぇ」

　確かに、あの黒服の少女は、僕たちのことを「あの屋敷の吸血鬼」と呼んでいた。

　どういう経由かは解わからないけど、明確に僕たちを敵視している、ということだ。

　なら、その理由は？

「考えるのは、後にしよう。とにかく今は、落ち着ける場所に移動する」

　思考に没頭しそうになった僕に、瑠姫乃の声が制止をかけてきた。

　確かに、さっきのごたごたで忘れていたけど、こんな炎天下の中で話し合いなんてしたいとも思わない。それに──。

「屋敷の修理も頼まなくちゃだしねぇ」

　玄関だけとはいえ、爆発があったのだ。人が集まるのも時間の問題だろう。

「それじゃあ、最低限の荷物を纏まとめてくれ。あまりのんびりはしていられないからな。全員、急ぐように」

　瑠姫乃の指示に、僕たちは各々肯うなずいて。

「取り敢あえず、さっき放り投げた荷物を回収しとこうか」

「……そうですね」

　愛恋ともども、行きがけに荷物を放り投げたことを後悔するのだった。



　　　　　　　　　☆



　不幸中の幸いと言うべきか。屋敷は玄関以外に損害は無く、僕はさっさと大き目の肩掛けバッグに数日分の着替えと通帳、財布、簡単な筆記用具を詰め込む。

　それ以外には特に持ち出すものも思いつかなかったので、最後にケータイが内ポケットに入っていることを確認してから、早足に自室を出ると、でっかいリュックサックを背負った祢ね亜あと鉢合わせた。

　と言っても、でっかい白猫の姿ではなく、中学生くらいの背丈に、腰まで伸びた癖のある白髪。愛あい恋こと違って飾り気の多いメイド服を着込んだ姿だ。

　祢亜は、愛恋が《強化グロウ》の能力で自分を強化できるように、《変身チエンジ》の能力ででっかい白猫になることができる。白いこと以外はギャップが凄すごいので、最初の頃ころは結構驚いたものである。

「や、祢亜。荷物は大丈夫？」

「あ、兄上様。うん、祢亜、これでいいよ」

　そう言いながら、軽く跳ねるような所作でリュックサックを背負い直すが、どう見ても中学生が身の丈に合わないリュックサックを背負っているようにしか見えない。

　これで僕と同じ年っていうことこそ、驚くことなんだろうね。

「兄上様、それだけでいいの？」

「ま、僕は着替えとかだけでいいしね。修学旅行に行くわけじゃないし。寧むしろ、僕としてはどうしてキミがそんな馬ば鹿かでかいリュックサックを用意したのか気になるけど」

　しかもそのリュックサックも、結構中身がパンパンだし。

　とはいえ、女子の荷物を追及するのも気が引ける。

「え、えと、いろいろ、使うかも、って思ったら、こんなになっちゃった」

「あー、いいよいいよ。別に責めてるわけじゃない。それより早く行こう。もし瑠る姫き乃のたちを待たせていたら、怒られちゃう」

「あ、うん」

　そのまま祢亜と並んで廊下を進み、玄関ホールまで行くと、既に瑠姫乃と愛恋が破壊された玄関の前にいた。結構急いだつもりだったけど、結果としてゴシュジンサマを待たせることになってしまったらしい。

「ごめんね、待たせちゃったかな？」

「その台詞せりふはこの状況以外で聞きたいものですね」

「え、何言ってんの、愛恋？」

「いえ、別に」

「馬ば鹿かなことを言っていないで、早く行くぞ」

　愛あい恋この突飛な発言は瑠る姫き乃のにバッサリと切り捨てられる。やはり一番付き合いが長いだけあって、妙なことを言い出す愛恋の対応には慣れているのだろう。

「最低限の状況は既に連絡してあるから、一時間もすればこの辺りが立ち入り禁止になる」

「あれ。随分と対応が早いね？」

　こういう敵からの襲撃を受けた際、《共生者ジユーナー》の機関に対処をしてもらうわけなんだけど、機関の中であちこちに情報を回す必要があることから、僕の経験からして、少なくとも一時間でできるようなものじゃなかったと思う。

　そんな僕の疑問に、瑠姫乃は若干ばつの悪そうな顔を浮かべた。

「……つい先程、父とう様から連絡があったんだ」

「父様──って、イギリスにいる？」

「そうだ。それで、まぁ、その、屋敷の破壊を許してしまったことを含め、状況の対処を頼んだのだ……」

「んん？　どゆこと？」

　瑠姫乃の父親──というか、両親が名実ともに優秀な《共生者ジユーナー》であることは聞いている。だけど、その人に話すことと、この屋敷への対応の速さの関係性が見えない。

　未いまだに首を傾かしげる僕を見て、愛恋が口を開いた。

「旦だん那な様と奥様──お嬢様のご両親は、その実力と立場から、各所の機関に対し直接的な命令権を認められております。此こ度たびの対応の速さは、それが理由です」

「あー、はいはい。成程。面倒な手続き全部すっ飛ばして、この近くにある機関の支部に直接命令が行ったわけね」

　成程、納得。まぁ、こういうのは迅速な対応は大切だから、問題は無いか。敢あえて言うのなら、職権乱用に思えなくも無いってことかな。

「凛りん斗と。君の言いたいことは解わかる。こうして屋敷を、この町を任せられていながら、都合に合わせて両親の力を借りるなんてあまりに身勝手だと。それは自覚しているし、私わたくしだってあまり好ましいことじゃない」

「え、いや、別にそういうわけじゃ」

　思いっきり考えていることを言い当てられて、思わずしどろもどろ。しかし瑠姫乃は文句も言い訳も無く、ただ悔しそうに拳こぶしを握った。

「だが、私はまだ若輩だ。純血の血統であっても、その実、半世紀も生きていない未熟者だ。だから、こういう時は意地を張らずに、最善を選び、糧にしていこうと思っている。それが、人に任せる方法だとしても、だ」

「あー……」

　瑠る姫き乃のの表情は険しい。それは彼女の言葉に嘘うそ偽りが無いことの表れであると同時に、自分の未熟さを悔やんでいるということだ。それが解わかるだけに、僕としては何と返せばいいのか迷ってしまう。

　それは祢ね亜あも同じようでリュックサックを背負い直しながら、眉まゆを顰ひそめている。

　愛あい恋こは──あぁ、僕に何か気の利いたことでも言えって言いたそうに剣けん呑のんな視線を向けてきてるよ。

「まぁ、いいんじゃない？」

　ともあれ、誰だれかが何かを言わなくちゃ収まらない空気。僕は、誤魔化しは無しにして、瑠姫乃に応こたえることにした。

「別に、全部を全部一人でやんなくちゃいけないってわけでもないし。背負わなくちゃいけないわけでもない。何せ僕たちの敵は、基本的に手段を選ばない連中がメインだしね。それに比べりゃ、自分の縁や権力を使う程度、軽いもんでしょ」

「解ってはいる。……こういうのが、プライド、というものなんだろう」

「大変だねぇ。別に競ってるわけでもないでしょうに」

「そうだな。競う相手がいるわけでもない。敢あえて言うのなら、自分が相手か」

「あっはっは。青春っぽいねぇ」

　ようやく表情を緩めた瑠姫乃の赤い髪を軽く撫なでてやると、彼女は恥ずかしかったのか、僅わずかに頬ほおを赤く染めて、それを誤魔化すように僕の手を静かに払った。

「ま、プライドだって言うなら、さっきの黒服の子をさっさと討ち取って、ご両親にその成果を報告すりゃいいんじゃない？　別に屋敷壊れたからって、日本にまで来るってわけじゃないんでしょ？」

「あぁ、そうだな。……うん、そうするとしよう」

　僕の言葉に、瑠姫乃は僅かに顔を綻ほころばせて肯うなずいた。うん、取り敢えず重苦しい空気は払えたかな。

「んじゃ、そろそろ行こうか、ゴシュジンサマ？」

「そうだな。愛恋、荷物は頼む」

「お任せください」

　応じた愛恋は、その背中には祢亜に負けず劣らず大きなリュックサックを背負い、左手にはこれまたでかいキャリーバッグを握っていた。瑠姫乃の荷物も持っているのは、従者として当然のことなんだろう。

　それよりも、荷物の量の方が気になる。旅行にでも行く気か、こいつら。

「というか、凛りん斗と。君、荷物はそれだけでいいのか？」

「ゴシュジンサマ方が多いんじゃない？　数日ホテルとかに泊まるだけでしょ？」

「いや、それを想定した上でこの量なんだが。君は違うのか？」

「あぁ、いや、うん。もういいや」

　何かもう追及しても不毛みたいだし。あれだよ。きっと男と女の違いだよ。染色体が違うから荷物の量も違うんだよ。そういうことにしとこう。

「祢ね亜あ。君も用意はもういいんだな？」

「う、うん。大丈夫」

「よし、それじゃあ行こう」

　瑠る姫き乃のは全員に確認を取ってから、先導するように焦げ跡の残る壊れた玄関を通って外に出た。

　それに愛あい恋こが真っ先に続き、祢亜がわたわたと追いかけて、最後に僕が彼女たちに続く。

「こういう時でも車は使わないんだ」

　登校時とかでも基本的に車を使わないのは今更なのだが、こういう緊急時ぐらいはいいのでは、と思って口に出すと、ゴシュジンサマは呆あきれたように僕に冷めた視線を向けてきた。

「君は、先程の少女の能力をその身に受けておきながらそれを言うのか？」

「え？　どゆこと？」

「逃げ場の無い車内にあの爆炎を叩たたき込まれたらどうなるのか、少しは考えてみることだな。もっとも、子供でも分かることだと思うがな」

「あー、はいはい」

　確かに、車に乗っている時にあの爆炎を叩き込まれれば、大炎上は免まぬがれない。しかも狭い車内では、愛恋や祢亜の能力も制限される。そうなれば逃げる事すら叶かなわないかもしれないし、何より運転手や、場所によっては一般人にまで被害が及ぶ。

　こんな当たり前な事にまで頭が回っていなかったのだから、瑠姫乃が呆れるのも当然か。

　少なくとも、僕たち自身の命が狙ねらわれている、ということをしっかりと自覚しなければいけないのだろう。

「……あぁ、そうか」

　自分の考えに、頭の端に浮かんでいた妙な違和感が消えた気分。

　今まで、基本的にこの町の住人──一般人を襲う《捕食鬼ブレアー》を探し出して殺していた僕たちだけど。

「僕たち自身を狙ってこの町に来た奴やつって、実は初めてなのかもなぁ」



　そんなことに気付いた、少し気温が下がった十五時過ぎ。

　考えてみれば、今日は夏休み初日なのであった。

　幸さい先さき不安としか言いようが無いね、本当。










　　　第二章　心頭滅却とかそもそも簡単にできないよね



　瑠る姫き乃のは、メイド二人に執事一人を連れているというのがどれだけ現代社会で目立つことなのか、全く気にした素振りも見せずにサクサクと煤すす野や町ちようを進む。周囲の視線に堪こたえた様子を微み塵じんも見せないのは、鈍感なのか、強したたかなのか。

　もっとも、僕はそんな視線以上にきつい状況に陥っている。

「取り敢あえず、こういう事態のために話を合わせられるホテルがあるからな。そこに泊まることにする」

「へー……。それよりさー……」

　先頭を歩く瑠姫乃の説明に、愛あい恋こは背筋を伸ばしたまま。しかし、その後ろにいる祢ね亜あは、さっきから右に左にと、フラフラしながら歩いている。

　それは決してでかすぎるリュックサックの重みに負けているわけではない。おそらく、というか、確実に僕と同じ理由。

「いい加減、涼しい格好をさせてくれよ、ゴシュジンサマー」

「む。そんなに暑いか？」

「見て解わからねぇのかよ」

　僕に応じるために立ち止まって振り返った瑠姫乃は、心底から不思議そうな顔をしていた。

「いや、だが……。お父とう様やお母かあ様の従者は、同じような気温でも、今の凛りん斗とと同じ服装で平気な様子だったが」

「訓練されてるかもしれねぇ従者方と、護衛始めて二年も経たってない僕を同じにしないでくれませんかね。てか、祢亜なんか。もうすぐぶっ倒れるんじゃないの？」

「ぇあ……、あ、うぅう、う？」

　ふらふらくらくら。祢亜の頭があっちこっち。ＲＰＧの状態異常にでもかかっているみたいだ。

「つーか、愛恋もさっき暑いって言ってたじゃーん」

「ですから、凛斗が口で私わたくしの服の胸元を開けるのであれば」

「キミ、まだそれ言うの？」

　愛恋の馬ば鹿かな発言は無視して、瑠姫乃は少し口を尖とがらせた。

「しかし、去年は何も言わなかったじゃないか」

「あー……、あの頃ころの僕って、ほら、師匠センセーの地獄の特訓を終えた後だったじゃん？　正直、あの頃の僕は生きているだけで幸せなんだって思えていたからさ。ぶっちゃけ気温すら気になってなかったんじゃないかな」

　特訓の内容は覚えているけれど、ていうか脳裏から離れないんだけど、当時の衝撃は酷ひどいっていうレベルじゃなかったからなぁ。

「そう考えると、君は真っ当な感性を取り戻したということか。いいことじゃないか」

「話ずらそうとしてんじゃねぇよ。服寄越せ服。ギブミー涼しい服装」

　あまりの暑さに不快指数も上昇中。思わず口調も荒くなる。

「いや、ほら。しかしだな。君もその服装は似合っているのだから……」

「似合ってるから何？　似合っていれば真夏にスキーウェアを着るんですかー？」

「ぐ、しかしだな。従者が平服を着るとなると、主人と区別するために、流行遅れの衣服を着る必要があると──」

「いつの時代だよ！　じゃあ制服でいいよ！　学校の制服！　夏服！　せめてそっちを着させてくれ！　このままじゃ僕はだれるし祢ね亜あがぶっ倒れちまう！」

「私は抜きですか」

「ついでに愛あい恋こがおかしくなっちまう！」

　あれ、それはいつも通りか？

　さて置き、僕の懇願が届いたのか、瑠る姫き乃のは軽く頭を抱えて「いや」とか「もえ」とか「でも」とか呟つぶやいている。もえって何だ。

　そのまま数秒。周囲から向けられる奇異の視線と揺れる祢亜が、静寂に伴って一層気になり始めた時。瑠姫乃が一大決心をしたように顔を上げた。

「いいだろう。この夏休みの間だけ、私服を許可しよう」

「え、マジで！」

「ただし夏休みの間だけだからな！　約束だぞ！　夏休みが終わったらちゃんと執事服だからな！」

「オーケーオーケー。それでいいよ。んじゃ、さっさとホテルに荷物を置きに行こう」

　要望が通れば気分も軽くなり、この猛暑もまだ耐えられるというもの。とはいえ、流石さすがに今から買い物に行くわけにもいかないので、僕は喜びを噛かみ締めながら瑠姫乃を促した。



　　　　　　　　　☆



　それから五分ほど歩くと、目の前に結構な高さのビルが見えてきた。

「シティホテル？」

「あぁ。ちゃんとインターネットも使えるぞ」

「寧むしろキミらが使えないじゃん」

「五月蝿うるさい、早く行くぞ」

　自信満々な瑠る姫き乃のではあるが、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷に住む女性陣、皆、機械音痴である。

　さて置き、さっさと入口を潜くぐる瑠姫乃と愛あい恋こ。僕は今にも倒れそうな祢ね亜あの手を引いて、それに続く。

　内部はきっちりと冷房が効いていて、入っただけでもかなり心身が安らぐ心地である。

「あー、すーずしー。祢亜、大丈夫？」

「はふ、はぁ、はぁ……」

　さっきよりはマシだけど、まだ返事もまともに出ない状態っぽい。後で水でも飲ませてあげる必要があるね。

「ほら、もうちょっとで休めるから。もう少し頑張ろう？」

「うぅ……、ごめんなさい……」

　謝ってはいるけれど、その視界に僕を捕えられているのか甚だ疑問である。

「凛りん斗と、祢亜。行くぞ」

「はーい」

　チェックインを済ませた瑠姫乃に促され、揺れる祢亜を連れてエレベーターへ。

　案内役の女性スタッフに先導される形で、僕たちは五階にある四人部屋のうち、隣り合った二部屋分のカギを受け取る。当然、僕が一室、女性陣がもう一室。当然男女別。

「それでは、ごゆっくりどうぞ」

　食事の時間や浴場の説明を終えたスタッフがエレベーターに乗り込んだ後、僕はあてがわれた部屋に荷物を置くために、一度女子組と別れる。

「いやー、ホテルなんて久々だねぇ」

　最後に利用したのはいつだったか、なんて思いつつ部屋を見回す。

　流石さすがに四人部屋なだけあり、一人で利用するにはかなり広い。部屋は手前と奥で仕切れるようになっており、奥の部屋にはツインベッドが二組並んでいる。

　しかし……。

「あの屋敷で生活していると、これでも手狭に感じちゃうんだねぇ」

　いやはや、慣れって怖い。

　そうしみじみ感じながら、部屋の中をチェック。トイレとユニットバスは別。これとは別に、一階に大浴場があるとは聞いたけど、今利用する必要も無し。

　ていうか、大浴場ですら屋敷の方がでかい可能性があることを考えると、あまり足が進まない。

「取り敢あえず、着替えるか」

　バッグから邦ほう羚れい高こう校こうの夏用制服と下着、タオルを取り出し、汗まみれの下着や執事服を乱雑に脱ぎ捨て、シャワーを浴びる。

　全身に張り付いた汗が適温の湯で流されているのが、とても心地よい。このまましばらく動かずにいたい気分になる。とはいえ、長々と堪たん能のうするわけにもいかない。

　手早く全身を洗い、きっちりと水気をタオルで拭ぬぐってから制服に着替える。

　あぁ、半はん袖そでってこんなにも快適なんだな。ちょっと感動。

「さって、そんじゃゴシュジンサマ方の方に伺いますかね」

　貴重品の所持をしっかりと確認してから、いざ隣の部屋へ。

　勿もち論ろん、いきなりドアを開ける事なんてしませんよ。ノックしますよ。常識ですから。

「瑠る姫き乃のー？　僕だけどー」

「凛りん斗とですか？　入っていただいて構いませんよ。鍵かぎは開いています」

　微妙に詐欺くさい呼びかけに、ドアの向こうから返ってきたのは瑠姫乃の声ではなく、メイド長さんの声だった。

「んじゃ、お邪魔しまーす」

　がちゃり、と。ドアを開けた先には、下着姿のメイド長が満面の笑みで礼儀正しく立っていた。

　バタン。

「え？」

　思わず即座にドアを閉めちゃった。















　がちゃり。

「凛りん斗と。女性が下着姿で出迎えたのですから、もっと喜んでもいいのでは？」

「驚くことしかできないよ、っていうかさっさと服着てよ！」

　平然と下着姿のままドアを開けて顔を出してきた愛あい恋こを部屋の中に押し戻し、周囲に人がいなかったか確認する。

　取り敢あえず、目に見える範囲に人はいない。

　さっきの珍妙なやり取りが人目に触れたわけではないことを知り、安あん堵どに胸を撫なで下ろすと、今度こそ邦ほう羚れい高こう校こうの夏用制服を着た愛恋がドアを開けた。

「お待たせしました。どうぞ、中へ」

「え、あぁ、うん」

　愛恋の突拍子も無い言動や行動より、こうしていきなり態度を急変させる切り替えの早さの方が僕としては未いまだに慣れなかったりする。少なくとも、こんなにきりっとした表情してる子が、さっきまで下着姿を平然と晒さらしていたとか、普通は思わないでしょ。

「ていうか、さっきの、何？」

「いえ、凛斗が断食系男子であるのなら、目の前に肉をぶら下げてみるのも一興かと」

「僕はダイエットも煩悩払いもしてないけど」

「それは驚きです。地球が丸いことが初めて発覚した時のような驚きです」

「歴史規模かよ」

　もっとも、出てくる言動はめちゃくちゃのままだったけど。

　ともあれ、愛恋に促されるままに部屋へと入る。内装は僕の部屋とは左右が逆なだけで、当然ではあるが、全すべて同じだった。

「あぁ、来たか凛斗」

　僕の入室に、ベッドの近くに座っていた瑠る姫き乃のが顔だけこっちに向けて応じた。彼女の服装は相変わらず赤いワンピースタイプのドレスで、その手には、大き目の団扇うちわが握られており、一段ベッドで横たわる祢ね亜あを扇あおいでいる。

「って、祢亜!?　大丈夫!?」

「騒ぐな。先程眠ったところだ」

「え？」

　慌てて駆け寄る僕を制して、瑠姫乃が申し訳なさそうに頭を下げた。

「祢亜は、この部屋に入ったら、糸が切れたみたいに倒れた。軽い熱中症のようだ」

「あー……。やっぱ、きつかったんだね」

　あれだけフラフラしていたのに、それでも町中では倒れまいと必死になっていたのかもしれない。

「で、何で瑠姫乃が扇いでんの？」

「む。いや、その……。こうなったのは元を辿たどれば私の責任のようなものだからな」

「私が介抱する、とは申し上げましたが。お嬢様がどうしても、と仰おつしやられましたので」

「あー、はいはい」

　祢ね亜あの暑がりは結構前から解わかっていたことだ。それでも瑠る姫き乃のは暑苦しいメイド服を変えることを許さなかった。だから、祢亜は暑さに堪えきれずに倒れ込んだ。そのことをようやく実感したのだろう。

「ま、これを機に僕たちの苦労を少しでも解ってくれりゃーいいさ。キミだって、僕たちを従者としていても、徹頭徹尾の服従を望んでるわけじゃないんでしょ？」

「そう、だな。……考える様にしよう」

「はは、今日はいろいろと考え直すことばっかだねぇ」

「確かにな」

　瑠姫乃は僕の言葉に笑いながら同意して、静かに立ち上がる。

「さて、祢亜がこうして眠っているが、だからと言って彼女が回復するまでやることが無いわけではない。さしあたって、現状の確認を──私の屋敷を破壊した、あの黒服の《捕食鬼ブレアー》について確認しようか」



　　　　　　　　　☆



　この現代社会において、吸血種は種族以外に二つに分けられている。

　一つは、人間との共存を選び、人間を守るために生きる、《共生者ジユーナー》。

　一つは、人間との共存を拒み、人間を喰くうために生きる、《捕食鬼ブレアー》。

　相反するこの二つは、同じ種族でありながら、思想の違いと言うだけで、何百年も、もしかしたらそれ以上の年月を、殺し合い続けている。

　そして僕たちは、煤すす野や町ちようを守る《共生者ジユーナー》として、《捕食鬼ブレアー》と戦っている。



　　　　　　　　　☆



「んで、さっき瑠姫乃の親御さんからの連絡ってのが、あの黒服の子──イギリスからこの国に来た可能性のある《捕食鬼ブレアー》の説明だった、ってこと？」

「あぁ。実際、聞いた外見と一致はしていた」

　祢亜をベッドに寝かせたまま、僕たちは手前側の部屋で各おの々おのが好きに座り、瑠姫乃からの話を聞いていた。

「通称《星屑の射手コズミツクシユーター》。《現象フエノメノ》による黒色の爆裂性火炎弾の精製。その威力は──」

「僕が身をもって知ってる。最大火力がどの程度かは解らないけど、一発あれば確実に僕は死ぬし、頑丈な人でも火傷やけどじゃ済まないね」

「屋敷の破損部分を見るに、炎熱はあくまでも基礎であって、攻撃性が高いのは爆裂による衝撃だな」

　そう言われれば、確かに玄関の周りに焦げ跡はあったけど、燃えてはいなかったな。

「それを親御さんから聞いたの？」

「あぁ。だが内容はそれだけではない。詳細は後程送られてくる資料に書かれているとのことだが、《星屑の射手コズミツクシユーター》以外にも《捕食鬼ブレアー》が目撃されている、とも聞いている」

「あらま。そりゃまた面倒だね。……ん？　資料が後程送られてくるって、どうやって？」

「ファックスだ」

　自信満々な赤いゴシュジンサマに、無言で首肯し賛同するメイド長。

　だが待ってほしい。

「ファックスって、屋敷に届くんじゃねぇの？」

　女性陣の動きが止まった。

　そのまま数秒。室内には祢ね亜あの寝息だけが響く。

「凛りん斗と」

「何？」

「私服の買い物を許可しよう。夏休みの間だからな。何着か見繕ってくるといい。何、経費は心配いらん。私が後で払おうじゃないか」

「うん」

「ついでに、《星屑の射手コズミツクシユーター》による被害が一般人に及んでいるかどうか、その道中だけでも確認してきてほしい。先程の様子だと、私たちを殺すためなら他人の血を吸っていてもおかしくは無いからな」

「うん。そうだね」

「だから屋敷まで行って資料が来ているかどうか確認してきてください」

「…………主人の面目丸まる潰つぶれじゃん」

　ここまで低姿勢になった瑠る姫き乃のは久々に見たな。

「ていうか、自分で行けばいいじゃん」

「いや、そうしたいのだが……」

　ちら、と瑠姫乃の視線は祢亜に向けられる。どうやら祢亜が倒れたことがまだ気になっているらしい。たぶんだけど、祢亜が起きた時、真っ先に謝罪したいんだろう。

「わーかったよ。どうせ買い物に行かなくちゃいけないんだ。そのついでに屋敷に行くくらいはお安い御用ってね」

「すまない。今回の私は、本当にミスが多いな」

「反省できてるのならいいよ。くだらない意地を張って、無駄死に強いられるより、よっぽどね」

　そう言って立ち上がる僕に倣うように、愛あい恋こも立ち上がった。

「同行します。私わたくしも衣服が必要ですし。当然、祢ね亜あの分も」

「そだね。んじゃ、ゴシュジンサマ、祢亜のことは頼むね」

「あぁ、責任をもって介抱しよう」

「そこまで気負わなくていいんじゃね？　祢亜だって吸血種なんだし」

「そこは、まぁ、察してくれ」

「……。はいはい、りょーかーい」

　言葉通り、瑠る姫き乃のの心境を察することにした僕は、愛恋と一緒に部屋を出た。

　ほんっと、責任感が強いんだから。



　　　　　　　　　☆



　ホテルから出た時、既に時刻は十六時を回っていた。昼間ほどではないにせよ、暑さは健在だったが、衣服が夏用制服というだけで、かなり楽に感じる。

「お嬢様自身が言っていた通り、今回、お嬢様らしからぬミスが多いです」

　外に出て歩き始めると、それまで黙って僕の右側を歩いていた愛恋が、足を止めることなく、唐突に口を開いた。

「資料のことも、祢亜の不調のことも。常であれば何かしら真っ当な対策を講じていた筈はずです」

「んん？」

　僕も愛恋に合わせて、足を止めずに応じる。

「資料はさて置き、祢亜に関しちゃ仕方ないんじゃない？　ほら、服装に関しては、僕がさっき切り出して、ようやく自覚したみたいだし」

「その前です。屋敷から離れた時点で、祢亜はかなり消耗していました。正直に言えば、お嬢様はホテルに着く前に、少なくとも祢亜には何かしらの対応をするものだと、私は考えていました」

「でも瑠姫乃は動かなかった。寧むしろ気づくことなくホテルに直行。僕が言わなきゃ、今でも僕らは暑苦しい服装のまま、ってこと？」

「はい。どうも今のお嬢様は、何と言いますか……。旦だん那な様方にお屋敷を任されたばかりの頃ころに戻ったような、そんな気がします」

「緊張してるってこと？」

「緊張、ですか」

　愛恋は僕の言葉を吟味するように、顎あごに指を添える。

　そうして五歩分進んだ時、愛あい恋こは僕に感心したような表情を向けてきた。

「うまいことを仰おつしやいますね。確かに、その言葉が適当かもしれません」

「え？」

　予想以上の高評価に、寧むしろ僕の方が面食らってしまう。

　いや、だって。僕以上に殺し合いの世界で生きてきた瑠る姫き乃のが、いまさら《共生者ジユーナー》としての仕事に緊張するって、どうなの？

「ですが、今になって緊張するとは。何か原因があるのでしょうか……？」

「あ」

　ふと。僕の脳裏に一つの考えが浮かんだ。

「凛りん斗と？　何か、心当たりでも？」

「いや、ただの僕の妄想かもしんない」

「いいから吐きなさい。それとも大衆の面前で胃の中身を吐き出しますか？」

　腹パンする気かよ。

「いやね、僕、最初っから瑠姫乃と一緒にいたわけじゃないから解わからないんだけどさ」

「当たり前です。それは私わたくしの特権です」

「重要なのはそこじゃないよ」

「失礼。続きをどうぞ」

　眼光がマジだったんですが。いや、気にしないでおこう。

「もしかしてさ、キミたちって、屋敷そのものが襲われたのって、今回が初めてなんじゃない？」

　僕が屋敷を出る前に浮かんだ考え。それは、あくまでも僕が屋敷に来てからは初めてだという考えだった。

「ほら、今までってさ、基本的に町中で一般人が襲われたとか、襲われる可能性があるとか、言っちゃえば他人が被害に遭うか、遭いそうな時に僕たちは動いてたじゃん」

「……えぇ。確かに、凛斗の言う通りです」

　愛恋が同意するということは、間違いは無いと受け取っていいのだろう。

「でも、今回の件は、明らかに僕たちを標的としている。それで被害は僕が一回死んだだけで済んだけど、瑠姫乃にしてみれば、親から任された屋敷を壊されたんだ。見た目気丈に振る舞っても、内心じゃ戸惑ってるんじゃないかな？」

「そう、かもしれませんね……。お嬢様にとって、初めての出来事、ですか」

　それだけ言って、愛恋はまた黙ってしまう。ずっと瑠姫乃に付き添っていた愛恋にとって、何かしら思うことがあるのかもしれない。

「お嬢様の初めて、という言い方は、妙なエロさがありますよね」

「もう少しマシなことを考えてくれないかな」

　黙ったのは、それを考えてたからかよ。

「まぁ、真面目まじめな話。お嬢様にとってあのお屋敷、ひいてはこの町の守護は、旦だん那な様方から任せられたもの。その責任感は、お嬢様自身にしか測れるものではありません」

「でも、瑠る姫き乃のの性格を考えりゃあ、かなり抱え込んでる気がしなくも無いなぁ。瑠姫乃って、人一倍責任感強いし」

「解わかっているとは思いますが、三週間前のようなことは御免ですよ」

　剣けん呑のんな愛あい恋この表情に、僕は若干気け圧おされながらも「解ってる」とだけ返した。



　　　　　　　　　☆



　三週間前。

　僕らが人間社会に溶け込むために通っている邦ほう羚れい高こう校こうで、二人の少女が《捕食鬼ブレアー》の被害に遭った。

　結果。複数人の被害者を出し、一人は死亡。もう一人は拘束し、現在は《共生者ジユーナー》の機関で監視中、とのこと。

　言い難いことではあるが、その二人は多少なりとも僕に好意を抱いてくれていた。

　瑠姫乃は、そのことで、僕が瑠姫乃に仕える以外にも生き方があったんじゃないか、と、頼んでも無いのに悩み、抱え込み、一時、壁のようなものを感じさせた。

　その時の空気は、当然いいものじゃなかった。愛恋が言いたいのは、そういう事態、つまりは瑠姫乃が他者を思いやるがために、抱え込んで塞ふさぎ込むことは御免だ、ということだ。



　　　　　　　　　☆



「人の命が喰くわれることよりも、ゴシュジンサマのことを気にかけなきゃならんとは……。いやはや、実は僕たちって、とっくに徹頭徹尾の従者なのかね？」

「私わたくしは既にそのつもりですが」

「従者根性鍛え抜いているキミと僕じゃあ、完全に別物だって話だよ。祢ね亜あだって僕と同意見だろうに」

「では一日も早く、二人が私と同じ領域に辿たどり着くことを祈りましょう」

「いや、遠慮しとくよ……」

　そうこう言っている間にも足を動かしていた僕たちは、ショッピングモールではなく須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷に辿り着いていた。

「示し合わせたわけでもないのに、《共生者ジユーナー》としての仕事を優先する姿勢はいいことです」

「人命懸かってるしねー。しかも、今回は僕たち自身だ。……もっとも、それ以上に懸念すべきことはあるけどね」

「えぇ、解わかっています。その対応のためにも、祢ね亜あには早急に回復してほしいところです」

　僕たちが懸念しているのは、あの黒服の少女、《星屑の射手コズミツクシユーター》という《捕食鬼ブレアー》が、僕たちを殺すため、町の人間から血を吸って魔力を得ようとすること。

　それは《共生者ジユーナー》としては見過ごせないことではあるのだが、残念ながら僕たちの中で最も捜索能力が優れているのが、というか、真っ当な捜索能力を持つのが祢亜だけなのだ。

「四人じゃあ人海戦術もできないしねぇ」

「いっそのこと、凛りん斗とが二、三十人に増えればいいのではないでしょうか？」

「いや、僕の能力じゃ二人が限界だし」

　僕の吸血種としての能力。属性は《不明アンノウン》で、通称《幽躯別身マインドアウト》。

　僕自身をもう一人この世界に生み出すこの能力は、どちらも本物であるために、どちらかが生き残れば死は免まぬがれるという反面、二人以上にはなれないことと、吸血か十分な休息（補給）がなければ、三回しか使えないという欠点がある。

　逆に、吸血か十分な休息（補給）があれば、その分だけ使える、ってことだけど。

　さて置きこの能力。奇襲なんかには向いているが、そもそも僕自身が吸血種として弱いので、タネが解ればあっさりと潰つぶされる。

　ちなみに、《星屑の射手コズミツクシユーター》に爆殺されたはずの僕が生きていたのは、爆死する寸前にこの能力で僕を現出させたからである。

「いっそのこと、もう一度師匠から修行を受ければ、複数の現出も可能になるのでは？」

「絶対ヤダ。次に師匠の修行受けたら絶対発狂するって確信できるし。今ですら若干トラウマ気味なんだから」

　というか、あの修行は、考案して実行した師匠自身が「よくまぁ耐え切ったよ、お前」と感心するほどだったのだ。それを聞いた時は、だったらやめてくれよ、と本気で思ったね。

「そういえば、僕が殺された時、随分と怒ってたけど」

「……知りません」

　珍しく、愛あい恋こは見た目相応の女子のような仕草で、軽く頬ほおを膨らませてそっぽを向いた。

　そういう反応をされると、こっちも微妙な気分になるんだが。少なくとも、顔に感じる熱は確実に陽ひ射ざしのせいだけではないだろう。

「いや、別にいいんだけどさ。ただ、僕が殺されるなんて今に始まった話じゃないじゃん。だってーのに、キミが今さらそれを怒るのが不思議だったからさ」

「私わたくしたちは、一度たりとも貴方あなたの死を受け入れたことはありません。少なくとも、私はそれを断言できます」

「んん？」

　愛あい恋こは、一転して物もの凄すごく真剣な表情でそう訴えてきた。しかし、一年以上死ぬことで貢献してきた僕にとって、その言葉はあまり理解し難いものだった。

「いや、そうは言うけど、僕ができる事なんて死ぬ程度そんなもんじゃん。身体能力は並以下。能力は限定的。そんな雑魚がこんな血ち腥なまぐさい世界で殺し合いに身を投じたら、それこそ囮おとり、生いけ贄にえが役割としては関の山、ってね」

「貴方のその姿勢は評価しています。ですが、悲観的な見解は嫌いです」

「いや、好き嫌いの問題じゃ──」

「大嫌いです。私も、祢ね亜あも。当然、お嬢様も」

　それ以上、この話題を続ける気が無いのか。愛恋はそれだけ言いきって、さっさと屋敷に向かってしまう。

「んー？」

　それを追いながら、僕は首を傾かしげる。

《共生者ジユーナー》としての生き方を徹底している愛恋が、そして愛恋の言葉通りであるのなら、瑠る姫き乃のが、どうして《捕食鬼ブレアー》を討つために効率の良い方法を嫌うのか。それが理解できなかった。

　どうせ僕の死なんて、魔力が尽きない限り偽りでしかないのに。



　　　　　　　　　☆



「うーわ、これまた厳重ですこと」

　辿たどり着いた須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷は、軍服に似た白い制服を着こんだ人たちが、過剰なほどに厳重に警備していた。

　その右腕には、逆十字の上に黒い薔ば薇らの刺し繍しゆうが施されている。それは、《共生者ジユーナー》の中でも最大規模の組織である『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の証あかし。

　吸血種、しかも《捕食鬼ブレアー》による《共生者ジユーナー》の住む屋敷への襲撃に対し、瑠姫乃の父親の命令で来たのだろう。

　と言っても、ここにいる人たちは瑠姫乃の親御さんのように一騎当千の実力者というわけでも、僕たちのように少数での行動を許されているわけでもなく、統率された集団──《捕食鬼ブレアー》に対して集団の力で制圧する、兵隊のようなものか。

　実際、ここで異なる能力よりも、集団での行動を重視するかのように、皆が銃火器や刀剣を装備している。

「彼らは、あくまでも警備が主な役割の方々です」

「あ、そうなの？」

「えぇ。というか、《捕食鬼ブレアー》を討つ《共生者ジユーナー》は基本的に少数で行動します」

「あー、多人数だと連携が取りにくいってこと？」

「えぇ。それだけ吸血種の能力は多様的ですから。対して彼らは」

　言いながら、愛あい恋こは改めて屋敷の周囲を警戒している人たちに視線を向ける。

「吸血種としては血が薄く、能力が発現していない、もしくは実用性が無いほどに弱い人たちが主です」

「血が薄い？」

「吸血種も生殖は行えます。当然、人とも可能です。それはご存じでしょう？」

「まぁ、ねぇ」

　何とも色気の無い言い方だこと。

「その中には、吸血種と交わったのが一人だけで、その子孫は人と交わり続けた者たちもいます。彼らは、身体能力こそ人よりは若干高いですが、武装や訓練無しには殺し合いに身を投じるだけの能力を得られない。ゆえに、こうして集団での活動を行い、戦地にいる《共生者ジユーナー》の補助に回っているのですよ」

「てことは、本格的な戦力としては数えない方がいい、ってこと？」

「彼らも相応の覚悟で『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』に属している。それを考えれば酷な言い方ですがね」

　そんな人たちが警備している屋敷に近づいていくと、先を歩いていた愛恋に、その中の男性の一人が、険しい表情で寄ってきた。

「失礼、貴女あなた方は？」

「お疲れ様です。私わたくし、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけ瑠る姫き乃の様のメイドを務めさせていただいております、久く慈じ臣おみ愛恋と申します。こちらは、護衛を務める玖く堂どう凛りん斗とです」

「あぁ、そうでしたか」

　愛恋の丁寧な応こたえに、その男性は以外にも気さくな笑顔を浮かべた。

「何か、お忘れ物でしょうか？」

「えぇ、少々資料を。中に入ってもよろしいでしょうか？」

「構いませんよ。ですが、封印符には触らないでくださいね」

「承知しております。凛斗、行きますよ」

「え、あぁ。うん。それじゃあ、失礼します」

　促す愛恋につられるように、僕は男性に軽く会釈してから、屋敷の玄関へと向かう。

「ねぇ、愛恋。封印符って、何？」

「文字通り、封印を施すための符です。その起源や種類について説明しても構いませんが、少々長くなるのでそれはまた後日にさせていただきます」

「んじゃ、何を封印してんの？　屋敷の修理を頼んだだけでしょ？」

「封印符で屋敷周辺に人除よけの結界を張っているのですよ。魔族には効かないものですが」

「え、何で？」

「私わたくしたちまで閉め出したら意味がありませんでしょう」

「あぁ、そりゃそうだ」

「それに、その結界は探知能力も兼ねています。《捕食鬼ブレアー》が来たら、即対応することもできるのですよ」

「へぇ。さっきの男の人がすぐに愛あい恋こに寄ってきたのも、それが理由か」

「その通りです。……さぁ、無駄話は終わりです。早いこと終わらせますよ。買い物もあるのですから」

「はいはーい」



　　　　　　　　　☆



　瑠る姫き乃のの言う通り、確かに書斎のファックスに、数枚の紙が届いていた。

　それを備え付けの封筒に仕舞いながら、隣に控えていた愛恋にふと訊たずねてみた。

「そういやさ、瑠姫乃の親御さんって、凄すごい人なんだよね？」

「もう少しまともな表現してほしいところですが、その通りです」

「だったらさ、《捕食鬼ブレアー》が来た、屋敷は直させる──ってだけで、何もしないってのは、何で？　いっそのこと直接来て、手伝ってくれてもいいのに」

「お嬢様への期待、もしくは課題でしょう。『この程度は現地の人員だけでどうにかしてみろ』と。おそらく、屋敷の警備を行っている『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の方々もそのつもりで来ているのでしょう。ですから、彼らに協力を求めれば、その分お嬢様の評価が下がるものと思われます」

「人命懸かっているのに、課題とか期待とか。随分と呑のん気きだねぇ」

「人命が懸かっているからこそ、ですよ。その程度の実力が無くては《共生者ジユーナー》としての資格すら無いということです」

　そこは価値観の違いなんだろう。須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの人たちは、《共生者ジユーナー》としての誇りを重んじている。

　対して僕は、《共生者ジユーナー》として、というよりは、単純に《捕食鬼ブレアー》の行動理念が許せないというだけで、《共生者ジユーナー》としての誇りなんて持ち合わせちゃいない。敢あえて言うなら、瑠姫乃の護衛であることかな。僕が《共生者ジユーナー》でいるのは、あくまでもその結果でしかないし。

「ま、その辺りは本職に任せてますかね」

「貴方あなたも本職です」

「あっはは、まぁねー……、おっと」

　話しながら紙を封筒にしまおうとしたら、まるで逃げるように紙の束の中から一枚だけ床に落ちてしまった。

　ひらひら舞うように床に落ちたそれを、すぐに屈かがんで拾おうとして、その紙に書かれた文章に、ふと目が吸い寄せられた。

「何だこれ？　バ、バル、……バルベリオ＝ヴァルヴェルヴ？」

　舌を噛かみそうなその文字列は、『名前』と記載された欄に記入されていた。どうやら何かの名前らしい。

「どうしました？」

「ん？　いや、これ。ちょっと目に入ってさ」

　屈むように覗のぞき込んできた愛あい恋こに、見上げるように紙を手渡す。その際、豊かな胸が形を変えているのが随分と目に残るのは、やはり僕が男だからでしょうか。

「バルベリオ＝ヴァルヴェルヴ？」

「まぁ、僕はその名前しか見てないけど。それ、誰だれ？」

「…………少し、待ってください」

　愛恋は僕の質問に答えず、小難しそうな表情でその紙に視線を落とす。それこそ、紙に穴が開くんじゃないかって剣幕だ。

「えー、と。愛恋さん？」

「この資料の人物……。上級指定の《捕食鬼ブレアー》のようですね」

「んん？」

　上級指定。地位や権力を持つこともあり、人間だけでなく《共生者ジユーナー》にも被害を及ぼしている《捕食鬼ブレアー》。

　少なくとも、僕が吸血種になってから上級指定の《捕食鬼ブレアー》に遭ったことがあるのは、一度だけだ。

「もしかして、それが《星屑の射手コズミツクシユーター》の正体？」

「いえ、この《捕食鬼ブレアー》は二メートル近い男です。それに──どうやら一世紀以上前から確認されているようです」

「え」

　吸血種は、過剰に吸血によって魔力を補給すると、その分肉体が補強されていく。常に朽ちていく方向に向かう肉体が補強されるとなると、その結果、吸血種の寿命は格段に延びる。

　僕が逢あった中で最も長命な師匠は、実に三世紀以上──三百年以上生きているとか。

　いや、今の問題はそこじゃない。問題なのは、何でそんな奴やつの情報が、今ここに届いているのか、だ。もっとも、一応の心当たりはある。

「じゃ、それが瑠る姫き乃のが聞かされたっていう、他ほかの《捕食鬼ブレアー》、か。はは、随分な大物が出てきたもんだね」

「笑い事ではありません。ともあれ、今ここに一緒にこの情報が送られてきているということは、おそらく、《星屑の射手コズミツクシユーター》と何らかの関係があるのでしょう。その情報は、おそらく別紙にある筈はずです」

「じゃ、その紙には他に何が書いてあるのさ？」

「簡易的なプロフィールですね。もっとも、情報不足が否めない内容ですが」

「へぇ」

「いずれにせよ、相手が上級指定と解わかった以上は、お嬢様に指示を仰ぐ必要があります。凛りん斗と。申し訳ありませんが、この件が片付くまで制服のままでよろしいでしょうか？」

「ん、了解」

　僕は素直に肯うなずき、手早く資料を封筒に入れ直す。

「この内容を考えると、僕たちが直接取りに来て正解だったかもねー」

「と、仰おつしやいますと？」

「いやね、もし僕とかが面倒くさがって『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の人にこの資料をホテルまで運んでもらうように頼んだとしよう」

「ありえない話ではないですね」

「うん。でもさ、そうすると、この資料が僕たちのところに来る前に、その上級指定に阻害されて資料が届かなかった可能性もあるわけじゃん」

「……成程。その点、私わたくしたちであれば、最悪凛斗だけでもお嬢様に資料を届けることができますね」

　たとえ道中で《捕食鬼ブレアー》の襲撃があったとしても、僕が生きていることさえばれていなければいい。そういう使い方ができるのも、僕の能力の利点だろう。

「まぁ、それはあくまでも最悪です。その状況に陥るまでは、私たちは最善を目指すのみです」

「了解」

　そのまま愛あい恋こと共に、僕は早足に屋敷を後にする。

　何な故ぜ、僕たちがこうも急ぐのか。

　今回のターゲットである、《星屑の射手コズミツクシユーター》に関しては、あまり問題視はしていない。何しろ僕たちを殺すのが目的である以上、それ以外の行動で目立ったこと、派手なことをしでかす可能性が低いからだ。おそらく、適当に囮おとりでも何でもすれば、簡単に引きずり出せるだろう。

　問題なのは、もう一方。バルベリオ＝ヴァルヴェルヴという《捕食鬼ブレアー》。

　資料によれば、一世紀以上前から確認されている以外には、外見と《干渉メドル》の能力を持っている可能性がある、ということしか判明していないらしい。

　つまり、どこで何をしでかすのか、全く予想できないのだ。

　その狙ねらいが僕たちであるというのなら、まだいい。その狙いが、悪ガキが親の目を離れて悪戯いたずらをするようなものでも構わない。

　だが、こいつは《捕食鬼ブレアー》。

　人の命を私欲で奪う、危険極まりない存在なのだ。










　　　第三章　細工は流々とはいえ仕上げともどもスマートにやりたいところ



　屋敷の警備と修理にあたっている『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の人たちに見送られるようにして屋敷を出た僕と愛あい恋こだが、敵の情報は早く伝えた方がいいと判断した愛恋に促され、僕はホテルに向かいながら瑠る姫き乃ののケータイに電話をかけることにした。

「メールでよいのでは？」

「そういうセリフはメールに時間をかけない人が言うもんだよ」

　繰り返すけど、屋敷の女性陣は基本的に機械音痴。メール一つにかかる時間は、僕の三倍以上である。

　さて置き、二度目のコールの後に、聞き慣れたゴシュジンサマの声が聞こえた。

『もしもし、凛りん斗とか？』

「うん。取り敢あえず送られてきてたファックスは全部回収したよ。今、屋敷を出てホテルに向かってるところ」

『ん？　なら買い物は既に終えているのか？』

「うんにゃ。ちょっと事情が変わってね。しばらく制服で過ごすことになりそう」

　そう前置きをしてから、屋敷で見た資料──バルベリオ＝ヴァルヴェルヴについて簡単に説明した。

「つーことで、服とか呑のん気きなこと言ってる場合じゃないと判断した。もっとも、この資料自体、何で送られてきたのかはまだ確認してないから、何とも言えないけど。だからって無視して放置するってわけにもいかないでしょ？」

『そうだな。もし急ぎの話でないのならそれで構わないが、父とう様たちが私に向けて送ってきたのだから、何かあると考える方が自然だ』

「うん。だから細かいことは瑠る姫き乃の本人に確認してもらおうと思ってさ」

『いい判断だ。なら、急いでくれ』

「了解、……。あ、そうだ。祢ね亜あは、大丈夫？」

『あぁ、つい先程目を覚ましたところだ。特に不調も見られない』

「そっか。あー、でも、祢亜の服は用意した方がよかったかなぁ？」

『いや、祢亜も制服を持ってきていたからな。今はそれに着替えている』

「あ、そう？　じゃあいいか。──んじゃ、急いで戻るよ」

『あぁ、待っている』

　その言葉を区切りに通話を終えた僕に、愛あい恋こが声をかけてきた。

「お嬢様の方には特に問題は無かったようですね」

「ん？　まぁ、そんな感じだったけど……。何、問題って？」

「ホテルの場所がばれていたら、場合によっては襲撃されていたかもしれませんから」

「あぁ、そうか」

　それは、ちょっと考えてなかった。ていうか、そういう話を聞くと、僕の方が《共生者ジユーナー》としては呑気なんじゃないか、ってちょっと反省させられる。考えが甘い、ってことなんだろう。

「ともあれ、祢亜も起きたみたいだし。時間を考えれば、今日中に動くべきかな」

「そうですね」

　現在時刻は十七時半。

　まだ日は沈んでいないものの、それは二時間あるかないか。

　夜になれば、身を潜めやすくなる。その分、《捕食鬼ブレアー》は人目を、特に僕たちの目を掻かい潜くぐって蛮行を行いやすくなる。

　いずれにせよ、昼間よりも危険性は格段に上がるということだ。

「ったく、日光が苦手なわけでもないのに、結局夜に探さなきゃ、か」

「魑ち魅み魍もう魎りようは闇やみ夜よに乗ずるのが常ですから」

「僕らもまた然しかり、か」

　こんな話を聞くと、《共生者ジユーナー》と《捕食鬼ブレアー》が元々同じものだと実感する。同時に、同属同士で殺し合っていることに馬ば鹿からしさを感じるが、考えてみれば、人間は生まれた土地が違うだけで平然と差別をするような馬鹿ばっかりだよね。

　理性を持った生物っていうのは、馬鹿ばっかりなんだろうね。当然、僕も含めて。

「──あっ」

「わっ、──おっと」

　考え事をしながら早足に歩いていたせいか、曲がり角から出てきた人と正面からぶつかってしまった。

　僕はさして痛くも無かったのだが、相手の方が衝撃に堪えきれなかったようで、後ろにふらついて今にも倒れそうだったが、ギリギリで僕の伸ばした腕が相手の左腕を掴つかんで、引き寄せるようにして転倒を防ぐことができた。

「や、すいません。大丈夫ですか？」

「あ、は、はい……、大丈夫です」

　ぶつかった相手は女性──僕と同じくらいの年齢の女子だった。

　簡素な白いワンピースに、プラチナブロンドの癖の無い長髪。肌の色はかなり白い。一目見ただけでも綺き麗れいな子だと思うのだが、何な故ぜかその目は、分厚く大きなサングラスをかけていた。正直、あまり似合っていない。

「あ、ありがとうございます、ちょっと余よ所そ見みをしてて……」















「あぁ、だったら僕も似たようなもんです。ちょっと考えごとをしてて」

　僕が彼女の細い腕から手を離したら、その少女はサングラスと服装を簡単に整えて、右手に握っていた紙を両手で開くようにこちらに向けてきた。

　それは、煤すす野や町ちようの地図だった。

「あのう……、それで、申し訳ないのですが……。よろしければ、駅までの道のりを教えていただけませんか？　私、この国に来たばっかりなのですが、道に迷ってしまいまして……」

「え、あぁ。そういうことですか」

　どうやらこの少女は外国からの旅行者らしい。

　さて、今は急ぎではあると言っても、この程度のことを断る気も無いか、と思って地図を受け取ると、何な故ぜか背後から強烈な視線を感じた。

「……えーと、愛あい恋こさん？」

「さっさと終わらせなさい」

　声も視線も冷たかったが、許可は下りた。だったら言われた通り、さっさと終わらせるのが賢明だろう。

「えーと、今いるのがここで……」

「え、あ、はい」

　しかし、僕自身があまり地図の見方が得意ではないこともあって、少し説明に時間がかかってしまった。

　それでも、どうにか駅までの道のりを教え終えると、少女は口元を綻ほころばせながらお礼を言ってきた。

「ありがとうございます、これなら暗くなる前には駅に着けそうです」

「いや、いいですけど……。日本語、随分上手ですね」

「えぇ、親友の父親が日本人なので、その影響で話すことはできるんです」

　読み書きは、まだ少し苦手ですけど。と、小首を傾かしげた少女は、すぐにはっとしたように口元を押さえた。

「す、すいません。彼女さんを待たせちゃっていますよね？」

「は？」

　彼女さん、というのが誰だれを指すのか解わからず思わず間抜けな声を上げた僕だったが、そんな僕を押しのけるように、後ろで待っていた愛恋が進み出た。

「いえいえ、お気になさらず。寧むしろ貴女あなたの方が慣れない地で大変でしょう？　暗くなる前に、急ぐことをお勧めします」

「は、はい。その……、ありがとうございました！」

　少女はわたわたした様子でお礼を言うと、早足に駅の方向へと歩いて行った。

　あの様子だと方向音痴というわけではなさそうだから、また迷うことも無いだろう。

「んじゃ、僕たちも行こうか愛あい恋こ」

「つーん」

　無表情なのに、思いっきりそっぽ向いていた。

　しかも「つーん」て。口で言うもんじゃないでしょ、それ。

「えーと、愛恋？　行かないの？」

「ぷぅ」

　今度は軽く頬ほおを膨らませたかと思うと、僕を無視するように早足に歩き始めた。

「え、ちょっと？　愛恋？」

「早く行きますよ。これ以上お嬢様を待たせるわけにはいきません」

「はぁ、まぁ、うん。…………はい」

　結局、愛恋はそれ以降、ホテルに着くまで一言も喋しやべることは無かった。

　何だってんだ、まったく。
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　相変わらず喋らない愛恋の後をついてホテルの部屋に戻ると、制服姿の祢ね亜あが出迎えてきた。

「あ、愛恋、兄上様……、お帰りなさい」

「ただ今戻りました」

「うん、ただいまー」

　祢亜は見た感じ、顔色も悪くない。どうやら瑠る姫き乃のが言っていた通り、ちゃんと回復したらしい。

「あぁ、戻ったか二人とも。ご苦労だった」

　部屋の手前側に置かれたテーブル。そこに着いていたゴシュジンサマからの、労ねぎらいの言葉が聞こえた。

「さっそくで悪いが、資料を貰もらえるか」

「はい、こちらです」

　愛恋が即座に応じて、封筒を手渡す。

　僕と祢亜は、瑠姫乃が封筒を開けて中身を確認している間に、瑠姫乃の対面に座った。愛恋は、瑠姫乃の隣に立ったまま控えている。

　それから数分。黙ったまま資料を次々眺めていた瑠姫乃は、資料を愛恋に全すべて預けてから、億おつ劫くうそうに溜ため息を吐ついた。

「成程。どうも今回の件、予想以上に面倒な事態になっているらしい」

「えーと、資料は僕たちも全部目を通した方がいいかな？」

「いや、かいつまんで説明する。それで不足だと感じたら目を通しておくといい」

　そう前置きしてから、瑠る姫き乃のは姿勢を正して話し始めた。

「この件の始まりは、四ヶ月前になるらしい。それで、四ヶ月前に──イギリスの山奥にある村が、一体の《捕食鬼ブレアー》によって壊滅させられた」

「うわ、ひっど」

　率直な感想を零こぼす僕だったが、僕の隣に座っていた祢ね亜あは、視線こそ瑠姫乃に向けたままだったが、唐突に僕のシャツの裾すそを強く握ってきた。その表情には、悲ひ愴そう感が見て取れる。

　しかし、瑠姫乃はあえてそれに触れることも無かった。僕も同様に、何も言わずにただ祢亜の頭を軽く撫なでるだけで、視線だけで瑠姫乃に先を促す。

「その一ヶ月後、同国にある《共生者ジユーナー》、というよりも『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』に所属する研究施設が、一体の《捕食鬼ブレアー》によって襲撃され、壊滅こそしなかったものの、開発物の強奪や多数の死傷者など、被害は甚大なものだった」

「死傷者は解わかるけど、強奪されたのって、何？」

「魔具や通信機の類たぐいだそうだ。魔具は、魔力を霧散させることなく血液を保存できる物らしい」

「え、何それ。すげぇ欲しいんだけど」

「確かに、君が持てば能力の使用回数が増えるから重宝するだろうが、その話は後回しだ」

　もっともな瑠姫乃の言い分を聞いて、僕は話を戻すことにする。

「んじゃさ、その二つの事件を起こしたのが、《星屑の射手コズミツクシユーター》ってこと？」

「半分正解だ」

「半分？」

　訊きき返す僕に、瑠姫乃は続ける。

「研究施設の襲撃は、《星屑の射手コズミツクシユーター》であることが判明している。だが、その前、村の壊滅を行った《捕食鬼ブレアー》と思われているのが、例のバルベリオ＝ヴァルヴェルヴという上級指定の《捕食鬼ブレアー》──通称《空から繰くり魔ま侵しん》だ」

「カラクリマシン？」

「オモチャみたい……」

　僕も祢亜と同意見である。

「背は高めで細身。顔立ちは柔らかいが糸目。金髪。ロングコート、シャツ、ジーンズの全すべてが白。そして、《空から繰くり魔ま侵しん》という名称は自称らしい」

　自称かよ。

「ともかく、この《空から繰くり魔ま侵しん》。一世紀以上生き延びていながら、《共生者ジユーナー》との交戦記録は片手で足りる程度。能力も感覚操作系の《干渉メドル》であること以外、一切不明」

「あぁ、愛あい恋こが情報不足って言ってたのは、そういうこと」

「加えて、交戦記録も、全すべて結果は──戦闘を回避しての逃走のみ。とにかくこの《捕食鬼ブレアー》は、生きることに徹底してるのだ」

「へぇ……。ん？　《兵儡レインク》とか《魔従セキユル》は無し？」

「あぁ。それも確認されていない。……というか、いた時もあるらしいが、全て自分の逃走のために囮おとりとして使い潰つぶしているらしい」

「うっへぇ、典型的な下げ衆す野郎じゃん」

「同感だ」

　僕と瑠る姫き乃のの感想に、愛恋も祢ね亜あも同様の感情を抱いたのか、その表情はやや険しくなっていた。

　しかし、瑠姫乃は《共生者ジユーナー》としての表情のまま、淡々と話を続ける。

「それで、この《空から繰くり魔ま侵しん》。最新の交戦記録も四ヶ月前。イギリスの山奥の村を壊滅させた直後。相対したのは──父とう様だ」

「え？」

「私も驚いた。だが、もっと驚かされたのは、父様が相対した上で逃走を許したということ。実力的には勝っていたようだが、逃げに徹されたことで、見失ったらしい」

「逃げに徹する、ねぇ」

　戦いを美徳とか、誇りのぶつけ合いとか謳うたってる連中にしてみれば、それは臆おく病びよう者ものと謗そしることなんだろう。だけど、そんなことに興味の無い僕は、寧むしろ感心していた。

　いかなる状況であっても、それこそ《共生者ジユーナー》の中でも屈指の実力者であり経験者である（らしい）瑠姫乃の父親、から逃げ切れているということは、自分の実力を、また利点と欠点を十二分に理解し、同時に十二分に生かしている、ということだ。

　そうでなければ、命を狙ねらわれる状況で、逃避だけで一世紀以上も生き残れるものじゃない。

　それは一つのプロフェッショナル。極めた者の証明だ。

　とはいえ、相手は《捕食鬼ブレアー》。やっていることは人を喰くらい、敵から逃げているというだけ。感心はできても、賞賛する理由も庇かばう理由もどこにもない。

「じゃあ、《空から繰くり魔ま侵しん》に関しては、あくまでも瑠姫乃の親御さんからの注意、ってだけなのか？」

「いや、それだけじゃあない」

「というと？」

「三ヶ月前の研究施設の襲撃が《星屑の射手コズミツクシユーター》によって行われた際、施設の近くで《空から繰くり魔ま侵しん》の姿が確認された。当然と言うべきか、交戦する前には逃げられたらしいが」

「見間違いとかじゃなくて？」

「映像記録に残されているらしい。寧むしろ、それが唯一の映像記録なのだそうだ」

「わーお……」

　この機械化した社会で、一世紀以上映像にすら残っていないっていうのは、流石さすがに驚いた。

「問題なのは、何な故ぜ《星屑の射手コズミツクシユーター》の近くに《空から繰くり魔ま侵しん》がいたのか、ですね？」

「そうだ」

　愛あい恋この言葉に瑠る姫き乃のは即座に肯うなずく。

「研究施設の襲撃の際も、協力している様子は無かった。寧ろ、《星屑の射手コズミツクシユーター》の方は、《空から繰くり魔ま侵しん》に気付いている様子も無かったようだ。──そして」

「まだ何かあんの？」

　まだ面倒な情報があるのかとうんざりするが、瑠姫乃が僕に返したのは、険しい表情だった。

「まだ、というよりは、これこそが最重要だ。《星屑の射手コズミツクシユーター》──本名、リフェル＝九く頭ず限きり。彼女の出身地は──《空繰魔侵》が壊滅させた村だ」

「はぁ!?」

　あまりの内容に、僕は思わず声が上ずってしまった。

　しかし、驚いたのは僕だけではない。愛恋と祢ね亜あも、声こそ上げなかったが、その表情には驚きがはっきりと浮かんでいる。

「つーことは、《星屑の射手コズミツクシユーター》が吸血種になったのって……」

「十中八九、《空から繰くり魔ま侵しん》に血を吸われたから、だろうな」

「じゃあ、《星屑の射手コズミツクシユーター》は、《空から繰くり魔ま侵しん》の《兵儡レインク》か《魔従セキユル》ってこと？」

「そう考えているものが多い。というか、そう考えるのが自然だ。だが──」

　言い淀よどむ瑠姫乃の言葉を愛恋が続けた。

「私わたくしと凛りん斗とが相対した《星屑の射手コズミツクシユーター》。少なくとも彼女は、誰だれかに命じられている様子は無かったように思われます」

「そういえば、そうか」

　数時間前に爆発を叩たたき込んできたあの少女が僕たちに向けていたのは、使命感でも狂信でもない。

『お前らも、あの屋敷の吸血鬼かぁ!!』

　底無し沼のような、重苦しい憎悪だ。

「いや、そうなると、何で《星屑の射手コズミツクシユーター》が僕たちを狙ねらうのさ。《星屑の射手コズミツクシユーター》が正気だったとしたら、復ふく讐しゆうとして《空から繰くり魔ま侵しん》を狙うもんじゃないの？　《空から繰くり魔ま侵しん》だって、襲うとしたらイギリスで瑠る姫き乃のの親御さんに襲われた意趣返しとして、僕たちを狙ねらいそうなもんだし」

「そう。この二人──特に《星屑の射手コズミツクシユーター》の方は、悉ことごとく立場に対して狙う相手を間違えているようにしか思えない。少なくとも、記録されている情報だけでは、行動原理が全く解わからないのだ」

　改めて深々と溜ため息を吐ついた瑠姫乃。その気持ちは解らなくも無い。

　基本的に受け手に回らざるを得ない《共生者ジユーナー》の立場では、《捕食鬼ブレアー》の行動原理はかなり重要になってくる。しかし、それが《捕食鬼ブレアー》当人にしか理解できないものなら、その行動の対策を講じるどころか、予想することすらできない。

「あの、兄上様」

「うん？　どうしたの祢ね亜あ？」

　不意に、今まで黙っていた祢亜が、僕のシャツを小動物じみた動作で軽く引っ張ってきた。

「あの、《星屑の射手コズミツクシユーター》って人……、リフェルさんは、この町にまだいるの？」

「ん、んー？　どうだろ。僕たちを狙っているなら、少なくとも他ほかの場所に逃げているとは思えないけど」

「それに、今は『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』によって包囲網も組まれている。逃げ出そうとすればその時点でこちらに通告がある」

　僕の答えに、瑠姫乃の補足が入った。

「じゃ、じゃあ。ちゃんと話せない、かな？　ちゃんと話して、リフェルさんの事情を聞けば、祢亜たちのことも、解ってくれるかも、って、思うんだけど……」

　祢亜は自分の提案に最後は自信が無くなったのか、尻しりすぼみに声を縮めつつ、俯うつむいてしまった。

　しかし。

「祢亜」

「ひ、ひゃい」

「いい考えだ」

「は、……ぅ、はい」

　瑠姫乃は祢亜の提案に賛同して、不敵な笑みを浮かべた。

「元々私たちは彼女を討つことを前提に動こうとしていたんだ。だとすれば、また彼女と相対するのは必至。問題の張本人の片割れがわざわざ私たちを狙っているのだから、それを捕えて、当人から真相を訊きけばいい」

「それ、殺すより難しくない？」

「だろうな。だが、情報を得るために対象を生け捕ることも、《共生者ジユーナー》としては重要なことだ」

「では当面の方針は、《星屑の射手コズミツクシユーター》の生け捕り、ということでしょうか？」

「そうなるな」

　愛あい恋こに応こたえながら、瑠る姫き乃のは立ち上がった。

「行動は夕飯の後、夜になってから。二手に分かれて《星屑の射手コズミツクシユーター》の捕獲を行う。《空から繰くり魔ま侵しん》に関しては、情報がそろい次第随時適当な対処を行う」

　最後に、瑠姫乃が僕たち従者の全員の顔を見て、ただ一言。

「いいな？」

「「「了解」」」

　僕たちは立ち上がり、揃そろって主に頭を下げた。
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　夕食後。

　僕たち四人はホテルの前に集まっていた。

　時刻は十九時を回り、空は日の入り直後で、西の空は僅わずかに宵の色を残しているが、東の空は既に闇やみ夜よで埋まっている。

　この時間帯、外はようやくまともな涼しさを感じられるようになっていた。

「さて、それではこれから町中をくまなく探すことになるのだが。──祢ね亜あ」

「う、ぁ、はい？」

　いきなり瑠姫乃に名前を呼ばれた祢亜は、びくっと体を震わせてから、小首を傾かしげて返事をした。相変わらずいちいち小動物っぽい。変身すると馬ば鹿かでかいのに。

「《星屑の射手コズミツクシユーター》の匂においは覚えているか？」

「う、うん。ちょっと焦げ臭かったけど、大丈夫。覚えてる」

「よし。なら基本的に捜索は祢亜が主体だ。だが、匂いだけで追い切れるかどうかは解わからないから、二手に分かれることとする。分け方は、私と凛りん斗と。愛恋と祢亜、だ」

　愛恋さん。気持ちは解らないけど、僕に殺意を向けないでください。

「で、瑠姫乃。その分け方をした理由は？」

「今回は探すだけで終わりじゃない。相手のことを考えれば即交戦は必至だろう。そう考えれば、凛斗の『月つき削そぎ』を即座に出すためにも、私が君と組むのが妥当と考えたが」

「だってさ愛恋」

「私わたくしは特に気にしていませんが」

　だったら殺意を収めてください。

「だが、能力的に発見する可能性、そして捜索範囲が上なのは愛恋と祢亜だ。だから、愛恋たちには人の出入りが少ない場を徹底して捜してもらう。私たちは見回りを兼ねて、人の出入りが多い場で聞き込みをしながら捜索する」

　成程。理には適かなってるね。そこは伊だ達てに《共生者ジユーナー》として教育されていないってことか。

「あ、そうだ。屋敷にいる『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の人たちから何人か借りれないの？」

「ただ探すだけならそれでいいが。……凛りん斗と、君はあの屋敷に来ている人たちについてどれだけ知っている？」

「んん、愛あい恋こから説明は受けたけど……」

「最低限のことは話してあります」

　確認の意味を込めて愛恋に視線を向けると、彼女は問題無いと言いたそうに肯うなずく。

「そうか。なら、解わかっていると思うが、彼らが戦闘に加わるというのは、あまり好ましい状況ではない。多数の《屍喰グール》が相手なら問題は無いが、相手は《捕食鬼ブレアー》、しかも片方は情報が不足している上級指定と、危険性が高い。私の直接の部下でもない者に、そんな状況に放り込むわけにはいかない。彼らには引き続き、屋敷と町の警戒を続けてもらうのが最善だ」

「なーるほどね」

「もっとも、人手がいるという君の考えに間違いがあるわけではない。ただ、向き不向きの問題だ。それに、もしこの件がもっと危険性が高いと父とう様が判じているのなら、既に戦闘向きの《共生者ジユーナー》がこの町に来ている筈はずだ」

「でも現状でその連絡は無し。信頼されてるじゃん、瑠る姫き乃の」

「当然だ。……さて、話はそろそろ終わりだ。一時間ごとに定時連絡。深夜零時に一度この場に集合。では、行くぞ」

　その合図と同時に、僕と瑠姫乃、愛恋と祢ね亜あの二つに分かれ、町中の捜索を開始した。
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　ホテルを離れた僕と瑠姫乃は、まず須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷に向かうことにした。

　僕と愛恋が行ったときには何事も無かったみたいだけど、その時はあくまでも資料を取りに戻っただけで、周囲をくまなく探したわけでもない。

　それに、もしかしたら『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の人たちが、何か有益な情報を新しく得ている可能性もあると考えたからだ。

　そのため、今現在は、人の出入りの多い道を選び、それゆえに若干遠回りになる道のりで屋敷に向かっている。

「ところでさ、ゴシュジンサマ」

「む？　何か見つけたか？」

「いやそうじゃなくて。ちょっと質問」

　自然な足運びをしながらも、常に周囲への警戒を怠らないゴシュジンサマすげーとか思いつつ、気になっていたことを訊たずねてみた。

「ほら、僕たちがリフェルさんに襲われた後、親御さんから電話があったらしいじゃん。それ、ファックス送るって内容だけじゃないでしょ？　直接連絡があったってことは、何かあったんじゃないの？」

「何な故ぜそう思う？」

「さっきの資料の時、資料以外の話を完全にしなかったから」

「それは極論じゃないか？」

「じゃあ、タイミング的に明らかに無関係とは思えないから」

「…………ふむ」

　瑠る姫き乃のの歩調にも、表情にも変化は無いが、それでも少し考えるように数秒黙ったゴシュジンサマは、諦あきらめたように口を開いた。

「内容は、《空から繰くり魔ま侵しん》──バルベリオ＝ヴァルヴェルヴが、煤すす野や町ちように──しかも私個人を狙ねらって向かっている、というものだった」

「へぇー…………。は？」

　穏やかな口調に反したその内容に、僕は思わず瑠姫乃に怪け訝げんな視線を向けてしまった。

「父とう様はバルベリオに少々傷を負わせたらしいが、バルベリオはそのことを逆恨みしたようでな。逃げ際に『貴様の家族を惨殺してやる』と言われたそうだ。とはいえ、母かあ様も熟練の《共生者ジユーナー》だから、狙われるとしたら私だと考えたらしい」

「ま、そうだろうな」

　バルベリオが瑠姫乃のことを知る方法なんていくらでもある。何しろ、《共生者ジユーナー》ってのは元が無法の存在なのだ。だから、情報が欲しければ詐称、恐喝、暴力、などなどを使えばいくらでも知ることができるだろう。それに、バルベリオ＝ヴァルヴェルヴは逃避に徹することができる──つまりは、現状に対し、自分にとって最善の状況を作り出すことを行えるということになる。そういう手段を問わない上に、危機回避に特化した奴やつが何かを欲しがれば、ほぼ確実に手に入れることができる。

　この世界は、そういうズル過ぎる奴が得をするようにできている。

「で？　肝心のバルベリオはどこで何してるのか、まだ解わからないの？」

「いや、むしろ逆だ」

「うん？」

「考えてもみろ。四ヶ月前の捨て台詞ぜりふを、何故今になって私に伝えた？」

「あ、そうか」

　さっきの話が事実なら、瑠姫乃の親御さんがバルベリオを取り逃がしたのは四ヶ月前だったな。

「え、てことは──」

「つい先日、バルベリオの目撃情報が出たのだ」

　僕の思い至った答えを引き継ぐように、瑠る姫き乃のが険しい表情で続けた。

「それも、この国の──煤すす野や町ちようから二つ離れた町からな」

　それは、どう考えても。

「……偶然、じゃあ無いよなぁ」

「偶然だと思うんだったら、もう一度師匠に鍛え直してもらうところだ」

「愛あい恋こといいキミといい、そんなに僕を廃人にしたいの？」

「廃人？　確かに師匠の修行は厳しいが、そこまでのことか？」

「あー、まぁ、僕は一般的な修行じゃなかったからさ。少なくとも、もう二度とやりたくないよ」

「……その様子だと、内容は聞かない方がよさそうだな」

「そうしてくれると嬉うれしいよ。口に出すだけで発狂するかもしれないし」

　勿もち論ろん、僕が。

「それより、そんな大事なこと、何で愛恋たちに言わなかったのさ」

「狙ねらわれているのが、あくまでも私個人だからな。それに、今はリフェルのこともある」

　そう呟つぶやいた瑠姫乃は僕が何か言う前にさらに続けた。

「私は、自分が一人前だとは思っていない。君たちに支えられても、だ。実力もそうだし、過剰に感情的になってしまう時もある」

　名字のこととか？

「何か言ったか？」

「イエ、ナニモ」

　あっぶねー。ぶった斬ぎられるか閉じ込められるところだった。

「ともあれ、今日の昼間の一件で、一層そのことを実感した」

「え、何で？」

「私は、攻撃された祢ね亜あを閉じ込めることで守るのが精一杯だった。煙に紛れられたとはいえ、リフェルが逃げ出していたことに気付けず、結果、君を一度死なせることになった」

「いや、それは別に気にしてないけど」

「私が気にするんだ」

　瑠姫乃は、思い返すように切ない表情を浮かべていた。

　その手は強く握り込まれていて、それだけ悔しさが本物なのだと伝わってくる。

「とにかく、私はまだ未熟だ。なのに、今、私を狙う吸血種が、二体同時に来ているかもしれない。そんな中で、私は正しい指示を出せる自信が無い。それなら、情報が明確な方から確実に対処していこうと考えたのだ」

「複数への同時対処ではなく、各個撃破を選んだ、と」

「そうなるな」

「で？　その際にもう片方が愛あい恋こたちを襲ったらどうする気？」

「今回は、その可能性が低いことを加味しての判断だ」

「でも、零じゃない」

「……解わかっている。これも、私が未熟だから、これ以上の判断をできなかった結果だ」

　ついに瑠る姫き乃のは俯うつむいてしまった。

　まだ捜索を始めたばっかだってのに、とんだ藪やぶ蛇へびだったらしい。

　でも、すぐに慰めてやる気にはなれなかった。

「それさ、ちょーっと僕的には、いや、愛恋も、全力で否定すると思うよ」

「何？」

　訝いぶかしげに顔を上げた瑠姫乃に、僕は軽く笑みを返してみた。

「いいじゃん、未熟でも、半人前でも。少なくとも瑠姫乃は《共生者ジユーナー》として間違ったことをしてるわけじゃないんだから。それに、誰だれだって一人じゃできないことはある。寧むしろ、それを補佐するために、僕たちがいるんだ。頼ることは、恥じゃあないんだよ？」

「……簡単に言ってくれるな」

　瑠姫乃は、赤い髪を振るように、そっぽを向いてしまった。

「ありゃ、この考え方はお気に召さない？」

「知らん。──だが、今の話は、定時連絡の時には、愛恋たちに伝えておく」

「はは、それがいいよ。後で何言われるか、解ったもんじゃないけどね」

　少なくとも、僕の言い分を理解はしてくれたようで。そのことに安あん堵どの笑みを浮かべながら、僕は改めて周囲に注意を向ける。

　その直後、僅わずかに瑠姫乃の呼気と勘違いしそうなほどに小さな声？　が、聞こえた──気がした。

「……ありがとう」

「んぇ？　何か言──」

　言った？　と訊きき返そうとした瞬間。

　ズドン、と。覚えのある爆音が、遠くで響いた。

「あっちが当たったか」

「行くぞ、凛りん斗と！」

　促され、全力で走りだす。

　瑠姫乃も、僕ほどではないにせよ吸血種の中では身体能力が低めらしく、速度に差が出ないので、過剰に置いていかれることも無い。

　そのまま瑠る姫き乃のが先導するように走っていくと、住宅地よりさらに奥、建物よりも木々の方が多くなってくる煤すす野や町ちようの南方から、激しい音が聞こえてきた。

　闇やみ夜よで暗めではあるものの、視界の先では、見覚えのある人影が三つ、激しく動き回っている。どうやら、祢ね亜あは的になり易やすい巨体よりも、耳と尻尾しつぽだけが獣になる半獣形態で戦っているようだ。

「瑠姫乃！」

「開け！」

　僕の呼びかけに、瑠姫乃は即座に応じた。

　同時に、僕の両腕を覆っていた瑠姫乃による不可視の能力──事象的閉へい塞そくの《改創閉塞ジエネレイトロツク》が解除され、僕の両腕、肩から指先までが、隙すき間ま無く、機械手甲『月つき削そぎ』によって覆われる。

　僕と同様に、瑠姫乃の右手には、真っ赤で刺とげ々とげしい鞘さやに収まった黒い妖刀『虚うつ炉ろ咬がみ』が握られている。

　武器を構えて駆ける僕らの前で、また爆音。

　黒い灼しやく熱ねつが激しい音と衝撃を伴い、地面に炸さく裂れつしたようだ。

「愛あい恋こ！　祢亜！　無事か!?」

　僕の呼びかけに、二人は軽く手を振るだけで無事を伝えてきた。しかし、もう一人──黒服の少女、リフェルが僕の声により一層強い反応を見せる。

「──お前……！　何で、生きていやがる……！」

　驚きよう愕がく、そして憤ふん怒ぬ、憎悪。

　僕の能力を知らない彼女にしてみれば、殺した筈はずの敵が生きている上に武装している。そりゃあ、目の前の敵を放ってでもこっちに意識を向けるってもんだ。

　しかし、残念ながらタネを明かす気は無い僕としては、口で答えることはせず、そのまま瑠姫乃と並んで直進する。

「死ねっ！」

　対してリフェルは、新たに灼熱弾を精製し、僕へと目掛けて放ってきた。目の前の理解し難いだろう状況に対して即座に攻勢に移れる集中力は先天性のものか、それともただ憎悪に突き動かされているだけなのか。

　いずれにせよ。敵ながら見事な姿勢を見せたリフェルの灼熱弾は、僕に届くことは無かった。

「閉じろ」

　途中で、空中に現れた箱──物理的閉塞の《改創閉塞ジエネレイトロツク》に閉じ込められて、箱の中で爆発音を響かせた。

「ありがと、良く見切れるね」

「直線なら、まだ容易たやすい。それより、抜かるなよ」

「了解」

　二人揃そろってリフェルに向けてまっすぐ走っていたが、その言葉を合図に僕と瑠る姫き乃のは左右に──僕が右に、瑠姫乃が愛あい恋こと祢ね亜あがいる左に──別れた。

「な、──あ!?」

　リフェルの視線が僕と瑠姫乃を往復する。どちらを狙ねらうべきか、という迷い。

「せぇっ、の！」

　その迷いが消えないうちに、僕は地面を蹴けって、一息にリフェルに突っ込む。

「く、この！」

　接近する僕に、リフェルは反対側の瑠姫乃たち三人から距離を取るようにして、僕へと突っ込んできた。

　判断としては間違いじゃない。三人が待ち構える場に逃げ込むより、突っ込んでくる一人を殺した方が安全だ。しかもその一人は、一度殺したことがあるのだから。

　僕も同じ立場だったら、リフェルと同じように動いただろう。

「さぁ──来な」

　それを承知で、僕はなおも突っ込む。

　既にリフェルの左手には、黒い灼しやく熱ねつ弾が精製されている。

　射出速度を考えれば、もう避けられない。

　案の定──。

「喰くらえ、吸血鬼！」

　リフェルは迷いなく、黒い灼熱弾を僕に放った。

　さぁ──覚悟を決めよう。僕にはこれしかできないんだから。

「──っ」

　歯を食いしばり、『月つき削そぎ』で全身をガードするように両腕を持ち上げる。

　同時に、強烈な衝撃と、爆音。『月つき削そぎ』越しでも肌を焼く熱。

「か──ぁっ──」

　熱い、痛い、辛つらい──でも。

　それでも、僕は死んでいない。死んでいないから──



「キミの背後を、僕が取れる」



　本日二度目の《幽躯別身マインドアウト》によって、『月つき削そぎ』を構えたままリフェルの背後に現出した僕は、左腕でリフェルを抱えようとし──



「だろうと思った、よぉ!!」



　まるで僕が現れるのが解わかっていたかのように、振り向きざまに顔面へと黒い灼しやく熱ねつ弾を叩たたき込んできた。

　爆裂によって首から上は爆散し、間違いようのない即死となる。

　一瞬で意識を刈り取られ、焦げ跡が残る首の断面ごと、灰となって消えていく。

　僕の能力を予想していたのか、いずれにせよ完かん璧ぺきな、全力でのカウンター。一度殺したと思った相手──僕が生きていたというだけで予想して、行動に移したというのなら、彼女の戦闘への才能は本物だと言わざるを得ない。

　それでも、そのカウンターは、リフェルに無理な姿勢、過剰な集中力を強いた筈はず。

　だからこそ、その直後の隙すきを、残る三人が一斉に突く。

　真正面からは灼熱弾を閉じ込められる瑠る姫き乃のが。

　左からは灼熱弾を見切れる愛あい恋こが。

　右からは獣の瞬発力で灼熱弾を精製する一瞬の隙を突ける祢ね亜あが。

　三方向から迫られ、リフェルの逃げ場は背後を除いて無くなる。

「ぐ、ぁっ！」

　無理な姿勢から、跳ぶように後退。それ以外の選択肢は無かった。

　でも。



「はい、捕まえた」



　その背後には、最初の一撃を『月つき削そぎ』で耐え切った僕がいた。

　そのまま、こちらに背中を向けて飛び込んできたリフェルを、容易たやすく羽交い締めにするようにして捕獲する。

「な、お前……、死んで……!?」

「超痛かったってーの。火傷やけどするし裂傷できるし。もー散々だね」

　最初に一発受けた僕は、まだ死んでいなかった。

　リフェルは僕を殺すのは容易いと考えていただろう。事実、一回僕は殺されているわけだし。だが、それはあくまでも僕が素手である状態でのことだ。

　僕の両腕を覆う『月つき削そぎ』の攻撃用の機能が、頑丈な吸血種を殺すために内蔵されている機械刃チエーンソー。対して、装甲の巨大さと頑丈さそのものが、生身では耐えられない攻撃に対する防御用の機能だ。

　それでも、全身くまなく防げるわけじゃないから、こういう爆発とかはやっぱりきついけどね。

「こ、この……、放せ、放しやがれ！」

「うわ、ちょ、大人しくしてってば！　殺す気は無いから！」

「嘘うそだろ、この野郎！」

　暴れるリフェルをどうにか押さえ込んでいたら、唐突にリフェルの頭部が黒い箱に閉じ込められた。

「あ、瑠る姫き乃の」

「これで少しはマシだろう」

　それでも箱の中からは「何だこれ!?　ふざけんじゃねぇ！」と荒々しい声が聞こえてくる。勿もち論ろん、首から下も絶賛暴れ中。

「ちょ、ちょっと愛あい恋こ、パス！　お願い！」

「かしこまりました」

　僕の懇願に愛恋はすぐに応じてくれて、そのまま正面から抱きかかえるように視界を奪われたリフェルを押さえ込むと、その首筋に凄すさまじい速度の手刀を叩たたき込んだ。

「はい、これで良いでしょう」

　その言葉の通り、リフェルは首から上が黒い箱になったシュールな状態で、脱力するように愛恋に抱きかかえられた。確かめるまでも無く、気絶したのだろう。

　その直後、リフェルの頭から黒い箱が消えた。

「それじゃあ、起きる前にホテルに運び込んで拘束するぞ」

「りょーうかーい」

　何も知らなければ犯罪チックな会話をしながら、僕がリフェルを背負い、四人揃そろってホテルへと向かうのだった。










　　　第四章　下衆の勘繰りっていうか下衆を勘繰ってる



　どうやら僕たちが泊まったホテルは、表向きこそ一般的なホテルだが、その実、《共生者ジユーナー》というか、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけに縁があるホテルなのだとか。

　そのため、ズタボロの僕がリフェルを背負ってホテルに入っても、瑠る姫き乃のが軽く説明しただけで、何の追及も無く部屋まで来ることができた。

　ちなみに、今度は僕の部屋に皆で集まっている。

　理由としては、リフェルを拘束するのに、女子三人の部屋よりも男子一人の部屋の方が、何かあった時、被害を受ける荷物が少ないからとのこと。

　加えて、僕の能力がまだ使い切っていないため、予想外の暴走があっても、最低限の対処はできるから、とのこと。

　さて置き、捕獲に成功したリフェル＝九く頭ず限きりは、両手両足を鉄具で拘束して、体育座りの姿勢で壁際に座り込ませていた。

　ちなみにこの鉄具は《共生者ジユーナー》の研究員が作ったもので、魔力の行使──能力や超速治癒を封じることができるのだとか。















　たぶん、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の人たちが屋敷に施していた人除よけの結界に用いられていた封印符ようなものなのだろう。

　ともあれ、そこまでの作業が終わった後。瑠る姫き乃のが親御さんからの連絡の話を愛あい恋こと祢ね亜あに話すことになった。

「──というわけで、まぁ、事実としては危険な状態で君たちを調査に繰り出したことになる。……本当に、済まなかった」

「べ、別に祢亜は、大丈夫、だよ」

　瑠姫乃の言葉に、祢亜は寧むしろ困ったように首を左右に振るだけだった。

　しかし、愛恋は。

「……………………そうですか。凛りん斗とに促されるまで、黙っているつもりだった、と」

　ものすっごく沈んでいた。

　いや、まぁ、瑠姫乃の忠臣的な愛恋にしてみれば、信頼されなかったみたいな感じだから、ショックもでかいんだろうなぁ。

「何な故ぜ、何故こうも……」

　ゆらり、と愛恋は静かに立ち上がり。

「な！　ぜ！　お嬢様の固い心情を解ほどくのはいつも貴方あなたなのですか凛斗────!!」

「ぅぶぐぇっ」

　凄すさまじい気負いで胸倉を掴まれた。ていうか、傷はまだ完治してないんですけど。けが人は労いたわってほしいんですけど。

　そんな思いなぞ聞く耳持たない愛恋さんは、これでもかと言わんばかりに僕をぶんぶん揺さぶり始めた。

「私わたくしが！　私が！　どれほどの時を！　どれほどの苦難を！　お嬢様と共に過ごしたかを知っての行いですか!?　当てつけですか!?　忠誠心なぞラブコメの前には泡沫うたかたの夢の如ごとく儚はかないものであるとか詩人のようなことでもほざくつもりですか！」

「待て！　愛恋！　落ち着け！　悪かったのは私だ！　凛斗は私に気付かせてくれただけで──」

「私が許せないのはその点なのです！　これは従者として、メイドとして、譲れない一線なのです！」

「あ、あの、その、ね。愛恋、ね？」

「何ですか祢亜！」

「あ、兄上様……、気絶しちゃった」

「……おや、こういう時は軟弱ですね」

「愛恋。君は加減と自制を覚えろ」



　　　　　　　　　☆



「酷ひどい目にあった」

「自業自得です」

　愛あい恋こは白々しく言い切りやがった。

「愛恋、キミは今すぐ辞書を引いて自業自得の意味を調べることをお勧めするよ」

「その必要は絶無です」

　その強したたかさは羨うらやましい限りである。

　真ま似ねたいとも思わないけど。

　さて置き。

「二人とも、今はそんなことを言い合っている場合じゃないだろう。足りなければ後で私がいくらでも話を聞く。だから、今はふざけるのはそこまでにしておけ」

　瑠る姫き乃のの制止に、僕と愛恋は大人しく口を閉じた。

　僕だけでなく、愛恋までも大人しく引いた理由は──。

　そう、リフェル＝九く頭ず限きりが、さっきからずっと剣けん呑のんな視線を僕たちにぶつけ続けているからだった。

　こうしてまじまじと見ると解わかるけど彼女、かなりの美形だ、とか思ったのは内緒。

「私わたくしたちを睨にらむだけの気迫があるのなら十分でしょうね」

「そうだな。──さて、リフェル＝九頭限。これからいくつか質問する。正直に答えれば君の安全は保障しよう」

「ふざけんな、そんな話、信じられるわけないだろうが」

　至極もっともな返答に、瑠姫乃は溜ため息を吐ついてから、リフェルの前に屈かがみ込み、視線を彼女に合わせた。

「信じるか否かを選べる立場と思っているのか？」

「どうせ何をしゃべっても、お前たち吸血鬼は私を殺す気だろうが」

　わーお、完全に拘束されてる状況で、よくもまぁここまで言い返せるものだ──なんて感心していたら、瑠姫乃の額に青筋が浮いた気がした。え？

「……随分と偏った見解をお持ちのようだな。田舎出身というのは事実らしいな。世間を知ることなく無知なまま世間に飛び出すとは、私としては正気を疑うよ」

「ふざけんな、お前らなんか人の命を喰くい物としか見てない鬼畜のくせに、世間のことを語るんじゃねぇよ──この化物」

「貴様、こっちが譲歩しているというのに──」

　あ、まずい。

　そう感じた僕は、即座に瑠姫乃を羽交い締めにして、リフェルから引き離した。

「この、凛りん斗と、放せ！　あの女は、《共生者ジユーナー》を知らぬくせに、偉そうな口を！」

「あーあーはいはい。気持ちは解わかったからちょっとクールダウンしようぜ。へい愛あい恋こ」

「はい、任されます」

　愛恋も瑠る姫き乃のが平静でないと解っているからか、すぐに僕から瑠姫乃を受け取り、力ずくで押さえ込んでくれた。

　本当、こういう訊じん問もんに向いてないんだよね、瑠姫乃って。こういうのは怒っちゃだめだってのに。

「さて、リフェルさん。今度は僕がいくつか訊きかせてもらうよ」

「相手が変わっても話すわけないだろ、化物」

「ま、そうだね。僕も相手の正体も知らないのにべらべら喋しやべることはしないなぁ。気が合うね、化物さん」

「私は化物じゃない!!」

　凄すさまじい剣幕で怒鳴り返してきたが、拘束具がある以上、それ以上の主張方法が存在しない。それが解っているから、僕は警戒することなく先の瑠姫乃のように屈かがみ込み、若干険しい表情を意識して、リフェルの蒼あおい瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「じゃあ訊くけど、普通の人間が炎の塊を火種も無く作れるの？」

「それは……っ、私のせいじゃない！　私だって、好きでこんな体になったんじゃ──」

「白いロングコート、白いシャツ、白いジーンズ。金髪。柔らかな顔立ち。糸目」

「……え」

「名前は、バルベリオ＝ヴァルヴェルヴ」

　僕が挙げた名に、リフェルは驚きを隠す様子も無く言葉を失った。

　となると──当たり、か。

「お前……、やっぱりあの化物の仲間か！」

「あ、そう勘違いするわけか」

「何が勘違いだ！　よくも、私の村を……！」

　歯を食いしばるその姿は、どう見ても嘘うそや演技には見えない。

　やっぱり、リフェル＝九く頭ず限きりは、バルベリオに血を吸われていた。

　なら、何で彼女は正気のまま──《兵儡レインク》ではなく、《魔従セキユル》のままなんだ？

　いや、今はそこを訊ける状況じゃない、か。だったら。

「僕たちが、バルベリオを殺したい、って言ったら、キミは信じてくれる？」

「な、何で、そんな……」

　表情が、揺れる。

　今までどんなことを信じて生きていたのかまでは解らないが、おそらく今の彼女にとっては、吸血種というものが全すべてバルベリオのように村を襲うような存在だと思っているのだろう。

　だったら、その誤解を解けばいい。

　ただ、その自分の考えに何かが僅わずかに引っかかる。しかし判然としないもののうえに、今は黙考する状況じゃあないから、それは脳の奥に追いやっておく。

「バルベリオ＝ヴァルヴェルヴ。こいつはそこで拗すねてる赤い女の子、僕のゴシュジンサマの命を狙ねらってるらしい。僕たちはそれを阻止して、可能なら殺したいと思ってる」

「な、何で吸血鬼が吸血鬼を狙うんだよ」

「敵だから」

　はっきりと、疑いを持たせないほどに言い切る。

「人間だってそうでしょ？　同族同士でも憎み合うし殺し合う。吸血種だって同じさ。何より──僕も、キミと同じく、元は人間だった」

「な、え？」

「ちなみに、そっちの髪の白い小さな子もね」

「そ、そんな」

　信じられない、と言うように、リフェルの視線は僕と祢ね亜あをゆっくりと、凝視するように何度も往復する。

「ついでに言うなら、僕たちは血を吸われて吸血種になることで、命を救われた」

「そ、そんな──嘘うそだ！」

「そう思うのはキミの自由。でも」

　そこで僕は表情を崩して、笑いかけながらリフェルの頭に手を置いた。

「できれば、僕たちがキミを殺さなかった理由を、これまでの話と照らし合わせて考えてほしい」

「あ…………」

　たぶん、これが限界。これ以上は彼女が今まで信じてきた常識を踏み躙にじらなければ理解してもらえない。だが、それは逆上する可能性も、それに伴い、こちらの言葉に耳を貸さなくなる可能性もある。

　欲しい情報は後回しにして、とにかく今は彼女が僕たちを、味方ではなくとも敵ではないと判断してくれるのを願うしかない。

　そう考えながら僕は立ち上がり、愛あい恋こに抱えられたままの瑠る姫き乃のに近寄った。

「瑠姫乃」

「何だ、スケコマシ」

「えー……。何、いきなり？」

　というか、何て表情してるんだよ。猫被かぶって生活してる学校じゃあ、絶対見せられない顔じゃん。

　まぁ、ともかく。

「彼女だけど、信頼してもらえなくとも、信用はしてもらおうって感じだけど」

「見てれば解わかる。見事な手腕だな」

「表情と言動が一致してないよ」

　どう見ても拗すねているようにしか見えないんですが。

「まぁまぁ、お嬢様も多感なお年とし頃ごろ。そう深く追及するものではありません」

「愛あい恋こも愛恋で立ち直り早いね」

「お嬢様をこうして抱くのが久方ぶりでしたので、つい」

　あぁ、そういう理由。

「あの、あの兄上様？　これからどうするの？」

「んー、まぁ、バルベリオの発見と討伐、かな」

「そうですね。ですが、肝心の情報源が今は話してくれそうにありません。その点、どうお考えですか？」

「いつもと変わらんだろう」

　愛恋の質問には、僕の代わりに瑠る姫き乃のが答えた。

「相手の情報が少ないのであれば、優先すべきは人の命。そのために私たちは日ひ頃ごろから見回りを行っている」

　それに、と瑠姫乃はさらに続けるけど、愛恋さんが嬉うれしそうにツインテールを弄いじっているのは放っておいていいのだろうか。

「バルベリオの目的が私であるのなら、こうして隠れているよりも表立って誘おびき寄せた方がはるかに効率的だ」

「素晴らしいです、お嬢様。身を挺ていして平和を守るそのお姿。私わたくしは感動しております」

　じゃあツインテールを放してあげなよ。

「凛りん斗と、祢ね亜あ。君たちに異論か、もしくは他ほかの案はあるか？」

「うんにゃ、特に無いけど」

「祢亜も、いいよ」

「よし、なら決まりだ。それでは今すぐ行くぞ。──と、そうだ凛斗」

「うん？」

　唐突に僕を呼んだ瑠姫乃は、愛恋から離れて僕の傍そばまで歩み寄ってきた。

「その前に、一つ命令だ」



　　　　　　　　　★



　それは、僕が能力を手にして間も無い頃ころの話。



「正直、オレもどうすりゃいいのかぜんっぜん解わからねぇんだよ」

「そう、ですか。そうですよねー、こんな能力……」

「あぁ、自分を二人にする能力だなんて、聞いたことも無いからな。一体貴様の何を鍛えりゃあいいのか、さっぱりだ。しかも短期間で、ってんだから、尚なお更さらだぜ」

「僕、才能ってのが無かったんでしょうかね」

「さぁてな。少なくとも希少なパターン、ってことは言えるけど」

「希少なだけじゃ、意味が無いじゃないですか」

「あぁ、そうだな。しかも貴様は身体能力の伸びも低ランク。《共生者ジユーナー》として殺し合いに臨むにゃあ、かなり厳しい」

「じゃあ、僕はどうすれば──」

「んな泣きそうなツラすんじゃねぇよ、リン。欲情しちまうだろうが。それとも襲われてーのか貴様は、ぁあ？　──っと、話が逸それた」

「師匠センセー？」

「ったくよぉ、いつもはあんなに淡白なくせして、このことに関してだきゃあ、馬ば鹿かみてーに感情的になるんだから、始末に負えねぇっつーの」

「すいません、ご迷惑をおかけして……」

「おぉとも。貴様、きっちり出世払いさせるからな──と言いたいとこだが、正直、オレァ、今、すげぇ悩んでる」

「僕の、修行方法、ですか？」

「うんにゃ。修行をさせるか否か」

「それって──」

「まぁよ。あるんだよ。貴様のその変な能力を最大限使うための修行方法」

「じゃあ、やりますよ。どんだけ厳しくても、やり抜きます！」

「即答かよ……。だがなぁ、ぶっちゃけオレァやり抜かせたくねぇ。なぁ、内容聞かせずに訊きくのは卑ひ怯きようって解るけどよ、マジでやんのか？　何だったら、オレのとこに来いよ。そうすりゃ事務仕事させながら、ゆっくり体も鍛えてやるし──」

「申し出は有り難いですけど、僕は、彼女についていくって決めたんです」

「……そっか。んじゃあ、二つ言っとく。一つ。オレを恨んでも構わねぇ。死ぬほど恨んでも、オレは何も文句は言わねぇ。二つ。止やめたくなったらいつでも言え。そしたら速攻で止めて、後はオレがきっちり世話してやる」

「解りました。それじゃあ、よろしくお願いします」

「……そか。あー、解った。解ったよ、請け負った。お前の命、能力、このオレが請け負った」

「──はい！」



　全力で返事してから、師匠に初めて恨みを抱いたのは、五分後だった。



　　　　　　　　　★



「──うわ」

　ふと、目の前の景色が一変した。

　周囲を見回すと、見慣れない部屋。僕はテーブルに着いていた。

　どうやら夢を見ていたらしい──って、うたたねしてたのか僕は。まずいまずい。

　慌てて時計を見ると、時刻は、二十二時に差し掛かった頃ころか。

　そうだ、思い出してきた。僕は現在、ホテルの僕にあてがわれた部屋で、リフェル＝九く頭ず限きりの監視をしていたのだ。

　こうなったのは、瑠る姫き乃のの命令──『最後の能力で、監視と捜索を両方やれ』というものに従っているからである。最後って解わかってるなら、最低でも一回分追加で使えるくらいの血は吸わせてくれてもよかったのに。まぁ、敵の技量が解らない以上、彼女たちの魔力を奪うような真ま似ねは避けるべきだとは思うけど。

　ちなみに、もう一人の僕は瑠姫乃と一緒に行動している様子が、リアルタイムで情報として脳に記憶されている。

　僕同士を繋つなぎ情じよう報ほう繋けい線せん。記憶、意識、感覚を共有するこの繋がりは、一度切れれば同じ僕同士で繋げ直すことはできない。

　しかも、この繋がりはたまにぶれて意思と関係無く切れたりする──というか、どちらかが完全に意識を失う──気絶や熟睡、すると勝手に切れることがある。

　そういう意味じゃあ、うたた寝で済んでよかった。これで切れてたら、瑠姫乃がキレかねない。

「──それで、さ」

　ともあれ、意識を取り戻した僕は、目の前で拘束されたまま壁際で俯うつむいているリフェルに声をかけた。

「何か喋しやべらない？　ぶっちゃけスゲー暇なんだけど」

「…………」

「おーい、だんまりですかー？」

　二度呼びかけると、リフェルは僅わずかに身み動じろぎをした──が、俯いたままだ。

「腹でも減ったの？　何か食べる？」

「……レ」

「あん？」

「トイレ、に、行かせて、くれ」

　俯うつむいたまま、身み動じろぎ──というか、下半身を揺するリフェルは、絞り出すようにそう呟つぶやいた。

「あぁ、うん。そうね。生理現象は仕方ないよね」

　僕としても、ホテルの室内で惨状を見る気は無いので、開錠器具を取り出して、リフェルの両足を拘束している鉄具を外してやる。

「両腕は、大丈夫でしょ」

「……………………あぁ」

　リフェルは羞しゆう恥ちに顔を赤らめながら、早足にトイレに入っていった。

　まぁ、両手は後ろ手にしてるわけじゃないから不便はそこまでないだろうし、魔封じの効果は両手分だけでも十分だろう。

　そのままボーッとしていたら、リフェルがトイレから出てきたと思ったら、大人しく最初に座らされていた壁際に座り込んだ。

　それを確認してから、僕は改めてリフェルの両足に鉄具をつけ直す。その間、リフェルは俯いたまま、されるがままになっていた。

「悪いね、立場を理解してくれてるのに、追い討ちみたいな真ま似ねして」

　無抵抗の相手を拘束することに若干の後ろめたさを感じたから、念のために謝ってみたら、俯いたまま口を開いた。

「……私は、二度もお前を殺したんだぞ」

「別に気にしちゃいないよ。それが僕の能力で、役割だからねー」

「死ぬのが、役割……？」

　僕の言葉に興味を持ったのか、リフェルはゆっくりと顔を上げた。

　その表情は、訊じん問もんしようとした時に見せていた剣けん呑のんなものではなくなってはいたが、代わりのように不安に満ちていた。

　やっぱり、そう簡単には価値観は動かせない、か。

　まぁ、ここで「私は目が覚めた！　協力する！　よろしくな！」とか言われたら、寧むしろこっちが警戒するけど。

「何だそれ……。お前、見殺しにされるのが当たり前なのか？」

「んー、そうじゃなくてさ。僕が我わが儘ままを言った結果なんだよ。才能無いけど役に立ちたいです、ってさ。その結果、僕には自分の命を捨て駒ごまにするしか道は無かった」

「……じゃあ、何度も死ねるのがお前の能力か？」

「正確に言うと、二人になる能力だよ。《幽躯別身マインドアウト》って言うんだけど」

「じゃあ、片方がいつも死んでるのか」

「別に使ったら死なない限り消えるわけじゃないよ。自分の意思──っていうか、互いの意思で片方を消すことはできるし。ま、でも、僕は実力も経験も低い雑魚だから、大抵は能力を使ったら、命を捨てて相手を混乱させたり、隙すきを作ったりするね」

「……辛つらくないのか？」

「そう訊きかれると答えかねるけど……、まぁ、自分で選んだ道だし。覚悟は、とっくの昔にできちゃってる」

「覚悟……」

　そうして、リフェルはまた俯うつむいてしまった。

　うーん、ちょっと暗い話だったかな。まぁ、普通に考えれば死にまくってる話なんて、ギャグ漫画でもなければ笑えないよねぇ。

「私は、吸血鬼を憎んで、言われるがままに吸血鬼を倒してきた」

「うん？」

　言われるがまま？

「そこに疑問なんて無かったし、私にとっても奴やつは仇かたきだったから、その仲間も全すべて殺さなくては、と思っていた」

「必死だったんだね」

「──当然だ！　家族も、友人も……みんな、殺されたんだぞ……！　しかも、食い物としてだ！」

　その嘆きは、覚えがあった。

　それは僕自身の経験じゃない。僕が唯一血を吸い、吸血種へと変えた少女、祢ね亜あ。



『何も、できなかった……、ただ、恐こわかった……』



　祢亜とリフェル、明らかに性格が正反対なのに、その境遇はとても似ている。

　ただ、生かしたモノが正反対だった。

　僕──《共生者ジユーナー》に血を吸われた祢亜。

　仇──《捕食鬼ブレアー》に血を吸われたリフェル。

　その違いだけが、両者にとって決定的な違いになってしまったんだ。

「祢亜、って解わかるかな」

「……あの、白い子か」

「うん。きっと、仲良くなれると思うよ」

「何だそれ」

　その時、リフェルは初めて笑みを見せた。

「お前、おかしな奴だな」

「はは、師匠にもよく言われた」

　リフェルは祢ね亜あと違う道を進んだけど、でもやり直せないわけじゃない。

　バルベリオを倒して、吸血種のことをちゃんと知ってもらえれば、この子だって、僕たちみたいに堂々と生きていける筈はず──。

　その時だった。控え目のノックが、ドアを三回叩たたいた。

「……んん？」

　瑠る姫き乃のは、まだもう一人の僕と外を回っている。

　じゃあ愛あい恋こと祢亜かな？　だったら、祢亜にリフェルと話してみるように勧めてみようか──なんて考えながらドアを開けたら。

「こんばんは」

「え？」

　立っていたのは、昼間に駅までの道順を訊たずねてきた、サングラスをかけてワンピースを着た少女だった。

　僕がその意外な来客への対応を考える──よりも早く、室内からドタンバタンと慌ただしい音が聞こえてきた。

「え、ちょ、何？」

　思わず振り返ると、両手両足を拘束されたままのリフェルが、必死の形相で、床を這はいながらこちらに向かってきていた。

「ちょ、リフェル!?」

「あ、──アル！　無事だったか!?」

「は？」

　リフェルは僕の制止も無視して這い続け、自力で入口近くまで来てしまった。

　それをただ眺めているのが間違いだったと、どうして気づかなかったのか。

「迎えに来たよ、リフェル」

　優しい声で、サングラスの少女は部屋へと侵入し、右手でリフェルの手を取り、ゆっくりと立ち上がらせる。そのまま、左手に持っていた金属──拘束用鉄具の開錠器具で、リフェルの両手両足の鉄具を滑らかな動きで外して──って。

「何で、キミが、そんなものを持ってるんだ！　いや、その前に、キミは一体何者だ!?」

　思わず肩を掴つかんで問い質ただす。自由になったリフェルは、そんな僕とサングラスの少女を不安そうな目で見比べている。

　どちらが正しいのか、何が正しいのか。リフェルの目はそう訴えてくるが、僕だって混乱しそうだ。

「最初の質問に答えますね」

　ゆっくりと、少女が振り返る。

「この器具──というか、魔力封じの拘束鉄具は、リフェルが襲撃した研究施設で開発されていたものです。ですから、その時に何点か頂ちよう戴だいしていたんです」

「え？」

　それは、どういう──。

「それから、もう一つの質問でしたよね」

　少女はいきなり僕に接近して、まるで恋人にするような柔らかさで、耳元で、僕にだけ聞こえるように──いや、リフェルに決して聞こえないように囁ささやいた。

「私の名前はアルウィーン＝ルティエンス。リフェルの元親友で──」

　既に予想していたその言葉は、しかし僕の思考を強烈に貫いた。



「今は、バルベリオ＝ヴァルヴェルヴ様の忠実な《兵儡レインク》です」



　そう囁いた彼女の瞳ひとみ。サングラスの上から僅わずかに見えた双そう眸ぼうは、見間違いを許さないほどに、濁った赤色であることを主張していた。

　呆ぼう然ぜんとする僕を前に、悠然と少女は離れ、そのまま不安げに瞳を揺らすリフェルに寄り添う。

　その口が、滑らかに、リフェルの耳に寄せられる。

「ほら、リフェル」

　その囁きは。

「言ったでしょ？　この人は──」

　僕にはもう。

「悪い吸血鬼の仲間だ──って」

　悪魔の囁きにしか、聞こえない。

　同時に、リフェルと会ってからずっと思考に浮かんでいた違和感が、氷解する。

　でも、スッキリしない。代わりに、憤ふん怒ぬが溢あふれ返る。

「え、あ、アル……」

「ほら、早く。倒さないと、また、咬かみつかれちゃうよ？」

　アルウィーンの後押しに、リフェルが僕を見据える。

　その目には、戸惑いが残ったまま。

　それでも、掲げた右手には、黒い灼しやく熱ねつ弾が精製される。

「リント──だったよな」

　掲げた右手を僕に向けながら。

「ごめんな」

　泣きそうな顔で、リフェルは呟つぶやいた。

「私、もう、何が正しいのか、解わからないんだ」

　至近距離で放たれた黒い灼しやく熱ねつ弾。『月つき削そぎ』も無く、能力も使えない僕にとって、それは不可避のギロチンでしかない。

　ただ、それでも。

　着弾する瞬間まで、僕は憤ふん怒ぬを抱き続けた。

　最後の僕が、きっちりとこの怒りを晴らしてくれることを祈って──
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「ごめん、間に合わなかった。今、リフェルに殺された」

「──くそ、あの女！　やはり殺しておくべきだったか！」

「いやいやいや、流石さすがにそれは話が飛び過ぎでしょ」

　深夜零時直前。

　住宅街の、東端付近。

　外灯に照らされながら、瑠る姫き乃のと町の見回りをしている最中、情じよう報ほう繋けい線せんから伝わるホテルでの状況を知った僕と瑠姫乃は、必死になってホテルへと向かって走っている。

「それにしても、いきなり入ってくるにしては情報が多すぎだな。それで？　その、リフェルを唆していたという女は何者なんだ？」

「リフェルの親友って言ってたけど、それ以上に──」



「教えてあげようか？」



　僕の言葉を遮るように、もしくは続けるように聞こえた声に振り向けば、外灯をスポットライトの代わりにするようにして、気き障ざったらしい笑みを浮かべる、白いロングコートを着た男が立っていた。

　その出いで立ち。百八十は超えてそうな上背に、柔らかな顔立ち。糸目に、金髪。

「貴様……、バルベリオ＝ヴァルヴェルヴ、《空から繰くり魔ま侵しん》か！」

「おや、僕を知っているのかい？　君みたいな綺き麗れいな子に知っていてもらえるとは、いやはや嬉うれしい限りだよ」

　瑠姫乃に応じるように、両腕を広げたその男は、ぶん殴りたくなるほどににやついた笑みを浮かべた。

「もっとも──君は父親から僕のことを聞いていたのだろうがね」

「あぁ、聞いたとも。殺す価値も無い雑魚が尻尾しつぽ巻いて逃げていったから、殺処分しておけ、とな」

「……何？」

　瑠る姫き乃のの挑発に、バルベリオは笑みを浮かべてはいるものの、明らかな不快感を顔に浮かべた。

「ふ、ふふ……、そうかそうか、あの老害……。自身の無能をそんな言葉で誤魔化していたのか……、いやはや傑作──と言いたいが、それにしては聊いささか以上に妄言が過ぎるのではないか……？」

　ぶつぶつと、右手の親指を何度も何度も噛かみながら瑠姫乃の親御さんに対して、嫌悪を隠すことなく呟つぶやいていく。

　いや、何だろう。策士を予想していた僕としては、こうも感情的なのは、かなり意外な感じだ。

「──まぁいい。そんな法ほ螺らを吹く老害も、君の死に顔を見せれば、きっと考えを改めることだろう。あぁそうだとも、そうに違いない！」

　と思ったら、今度はどこかで自己完結したのか、晴れやかな表情で、くるくる回り始めた。

「ちょっと瑠姫乃。何、こいつ」

「解わからん。だが、油断するなよ」

「いや、でも、僕、もう能力使えないんですけど」

「…………隙すきを見て私の血を吸え」

「そんな余裕があるといいね」

　こういう状況こそ、リフェルが襲った研究施設にあったという、血液の魔力を保存できる魔具がほしくなる。

　しかし、無い物ねだりに意味は無い。

　ともかくバルベリオの一挙一動を見逃さないよう、集中しているが、こちらのそんな警戒心に気づいていないかのように、バルベリオはただ笑みを浮かべている。

「あぁ、失礼。少々思いの丈を抑え切れなかったかな？　なら、待たせてしまったお詫わびとし──始めようじゃないか」

　バルベリオの言葉に、即座に身構えた僕たちだったが──バルベリオは、即座に僕たちに背を向けて、一目散に逃げ出した。

「…………何？」

「…………へ？」

　呆ぼう然ぜんとする僕らの視線の先、どんどん小さくなっていく白い姿。

「──って、いやいや、逃がしちゃ駄目でしょ！　あいつ逃げることに関しては徹底してるんでしょ!?」

「はっ、そうだ！　急げ、追いかけろ！　愛あい恋こと祢ね亜あも向かわせろ！」

「ホテル──リフェルはどうする!?」

「既に手遅れの場に赴く意味は薄い！　まずは奴やつを殺す！」

「了解！」

　そうしてやっと、僕たちはバルベリオ目掛けて、急いで駈かけ出す。同時に僕はケータイを取り出して愛あい恋こを呼び出す。

　繋つながったのは、三コール目。

「もしもし、愛恋!?　バルベリオを見つけた！　場所は住宅街東端！　町の中央に向かってるみたいだ！」

『急なお誘いですね。急いで向かわせていただきます』

「あと、リフェルがまた敵に回った。見つけたら捕まえてほしいけど……」

　その言葉を、僕は一瞬だけ躊躇ためらって、それでも絞り出した。

「無理なら、殺して構わない」

『かしこまりました』

　そこで通話を切って、バルベリオを見逃さないように目を凝らす。

　アルウィーンのことを伝えなかったのは、伝える情報を最小限にするためだ。

　それに、アルウィーンの能力が未知数である以上、無用な警戒で愛恋たちが上う手まく動けなくなったら本末転倒だ。

「成程、さっきの瑠る姫き乃のもこんな気分だったわけね」

「何か言ったか!?」

「さっさとぶちのめそう、って言ったんだよ！」

「同感だ！」

　そのまま僕たちはバルベリオを追いかける。

　それが罠わなであったとしても、二度と捕捉できないかもしれない、と考えると、追いかけざるを得なかった。
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　そして、あっさりと見失った。

「逃げ足速いなあいつ！」

「いや、逃げ足と言うよりも、自分に有利な逃げ道をあらかじめ用意しておいたと言った方が正しいかもしれない」

　若干上がった息を二人して整えながら、周囲を見回すが、やはりあの白い人影は欠片かけらも見えない。

「まー、確かにさぁ。丁度人一人が通れる路地裏とか、開けっ放しだったオートロックの扉を丁寧に閉めていくとか。随分な手の込みようだけど」

　瑠る姫き乃のの言う通り、バルベリオの逃げた道は、仕組まれていたかのように、僕たちが追い付けないようなものばかりだった。

「祢ね亜あも間に合わなかったから匂においで追うのも難しいだろうし、挙句の果てに、町のど真ん中で見失うとか、最悪でしょ」

「これは、確実に誘い出されたかもしれん」

　そうしていざ来てみれば、現在地はショッピングモールのど真ん中。最低限の灯あかりはあるが、周囲の暗さを考えれば、無いよりまし、という程度だ。

　そんな状態で、敵の目的が何なのか解わからないあたり、余計に不安が募っていく。

「瑠姫乃、一応武器は開けとこう」

「そうだな──開け」

　バチンッ、と。空間が開く音と共に、僕は『月つき削そぎ』を、瑠姫乃は『虚うつ炉ろ咬がみ』を構え、背中合わせに周囲を見回す。

「これでマジで逃げてたら、泣いちゃうよ、僕」

「そんな終わり方、私だって許容する気は無い」

　いずれにせよ、待つしかない。

　仕掛けてくるのを。

　もしくは、逃げたと確信できる情報を得られるのを。

　それから数分。時間の感覚がおかしくなり始めた頃ころ。

　瑠姫乃が、僕の背を離れた。

「移動するぞ。おそらく、これ以上この場から動かないのは得策とは思えない」

「りょーかーい」

　僕も同様に構えていた両腕をおろし瑠姫乃の隣に並ぼうとする。

　その瞬間だった。



「やぁ、待たせたかね？」



　僕と瑠姫乃の、丁度真横から聞こえた、バルベリオの声。

　僕たちと五歩の距離を空けて、悠然とバルベリオが立っていた。

「てめぇ！」

「貴様っ！」

　僕と瑠姫乃が同時にバルベリオに武器を向ける。

　何な故ぜここに、何故この瞬間、何故こんな近くに。

　もろもろの疑問を後回しにし、バルベリオを討つためだけに体を突き動かす。

　僕の意識は完全にバルベリオに向けられていた。

　だから、それに気づくには、少し時間が必要だった。

「──あ？」

「え──？」

　戸惑いの声は、僕と瑠る姫き乃ののもの。

　同時に、トスッ、と。軽い音が僕の脇わき腹ばらから聞こえた。

　その直後に、同じ場所から響く──これは、痛み？

「な、あ、ぁ？」

　そこを見れば、目に入ってきたのは、赤い髪。そのさらに下には、黒いものが、僕の脇腹を貫いている。それは、紛れも無く『虚うつ炉ろ咬がみ』の刀身。

　何な故ぜか、瑠姫乃が、『虚うつ炉ろ咬がみ』を僕の脇腹に突き刺していた。

「ぅ──ぶぁっ……？」

　よく見れば、刀身はきっちりと貫通している。これに気付かないって、どんだけ鈍いんだよ、僕──っていうか、瑠姫乃、何で、僕を？

　訊ききたいのに、声が出ない。しかも『虚うつ炉ろ咬がみ』の特性──血を魔力ごと吸い上げる刀身によって、どんどん力が抜けていく。

「あ、ぁぁぁぁあああああっ……!!」

　瑠姫乃が悲ひ愴そうな表情で、即座に刀身を引き抜いた。

「ぐぁ、っか！」

　そこでまた激痛。お腹なか全体が焼けるように痛い。



「あぁっはっはっはっはっはっはっはっはっは!!」



　聞こえる哄こう笑しようは、確実にバルベリオのもので、きっとぶん殴りたくなるほどにムカつく笑みを浮かべてるんだろうって、顔も見ていないのに確信できた。

「凛りん斗と！　死ぬな！　死なないでくれ！　頼む！」

　ついに倒れ込んだ僕の耳に、バルベリオの哄笑に次いで聞こえたのは、必死な瑠姫乃の声。

　ちょっと、どうしてそんなに必死なのさ。死ぬのは僕の仕事じゃん。ていうか僕を殺したのって瑠姫乃じゃん。じゃあ問題無いんじゃない？　いや、あるよ。何で瑠姫乃がいきなり僕を刺すんだよ。実はバルベリオと結託してた？　無いな。じゃあなかなか死なない僕を気味悪がって、殺せるこのタイミングで殺そうとした？　じゃあ何で必死な声が聞こえるんだよ。まぁいいや、どうせ僕は能力を使えば──

「ぁ。ゃべ」

　目の前が暗くなっていく。力が入らなくなっていく。意識が遠くなっていく。



　そういえば、僕。能力を使うだけの魔力が残ってなかったんだ。










　　　第五章　根も葉もなくとも現実が肯定することはあってしまう



　凛りん斗とと瑠る姫き乃のが初めて《共生者ジユーナー》として共闘したのは、凛斗が修行を終えた直後。

　まるで計ったかのように中級指定の《捕食鬼ブレアー》が煤すす野や町ちように迷い込んできた。

　その時、凛斗は若干ではあるものの浮かれていた。ようやく憧あこがれの場所へと辿たどり着くことができた、と。

　その時、瑠姫乃は凛斗以上に浮かれていた。焦がれた相手と、ようやく並んで進むことができる、と。

　当然愛あい恋こも、凛斗の加入に難色を示すことは無く、寧むしろ今まで以上に上う手まくできるとさえ考えていた。

　その結果──凛斗は初の実戦で瀕ひん死しに陥る。

　最大の原因は、凛斗の能力を聞かされてはいたものの、目の前で彼が死ぬ様を見せつけられた瑠姫乃が大きく動揺を見せたこと。

　それを庇かばうために、愛恋は瑠姫乃を押さえ込み、一度戦線を離れ、凛斗はその時間を作るために、三回しか使えない能力の全すべてを消費。

　愛あい恋こに叱しつ咤たされて瑠る姫き乃のが戦場に戻った時には、凛りん斗とは今にも殺されようとしている状況だった。

　その場は、愛恋の叱咤もあって正気に戻った瑠姫乃と愛恋によって《捕食鬼ブレアー》の討伐に成功するものの、吸血種としての身体能力が低い凛斗は、二日間の治療が必要とされた。



　それが瑠姫乃にとっては、初めての大きなミスだった。

　だからこそ、もう同じことは繰り返すまいと、──凛斗に過剰な危機を迎えさせまいと、瑠姫乃は強く誓った。
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　最初に視界に映ったのは、白い天井。

　どうやら仰向けに寝ているらしい。

　右を向く。白い髪から猫耳が生えている。

　左を向く。赤い髪がツインテールになっている。

　身体からだを見る。白いシーツが身体を覆っている向こう側に、制服姿のメイド長が、茶色い髪に彩られた穏やかな笑みを浮かべていた。

「おはようございます、凛斗」

「……あー、愛恋？」

「はい」

「今、何時？」

「午前十時を回ったところです」

「……んん？」

　寝起きのせいか、どうも意識と記憶が結びつかない。

「記憶が曖あい昧まいでしたら、私わたくしの３サイズで確認を取りましょうか？」

「そもそも教えてもらってない」

　記憶にあるままのメイド長の姿に、僕は脱力しながらベッドに頭を下ろす。

　ん？

「ちょい待ち！　何で僕ここに──いってぇ!!」

　状況を把握できずに上半身を起こすと、両脇わき腹ばらから凄すさまじい痛みが響いた。

「え、ちょ、何これ……。僕、身み籠ごもったの？」

「凛斗の女体化とか誰得ですか」

「それもそうね」

　馬ば鹿かなことを言っていると、両りよう脇わきでベッドに頭を押し付けていた赤色と白色が頭を上げた。どうやら眠っていたらしい。

「兄上様……？」

「あぁ、うん。キミは祢ね亜あだね」

　右側の声に返事をする。

　うん、こっちの記憶も正常。

「凛りん斗と？」

「うん、お早うゴシュジンサマ」

　左側の声にも返事をする。

　どうやら記憶に問題は無いようである。

「ぅ、ぁ……、凛斗！」

「ぶげぇっ！」

　何な故ぜか、瑠る姫き乃のは涙目になったかと思うと、全力で僕を胸に抱えるようにして抱き付いてきた。勿もち論ろん、左に捻ひねった腹部は激痛を訴え続けている。

「よ、よかった……、凛斗……、すまなかった……！」

「ま、待って、ちょっと、放して瑠姫乃、痛い、マジで」

「お嬢様。凛斗は病み上がりです。もう少し労いたわってあげましょう」

「あ、あぁ。そうだな。そうだった……、本当に、すまない」

　そうしてパイプ椅い子すに座り直した瑠姫乃は、稀まれなくらいに落ち込んでいた。こんな瑠姫乃は──そうだ、初めて一緒に戦った時以来、だろうか？

「えーと、取り敢あえず、今日、何日？」

「あぁ、そうですね。今日は──」

　愛あい恋こが答えてくれた日付は、僕が知っている日から二日進んでいた。

「てーことは、もしかして、その二日間でバルベリオは──」

「逃げられてる、よ」

　控え目ながらもはっきりとした祢亜の言葉に、僕は思わず溜ため息を吐ついてしまった。

「つーか、どうせ僕の治療を優先して消息を追えなくなったとか、そんな話？」

「そんな話です」

　だとすると、それは申し訳ないという気持ちでいっぱいになる。

「やっぱ駄目だなー、僕。こういう時に短時間での治療ができないのは、痛いね」

「元の能力を考えれば、それでも破格だと思いますが」

「そりゃ、肉体的にはそうだろうけどさ」

　皆と話している内に、大体の事情は把握した。

　今僕がいるのは、煤すす野や町ちようにある大病院の個室。

　二日前、になるのか。あの時、能力が使えない状況で瑠姫乃に刺された僕は、そのままこの病院に搬送された──ってところか。

「あの時、バルベリオはどうしたの？」

「……何もせずに、嗤わらいながら消えていった」

　その場にいた瑠る姫き乃のに聞いてみると、瑠姫乃は悔しそうに拳こぶしを握り込みながら、血を吐くような表情でそう答えてくれた。

　余程屈辱だったんだろうなぁ。

　まぁ、僕も味方が倒れた時にバルベリオの笑みを見たら、全力でぶん殴るだろうけど。

「補足いたしますと、その日以降、バルベリオもリフェルも確認できておりません。『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』からも、目撃情報は零とのことです」

「んじゃ、アルウィーンは……、って、知ってる？　アルウィーンのこと」

「……いえ、存じ上げませんが」

　僕の問いに、戸惑いの視線を瑠姫乃に投げかけるが、瑠姫乃も答えられないのか、困ったように柳りゆう眉びを下げる──って、そうか。名前を教える前にバルベリオに邪魔されたんだっけ。

「えっと、アルウィーンってのは、リフェルを唆してたバルベリオの《兵儡レインク》のことでさ。あ、愛あい恋こは見てるでしょ。あの、駅までの道のりを訊きいてきた子」

　僕の言葉に、愛恋は額に手を当てて小難しい表情を浮かべた。

「…………少々お待ちください、情報が多すぎて整理に時間が必要です」

「私も同感だ。……いい機会だ。きっちりと情報を把握しておこう」

「あぁ、そうだね。そうしよう」

　確かに、一度にいろんなことが起きたのは事実だ。

　それは僕も解わかっていたから、瑠姫乃の提案通り、全員が把握している情報の整理を行うこととなった。
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　それから十分ほどで、僕たちは現状を──主にアルウィーンという伏兵についての情報の整理を終えた。

「成程な……。確かにバルベリオの《兵儡レインク》がリフェルの元親友であるのなら、親友の言葉としてリフェルを操ることも可能だろう」

　瑠姫乃はその事実に感心しているような声音ではあるが、その表情には嫌悪感が浮かんでいる。

「でも、何で、そんな、遠回しなこと、するのかな……？」

「そりゃー、趣味じゃないの？　自分を憎んでいる奴やつが自分の思い通りに動くっていう様を、滑こつ稽けいだと思って面白がってるんだと思うけど」

「いや、その通りだろう。これは奴やつの、悪趣味でしかない」

　祢ね亜あの疑問に、僕は半ば適当に答えてみたのだが、瑠る姫き乃のはまるで本人から聞いたかのように断言してきた。まぁ、身近であの野郎を見た僕としても、断言しても構わない気はするけど。

「でも、ただの悪趣味な下げ衆すってわけじゃないんだよなぁ、あいつ」

　現実問題、バルベリオは姿を完全に晦くらませて、その上リフェルまで（おそらくアルウィーンを通して）隠し通していると考えられる。本当、バルベリオは逃走、隠匿のスペシャリストってことなんだな。

　さて置き、それを判じた僕たちは、いつまでもここで大人しくしている場合じゃない。

「取り敢あえず病院はとっとと出た方がいいんだろうけど……。で？　僕の傷ってどの程度で治るの？」

「今ここで治す」

　即答した瑠姫乃は、赤いワンピースタイプのドレスの襟を僅わずかにずらして、シミ一つ無い白い首を晒さらした。同時に胸元がより見えるようになったけど、それを恥じらう様子は無い。

「私の血を吸え」

「……それが最善っぽいね」

　僕は腹部の痛みを堪こらえつつ、ゆっくりと口を瑠姫乃の首に近づけていく。

「んじゃ、咬かむよ」

「あぁ」

　一言断ってから、一度甘く噛かんで、皮膚に目安を付ける。

「ん、ぁ……」

　瑠姫乃の声が妙に艶なまめかしく聞こえる。同時に湧わき上がる興奮を抑えながら、僕は四本の牙きばを、甘あま噛がみで目安を付けた場所に突き刺した。

「ぅあ、っ」

　声は、かけない。既に彼女とは何十回と繰り返した、吸血行為。

　僕はただ黙したまま、牙で付けた四つの傷口を口内に収め、溢あふれ出る血を舌で舐なめとり、喉のどへと落とす。

　ごくり、ごくりと。僕の喉が鳴る音が妙に脳裏に響く。

　この音は嫌いじゃない。

　瑠姫乃の血を、彼女の命を分け与えてもらっているという、実感が強く持てるから。

　何よりも、この音一つごとに、魔力を感じる。

　吸血種としての機能。血液を力の源にする種族の根幹。

　一飲みして、喉のどを通るたびに、瑠る姫き乃のの血が、魔力として全身を巡る。

　そして、他者から摂取したことで個人の容量を超えた魔力は、その肉体に影響を及ぼす。

「ぁ、……んっ」

　気づけば僕の頭は、首筋から離れないように、瑠姫乃に抱えられていた。

　その意味を察して、僕はなおも飲む。

「……そうだ、飲め、気の、済むまで……」

　瑠姫乃の言葉が耳みみ朶たぶを打つ。それは血の味が生む快楽に拍車をかけて、脳が溶けるような錯覚を催す。

　このままずっと飲み続けたい──そう感じた瞬間、僕は若干荒々しく、瑠姫乃の手を払って首筋から口を離す。これ以上はヤバい。

「んむ」

　最後に、名残惜しさが舌を動かし、傷口を舐なめ上げる。

「──っぷは、うん。ありがと」

　脇わき腹ばらの痛みは、既に無い。過剰な魔力が肉体の機能を強化して、傷を塞ふさいだのだ。今包帯を取れば、傷跡があるか否か、という程度まで癒いえているだろう。

「…………ぁ」

　瑠姫乃は、顔を赤らめながら左手を僕の顔に伸ばしてきた。















　そのまま──僕の右頬ほおを思いっきり引っ張りやがった。

「──いでででででででっ！」

「ふん、どうやら肉体はマシになったようだな」

「いや、そりゃ。経験則で解わかるでしょうよ。いちいち頬引っ張った反応で確認すんの止やめてくんない？」

　これは瑠る姫き乃のの癖のようなものだった。最初から、僕が瑠姫乃の血を飲んだ後は、こうして頬を引っ張ってくる。

　ちなみに、瑠姫乃の首筋の傷は既に塞ふさがり始めている。

　この辺りは純血の吸血鬼としての能力──というか、格の違いか。

「……しかし、今回は少し飲み過ぎじゃないか？」

「そう？　あー、まぁ、刺し傷だけじゃなくて、『虚うつ炉ろ咬がみ』に魔力吸われてたしね」

　言われてみれば、確かにいつもより多く吸った気はする。たぶん、見た目の傷以上に吸血種としての魔力が不足していたんだろう。

「だとしても、だ……、もう少しで、押し倒すところだった……」

「んん？　何？」

「何でも無い！　話は既に通してあるから、早急に着替えて退院手続きを済ませるぞ！」

　顔を赤くしたまま怒鳴る瑠姫乃に促され、ベッドを下りる。

　軽く柔軟運動をしてみると、寝起きにしては体が軽い。これも吸血の効果だろう。

「兄上様、制服」

「お、ありがと、祢ね亜あ」

「はい、下着です」

「待て愛あい恋こ、それはおかしい」

　首を横に振る僕を、制服姿のメイド長は不思議そうに首を傾かしげた。

「おや、ちゃんと凛りん斗との荷物から持ってきましたが」

「その時点で駄目なことに気付いてくれよ」

　ともあれ、着替えのために女性陣には一度部屋から出て行ってもらうことに。

　それにしても……。

「二日、か」

　二日間、バルベリオもリフェルも、アルウィーンも目立って動かなかった。

　つまり、水面下で何かを仕掛けようとしている、ってことか？

　吸血種、特に《捕食鬼ブレアー》が何かを仕掛けると言うと──

「《屍喰グール》か《兵儡レインク》、だよなぁ」

　自分で言って、嫌になる。特にこの二つに関しては、三週間前──同校の人間を巻き込んだ《捕食鬼ブレアー》の事件で、その悪性をしっかりと体感していただけに、尚なお更さらだった。

「ま、文句は全部終わらせてから、か」

　とにかく今は、あの下げ衆す野郎──バルベリオをぶん殴るのが優先、か。

「少なくとも、ただ殺して終わり、なんて生易しいことをするほど、今の僕は温厚じゃあねぇぞ──《空から繰くり魔ま侵しん》」
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　退院手続きを終えた僕たちは、揃そろって病院を後にする。

「それで瑠る姫き乃の、これからどうするのさ？」

「『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の者たちから屋敷の修理の連絡があったからな。彼らにはバルベリオたちが町外に出ないように、町の周辺の警戒を任せている。もっとも、どれだけ効果があるかは解わからないがな」

「あれ、じゃあホテルは？」

「既にチェックアウトしてある。君の荷物も、屋敷の部屋に置いてある」

「成程、了解」

　そのまま僕らは、四人で屋敷に向かう──と思ったのだが、愛あい恋こが呼び止めてきた。

「あの、お嬢様。よろしいでしょうか？」

「ん？　どうした愛恋」

「いえ、食料品の調達をしておくべきかと思いまして」

「む、そうか」

　屋敷の台所事情を僕は把握していないから何とも言えないけど、担当である愛恋がそういう以上は、必要なんだろう。

「そういうわけですので、祢ね亜あ。荷物持ちをお願いできますか？」

「ふぇ、あ、祢亜？」

　いきなり指名されて驚いている祢亜を見て、思わず僕が口を挟んでしまう。

「荷物なら僕が持つけど」

「いえ、貴方あなたは病み上がりでしょう。せめてこの道中くらいはご自愛ください」

「あ、う、うん。兄上様、無理しちゃ、だめ」

「え、そう？」

　吸血での治癒効果を知らないわけでもないだろうに。何な故ぜか気を遣われているようだ。

　でも、厚意であることは変わりないので、大人しく受けておくことにする。

「解った。んじゃ、先に瑠姫乃と戻ってるよ」

「はい。それではお嬢様、行ってまいります」

「行って、きます」

　そのまま屋敷とは別方向に歩いていく二人を少し眺めてから、瑠る姫き乃のに呼びかけた。

「んじゃ、僕らも行こうか？」

「あぁ、そうだな」

　そのまま屋敷に向けて歩き出す。周りは、学校が夏休みであることもあり、年齢問わず多くの人々が行き交っている。

　その中を、僕と瑠姫乃は言葉無く並んで歩いていく。

　少し、気まずい。

「ねぇ、瑠姫乃」

「む？　どうした？」

　その気まずさに耐えかねて、思わず声をかけたけど、何を話すべきか、考えが纏まとまらず、思わず空を仰いでしまう。

「えーと、ちょっと待って」

「む、何だそれは」

「いや、何から話そうかな、って」

「纏まらないなら、私が先に話そう」

「んん？」

　予想外の展開に、僕がまじまじと瑠姫乃を見ると、彼女はさして気にする様子も無く、しかしどこか不安を滲にじませながら、口を開いた。

「今回のこと、本当にすまなかった」

「……あん？」

　その言葉の真意を探るより早く、瑠姫乃は若干早口で、俯うつむきがちに捲まくし立てる。

「勿もち論ろん、謝ればいいという問題ではないのは自覚している。それはこのことだけでなく、常から思っていることだ。少なくとも、能力があるとはいえ、ことあるごとに死を強いるなど、私が同じ立場であったら、恐怖以外の何物でもない」

「いや、あの、瑠姫乃？」

「私は、君が能力で死ぬことはあっても、君自身の命そのものまで危機には晒さらすまいと誓っていた──あの時から」

　いや、どの時？　何か凄すごいいろいろ思っているのは解わかるんだけど、その一寸ちよつとも僕には届いてませんよ？

「君にとっても忘れられないものだろう。……あの日、初めて君と共に戦場に立った日だ」

「あー……？　…………あぁ、うん」

　そう言えば、あの時は能力使いきって死にかけたっけ。

　どうしよう。すげぇ忘れてた。

「なぁ、凛りん斗と。君は、こんな私に呆あきれているんじゃないのか？　純血の吸血鬼。須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの次期当主。そんな肩書きだけで実績の伴わない、主という立場に相応ふさわしくない、この私に」

　そこまで黙って聞いていた僕は、ようやく彼女がここまで沈ちん鬱うつな空気で話を始めた理由を悟る。

　つまり、瑠る姫き乃のは二日前のことで、一年前の嫌な思い出を思い出して、その勢いのままに自己嫌悪に陥った、ってとこだろうか。

「心配無いよ」

　俯うつむく瑠姫乃の頭に、僕は軽く手を乗せた。

「つーか、そこまで心配してくれるゴシュジンサマで、僕は幸運だと思ってるよ？　第一さ、君があれこれ後悔したところで、僕はこうして生きてるんだ。だったら、死なせそうになったことを悔いるんじゃなくて、生き残ったことを素直に喜んでほしいもんだけど？　じゃなけりゃ、命張って君に尽くしている身としちゃあ、やりがいが無いってもんさ」

「しかし、それは──」

「いいんだよ──、いや違うか。僕は、これがいいんだ。キミのために命を張ることを、キミに仕えることを、僕は楽しんでるし、ある種の誇りみたいにも思ってる。第一、このやり方を選んだのは僕なんだよ？　だからさ、僕は自分の無力さに嫌気が差すことはあっても、こんな僕を必要としてくれているキミを否定する理由なんてないんだよ」

「凛斗、君は──」

　ようやく顔を上げてくれた瑠姫乃に、僕はさらに続ける。

「それに、忘れた？　前にも言ったじゃん。僕を従者に選んでくれてありがとう──ってさ」

　三週間前。学友を巻き込んだ一件の後。

　僕が得るかもしれなかった平凡な平穏を、彼女は悔いてくれた。

　僕なんかのことを、それだけ考えてくれる──思ってくれるだけでも、僕は幸運だと──幸せだと、声を大にして言える自信がある。

「いいんだよ。君は君の思うままに生きてくれれば。僕は、そんな君の隣で、同じ生き方をしたいだけなんだから」

「……まるで告白だな」

「ん？　何？」

「いや、いい。少なくとも、君に不満が無いことを知れただけで十分だ」

　言葉通り、瑠姫乃は満足したのか、僕の手を頭に乗せたままはにかんだ。

　むぅ、こういうのを見せられると、瑠姫乃が美形っていうのを改めて思い知らされる。

　そんな考えを知る由も無い瑠姫乃は、急に真剣な表情になった。

「そうと判わかれば、話を今に戻そう」

「うん？」

「バルベリオとリフェル、そしてアルウィーンのことだ。君は彼女たちについてどう考えている？」

「どう、って……。まぁ、被害者と加害者、かなぁ」

「その辺り、君は相変わらず淡泊だな」

「んん？」

　瑠る姫き乃のが僕の何を淡泊だと言ったのか。それを彼女は教えてくれることも無く話を続ける。

「アルウィーン＝ルティエンス。彼女が君にわざわざ元親友と言ったのだったな。……随分と気分の悪い話だ」

「あぁ、同感だね」

　吸血種に血を吸われた者が《兵儡レインク》にされると、自身の意識を残したまま、価値観だけが血を吸った相手への狂信で塗り潰つぶされる。

　今まで僕は何人もの《兵儡レインク》も見てきたけど、その姿はどれもこれも哀れなものだった。

「アルウィーンはバルベリオに命じられるままにリフェルを騙だましている。リフェルはそのことを自覚している──と思うか？」

「さぁねぇ」

　瑠姫乃の質問に、僕はリフェルが浮かべた表情を思い出す。

　──何が正しいのか、解わからない。そう呟つぶやいた少女の真意は、何なのだろうか。

「ただ、リフェルは吸血種に関しての知識を、結構歪わい曲きよくした形で教え込まれているっぽいんだよね」

「歪曲？」

「うん。最初に会った時から引っかかってたんだけど、リフェルって、僕たちのことを『吸血鬼』って呼ぶんだよ。まるで吸血種──《共生者ジユーナー》と《捕食鬼ブレアー》のことをまるっきり知らないみたいにさ」

「……まさか、あえて、教えていない？」

「だと思う。アルウィーンは僕のことを、リフェルに対して『悪い吸血鬼』って教え込んでた。もしかしたら、リフェルが《共生者ジユーナー》の研究施設を襲ったのも、そうやって騙されてのことかもしれない。悪い吸血鬼の研究所があるから、破壊しよう──なんてさ」

「それがバルベリオの指示であるのなら、奴やつが研究施設の近くで目撃されたことにも納得ができるな……。それにしても」

　瑠姫乃は苦虫を噛かみ潰したような表情で、短く吐き捨てる。

「バルベリオ──筋金入りの下げ衆すだな」

「それも、同感」

　リフェルの村を襲い、自分ごと吸血鬼を憎ませて、その憎悪をリフェルの親友を使って、自分の都合のいいように操っている。

　記録にある《捕食鬼ブレアー》の中には、そういった他者を玩がん具ぐ扱いする奴やつや、人心を弄もてあそぶ奴はいくらかいるらしいが、ここまで他者の想おもいを弄ぶ奴は、初めてだ。

　きっと無関係だったとしても、むかっ腹が立っただろう。

「そのバルベリオの能力、瑠る姫き乃のはどう見る？」

「あぁ、それはもう考えがある」

「ん？」

　あっさりと、ゴシュジンサマはそう言い切った。

「何しろバルベリオの能力に関しては《干渉メドル》の類たぐいであることは資料にあったからな。それから二日前のことを照らし合わせたら、さして珍しい能力でもなかった」

「二日前って、瑠姫乃が僕に黒くて硬くて長いものを突き刺した時？」

「…………明言を避けるにしても、他ほかに言いようは無いのか？」

　物もの凄すごい寒い目で見られてしまった。これは要反省ですね。

「私としてもあまり好んで思い出したいことではないがな。」

　そう前置きしてから、瑠姫乃は説明を始めた。

「私はあの時、自分の認識ではバルベリオに『虚うつ炉ろ咬がみ』を突き刺していた。が、気が付けば、私が刺していたのは凛りん斗とだった」

「何を言ってるか解わからねーんだけど。え？　超能力なの？　催眠術なの？」

「能力であることは事実だな。《干渉メドル》の能力の中でも対処が難しい、認識操作。指向性や効果範囲などの詳細はまだ解らないが、そういう能力だと見て構わないだろう」

「認識、操作？　って、あれだよね、師匠が散々対処方法を身につけておけ、って言ってた能力」

「あぁ、そうだ。特に私たちのように直接的な攻撃手段しか持たない立場だと、なおのこと、だ」

「認識操作能力ねぇ。《干渉メドル》の中でもかなり有名な部類で、対象の認識を変える能力、だったっけ？」

「あぁ。もっと解り易やすく言えば催眠術の類だな。石を巨岩に見せたり、湖をマグマに見せたりすることもあるのだとか」

「それで瑠姫乃は、僕をバルベリオだと思わされた、ってこと？」

「あぁ。だが、奴の能力はそこまで強力ではない。そうでなければ、私は凛斗を殺していた筈はずだからな」

「あぁ、成程」

　確かに、僕に『虚うつ炉ろ咬がみ』を刺した時点で、瑠る姫き乃のの認識は戻っていた。

　あの場で僕と瑠姫乃の両方を生かす利点がバルベリオにあるとは思えない。となれば、瑠姫乃の認識を弄いじったままにして、僕を殺させることもできた筈はず。

　でも、僕はこうして生きている。

「効果時間が短いのかな」

「加えて、対象も一人だろう。そうでなければ、真っ先に私と凛りん斗とが互いを敵と思い込まされて、殺し合いを始めていた筈だ」

「そう考えると、あんまりたいしたことが無いように思えるけど──ねぇ、瑠姫乃。師匠の認識操作対策の修行、どんなもんだった？」

「及第点以上はもらえていない」

「僕も同じだ」

　及第点──最低限の対処はできるが、実践的なレベルではない。ようするに、知識としてる程度。

　そんな互いの結果に、揃そろって溜ため息を吐ついてしまう。

「そう考えると、正直、真っ当に相手をできるかどうかは怪しいものだな」

「そうだねぇ。あの野郎、もともと逃げることが得意だってのに、その上で認識操作までされたら追いかけようが無いっての」

「一度捕えることができれば、どうにかなりそうなものなのだが……」

「難しそうだね。ま、瑠姫乃を狙ねらってる以上はすぐにこの町から逃げられることは無い、って考えていいのかもしれないけど」

「それならば望むところだ。私もやられっ放しでいるほど温和ではない」

「ははっ、ほどほどにね」

　もっとも、僕も似たような心境だけど。



　　　　　　　　　☆



　丁度十二時頃ごろに、僕と愛あい恋こは、煤すす野や町ちよう南方、小高い丘の上に立つ大きな建物──須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷に戻ってきた。

　以前、愛恋と来た時にいた『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の人たちは見当たらない。

「さっきも言っただろう？　屋敷の修理は終わっているから、今は煤野町周辺の警備を行っているんだ」

「あぁ、そうだったね。……そういえばさ、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の人たちに協力してもらうと、評価が下がるとかって愛恋から聞いたんだけど？」

「度合いによるな。一から十まで──捜索から討伐まで任せたら、私がこの地を任されている意味が無い。最低限の協力は求めるが、最終的に交戦し、討伐するのは私たちということだ。何より、以前も言ったが、彼らは《捕食鬼ブレアー》に対しての本格的な戦闘員じゃあない」

「あぁ、そういうこと」

　そこは流石さすがに組織的に動いているだけあって、協力すべきことはちゃんとするってことだろう。適材適所。大事な言葉である。

「おぉ、確かに新品だね」

　さて置き、きっちりと修理された玄関を通って、屋敷に入る。

「んじゃ、一応荷物だけ片づけてくる。僕の部屋にあるんだよね？」

「あぁ、私は書斎にいるから、終わったらそちらに来てくれ」

「了解」

　そのまま早足に自室へと行くと、ホテルに持って行ったバッグがベッドの上に置かれていた。

　取り敢あえず使用済みと未使用の着替えを分けようとバッグを開けると、見慣れない黒い円筒形が目に入ってきた。

「何だこれ？」

　手に取ってまじまじと見てみると、どうやら水筒のようだった。軽く振ると、中身が入っているようで、液体が揺れる感触が掌に伝わってくる。

　蓋ふたを開けてみると、直接口を付けて飲むタイプの飲み口が出てくる。別段変わったところは無い。

　少なくとも、僕はこんな水筒を持っていなかったし、屋敷の女性陣が持っているのを見たことも無かった。

　まるで心当たりの無いものに首を傾かしげつつ、蓋を閉めてひっくり返してみると、底面に紙が張り付けられていた。

「んん？」

　四つ折りにされたその紙は、セロハンテープで固定されているだけで、簡単に剥はがし取れた。そのまま開いてみると、見慣れない筆跡で書かれた文章。



『夜、十時、駅前。一人で来てくれ。三日待つ。リフェル』



「え」

　書かれている内容を見て、思い出す。

　そうだ、この水筒。リフェルが腰巻の後ろに吊つるしていた、四つの円筒形と同じ物なのか。

「拘束した時は、特に持ち物とか没収しなかったのか……？　あぁ、いや、したとしても僕を殺した後で回収したのか？」

　いや、問題はそこじゃない。何な故ぜ、僕を呼び出すのか。少なくとも、他ほかの三人はこのことを知ら無い様子だった。となれば、これは完全に僕に宛あてたもの。

「……希望、と見ていいのかな」

　リフェルはあの時、アルウィーンの言葉のままに僕を殺した。だが、その時には確かに、「何が正しいのか、解わからない」と言っていた。

　つまり、迷いがあるんだ。アルウィーンの言葉と、僕の言葉。どちらを信じればいいのか。

「でもなぁ」

　この紙に書かれていることを鵜う呑のみにするのは危険すぎる。

　例えば、これがアルウィーンの指示で書かれたもので、僕を誘おびき寄せるものだとしたら、僕は確実に殺される。いや、ただ殺されるだけならいいが、アルウィーンやバルベリオの《兵儡レインク》にでもされたら、瑠る姫き乃のたちに甚大な被害を及ぼすのは目に見えている。

「……どうする？」

　この紙が僕を殺した後に書かれたのなら、二日前のものになる。

　となれば。今夜が最初で最後のチャンスだ。

　これはリフェルの迷いなのか。それともバルベリオの罠わななのか。

「いや、そうか」

　その中で、僕は一つの考えに至る。そのまま僕は、迷うことなく水筒と紙をもって、屋敷の書斎へと急ぐ。

　急いで廊下を進み、書斎の前で息を整えてから、軽くノックをする。

　こういうことが考え無しにできちゃうあたり、従者として結構教育されてるよね、僕。

「瑠姫乃、凛りん斗とだけど」

「あぁ、入れ」

　すぐに許可が下りたので、僕は手早くドアを開けて書斎に入る。

　瑠姫乃は、彼女の指定席でもある作業机に着いて、数枚の紙の束を眺めていた。

「瑠姫乃、その紙は？」

「父とう様から送られてきたものだ。何か見落としは無いかと見直していたところだ。──もっとも、目新しい発見はできなかったがな」

　そう答えながら、瑠姫乃は紙を作業机の上に置いて、こちらに視線を向けたかと思うと、その目が訝いぶかしげに細められた。

「凛斗？　君、何を持っている？」

「ん？　あぁ、これね。ちょっと見てくれる？」

　僕は迷うことなく、紙と水筒を瑠る姫き乃のに渡した。

　瑠姫乃は先に紙を広げる。そこに書かれた文字を読み、目を細めた。

「……これは、罠わなと考えるのが妥当だな」

「まぁね。でも、三日目ってたぶん今日だから、行方を晦くらませてるリフェルに接触できると考えれば、乗らないわけにもいかないでしょ」

「まぁ、その辺りは愛あい恋こたちとも相談しよう。──で、これは水筒か？」

「みたい。中身はまだ確認してないけど」

　蓋ふたを開けたり閉めたりしながら、くるくると水筒を見回していた瑠姫乃は、唐突に飲み口に鼻を近づけた。

「瑠姫乃？　どうしたの？」

「これは、中身は血液だ」

「へぇー、血液…………え、血液!?」

　予想外の答えに、僕は思わず声が裏返った。

「いや、何で血液が？」

「この水筒は、魔具だ」

「魔具って、リフェルを拘束した鉄具とか、『虚うつ炉ろ咬がみ』みたいに、魔力を込めて作られた道具、だよね？」

「そうだ。……ところで凛りん斗と。血液の魔力は、体外に出ると次第に消滅していくのは知っているな？」

「そりゃ、師匠から教えられているけど」

　血液が空気に触れて酸化するように、血液内の魔力も霧散していく。だからこそ、吸血種は相手に直接咬みついて血を吸うのが基本なのだ。

「この水筒は、血液の魔力の霧散を防いだ上で保存するための物だ」

「えっと、吸血種用の輸血パックみたいな？」

「いい例えだ。……ちなみにこれも、リフェルが襲撃した研究施設で造られた」

　そう言えば、前にそんな話を聞いた気もする。

「リフェル、四つも持っていたと思うんだけど」

「四つも強奪したんだろう」

　しれっと応こたえてから、瑠姫乃は考えるように右手で口元を押さえた。

「考えてみれば当然だ。彼女が吸血種になったと思われるのは四ヶ月前だ。なのに、《共生者ジユーナー》が蔓延はびこる研究施設や、この屋敷を襲撃するだけの魔力を有している。それは、どう考えても過剰な吸血を行わなければ不可能だ」

　思い出すのは三週間前。花か芽が入いり鞠まり果かの一件。

　彼女は、吸血種になったばかりなのに、莫ばく大だいな量の土砂を操っていた。それは、吸血で過剰な魔力を得たからこそ可能だったのだろう。

「才能があった──っていうのは、考え過ぎ？」

「可能性の話だと、無いわけではない、という程度だ」

　僕としても同意見なので、黙って瑠る姫き乃のに先を促す。

「寧むしろ、安定して魔力を補給するためだけに、リフェルにこの水筒を持たせるためだけに、バルベリオはリフェルに研究施設を襲わせたのかもしれない」

「何で？　血を吸うなら、それこそ赤の他人を──あ」

　そこで気づく。そうか、リフェルの場合は。

「そうだ。あれだけ吸血鬼という存在を憎悪している彼女が、吸血鬼と同じく他者の血を吸うことを良しとするとは到底思えない」

「だからその水筒を持たせて、魔力を補給させていた？　いやでも、血には変わりないよね？」

「その辺りの感性は本人に聞くしかないだろう」

　確かに。今の僕たちの会話は、あくまで予想でしかない。

　事実は、本人から聞くしかないんだ。

「やっぱり、行くしかないかなぁ」

「書かれている通り、一人で行く気か？」

「いや？　瑠姫乃たちには、ばれないように待機してもらおうと思ってた」

　生あい憎にくと、今の僕はリフェルを信用することができない。たとえ彼女自身が僕を信用してあの紙を残したとしても、バルベリオとアルウィーンが何を考えているのか判断できないからだ。

「第一さ、リフェルと殺し合いになったら、確実に僕は殺される。少なくとも、即座に『月つき削そぎ』を出せるように瑠姫乃にはついてきてもらわないと」

「……そうか。戦闘は想定しているのか」

「まぁね。リフェルよりも、バルベリオが仕掛けてくるんじゃないか、とは思ってる」

　確信は持てないけれど、バルベリオのそういうやり方を想像した僕が端的にそれだけ答えると、瑠姫乃は少し考えるように目を伏せた。

「……もし、リフェルが凛りん斗とを信用して呼び出していたら、どうする？」

「そしたらキミたちは何もしないでいいってだけだよ。いいことじゃないか」

「そう、か。確かにな」

　瑠姫乃は納得したように、軽く笑みを見せた。



　いずれにせよ、今の僕にはリフェルの真意は測れない。

　だったら──直接訊きき出すしかない。ありがたいことに、その場まで設けてくれたんだから。

　ただ、少なくとも。彼女が唆されたことで植え付けられた間違った先入観が解ければ、と思わずにはいられなかった。



　　　　　　　　　☆



　買い出しから戻った愛あい恋こたちに、今晩リフェルの呼び出しに応じる事、同時に戦闘の可能性があることを瑠る姫き乃のが直接伝えた。

　愛恋はそのことに、いつも通り返事をするだけだったが、祢ね亜あは、少し沈んだ表情をしていた。とはいえ、本人が何か言うことも無く、無理に訊きき出すことも無いと思った僕は、そのまま全員での食事を終え、自室で時間が来るまで体を休めていた。

　制服姿のままベッドに倒れ込み、眠ることはしないけれど、徹底して脱力しておく。

　屋敷から駅前までは、徒歩でおおよそ四十分。出発は二十一時十五分。五分前に到着する予定。

　そうして時間を常に頭に入れながら脱力していると、控え目なノックがドアを叩たたいた。

「んー、誰だれ？」

「あ、兄上様……。祢亜、です。入って、いいですか？」

「んん？　まぁ、いいよ」

　僕が許可すると、祢亜は控え目に入室してきた。

　やはりまだ夏服を買う時間が無かったのか、彼女も制服姿のままだった。

「どしたの、祢亜？」

「あの、ちょっと、話がしたくて……」

　ベッドで上体を起こして胡坐あぐらをかく僕の前に、しかし祢亜は扉の前から一歩も動こうとしない。

　流石さすがにここまで控え目なのは不自然だった。

「祢亜、おいで。話はちゃんと聞いてあげる」

「う、うん」

　僕が促すと、やはり控えめに寄ってきて、ベッドの傍そばまで来ると、意を決したように、勢いよく僕の胸に背中を預けるようにして飛び込んできた。

「わ、と」

「ぅ、ご、ごめんなさい……」

「いや、いいけど。どうしたの、いきなり？」

　どうも気落ちしている様子の祢亜を、落ち着かせるように頭を撫なでてやると、猫みたいに目を細めた祢亜は、ぽつぽつと話し始めた。

「祢ね亜あ、ね。リフェルって人が、祢亜と似てるって、思った」

「……そう」

　それは、僕がリフェルにも言ったことだ。

「祢亜も、ふるさとが、《捕食鬼ブレアー》に全部壊されちゃって、……家族も、友達も死んじゃったから」



　　　　　　　　　☆



　それは一年前のこと。

　僕が、師匠の厳しいとかの次元ではない修行を終えて、《共生者ジユーナー》として瑠る姫き乃のの護衛になってから、三度目の《捕食鬼ブレアー》との戦いの話。

　煤すす野や町ちようではなく、隣県の山村でのできごと。祢亜は、その山村で生まれ育ったという。

　その山村を襲った《捕食鬼ブレアー》は、《変身チエンジ》の能力持ちだったが、獣性の本能が暴走し、ただ殺さつ戮りくと暴食を繰り返す化物となっていた。

　そういう手合いは、《共生者ジユーナー》としては動きが単調になり易やすいために討ちやすいと言われているが、人間にとっては、不可避の暴虐でしかない。

　結果、その山村は、暴風雨と土砂崩れが同時に起きたほどに荒らされ、僕たちが山村に着いた時には、既に山村は壊滅状態だった。建物も木々も地面でさえも、ぐしゃぐしゃに荒らされていた。

　それを引き起こした《捕食鬼ブレアー》はほどなく僕たちで討伐したものの、その後の生存者の確認が苦痛でしかなかった。

　死体は、殆ほとんどが酷ひどく損傷していた。四肢のいずれか、もしくは全すべてが欠けているのは当たり前。首が九割噛かみ千切られたもの。上うわ顎あごから上が削り取られたもの。上半身と下半身を繋つなぐのが内臓だけのもの。

　食べるためではなく、ただ破壊された死体ばかりが、山村のあちこちに転がっていた。

　そんな中、倒れて半壊した衣装棚に、覆い被かぶさるようにして白髪の少年の死体があった。

　少年の死体は、背中には骨ごと抉えぐられた跡がいくつもあり、左足は足首が潰つぶされて、太ふと腿ももが半分削そぎ落とされていた。

　その半壊した衣装棚の中に、白髪の少年──実兄の血に染まった祢亜が、明らかに憔しよう悴すいした様子で、震えながら収まっていた。

　それが、僕と祢亜が初めて出会った時のこと。

　祢亜が、吸血種の世界に足を踏み入れた時のこと、だ。



　　　　　　　　　☆



「その時、祢ね亜あは兄上様に逢あえた。でもリフェルは……」

　リフェルは、バルベリオに襲われたうえに、親友であると信じている相手にまで騙だまされている。

　それがリフェルと祢亜の、最大の違い。今の立場に至った、最大の分岐点。

「兄上様。祢亜ね、リフェルが、凄すごく可哀かわい想そう」

「……うん」

「できるなら、今すぐにでも、助けてあげたい」

「そうだな。僕も、同じだよ」

　辛つらそうに言う祢亜を、緩く抱え込んでやる。

　当時の祢亜に聞いた話だと、祢亜の実兄が、必死になって祢亜をその衣装棚に押し込めたのだという。

　しかし彼は、最後は祢亜の目の前──衣装棚越しに、《捕食鬼ブレアー》に惨殺された。

　そんな凄せい惨さんなできごとがあったというのに、彼女は今、こうして人の心配をするほどに立ち直っている。

　だからこそ思う。僕は、あの時に彼女の血を吸ってよかったと。

　そうだ。吸血種になったからって総じて不幸になるわけじゃない。















　人間じゃなくなっても、得られる幸福なんていくらでもある。生きているのなら、何度だってやり直せる。

　なのに、バルベリオは、その可能性を踏み躙にじっている。

「許せないんだな、バルベリオが」

「……うん。祢ね亜あ、バルベリオって人、凄すごく、やだ」

　あまりに直球な表現に、僕は思わず吹き出してしまった。

「あ、兄上様？　祢亜、変なこと、言った」

「ふ、ふふ、いや。いいよいいよ」

　慌てたように僕の顔を見上げてくる祢亜の頭を、ゆっくりと撫なでてやる。

「そうだね。嫌だね」

　つまり、祢亜でさえ直接的に言いたくなるほど、バルベリオは下げ衆すってことだ。

「じゃあ、確実にここで潰つぶさないとな」

　少なくとも、バルベリオは瑠る姫き乃のを殺す──というか、瑠姫乃の親御さんに一泡吹かせるまではこの町から動かないと思う。

　だったら、その間にきっちりと討ち取るまでだ。

　その時、ピピピピピー、と電子音が脇わきから聞こえてきた。

「ひゃあっ」

「あぁ、大丈夫。アラームだよ」

「ぅ、ぇう、吃驚びつくりした……」

　涙目になった祢亜に苦笑しながら、アラームを鳴らし続けるケータイを拾い上げる。

　時間は、二十一時十分。出発予定五分前。

「兄上様、時間？」

「あぁ、時間だ。……行こう」

　祢亜を先にベッドから降ろし、僕もすぐに降りる。

　そのまま祢亜と一緒に部屋を出て、玄関へと向かう。

　玄関には、既に瑠姫乃と愛あい恋こが待っていた。

「リフェルに屋敷の入り口を壊された時みたいだね、この集まり方」

「む？　あぁ、言われてみれば確かに、そうだな」

　僕の言葉に、瑠姫乃が納得したように頷うなずく。

　しかし、その直後に真剣そのもの──《共生者ジユーナー》としての表情を僕に向けてきた。

「魔力は、回復しているか？」

「二日も寝たし、君の血も吸ったしね。きっちり三回、使えるよ」

「解わかっていると思うが、ここからは君の行動が重要になる」

「あぁ、ちゃんと解ってるよ」

「なら、いい。十分後に私たちも動く」

「了解」

　軽く手を振って、玄関から出ようとしたら、ズボンを軽く祢ね亜あに引っ張られた。

「祢亜？」

「兄上様、さっきの……」

　不安げに見上げてくる祢亜。さっきの話のこと、リフェルを助けたいと言ったこと。

「あぁ、解わかってる」

　その辺りの祢亜が言いたいことは、ちゃんとさっき聞いているから、僕はただ肯うなずいて、頭を撫なでてやる。

「んじゃ、行ってきます」

「あぁ、行って来い」

「ご武運を」

「き、気を付けて、ね」

　三人に見送られるように、僕は玄関を開けた。

　既に夜。空気は昼間とはうって変わってとても涼しい。

「ま、吸血鬼らしいのかな？」

　夜に歩くことに対してそんな感想を抱きながら、僕は駅前を目指して、一人で歩き始めた。










　　　第六章　面皮を剥がされたのは果たして誰だったんだろうか



　不気味なほどに静かな町を、僕はただ黙って進んでいく。

　時折車道を車が走っていくが、別段気にすることでもない。

　そうして屋敷から歩くこと、約四十分。

　予定通り、煤すす野や駅前に、二十一時五十五分に到着した。

　広めの車道に、バス停。左側には、かなり広めの駐車場と、そのさらに奥に駐輪場が見える。

　そんな中、目的の人物は、まるで門番のように、駅入り口の前に立っていた。

「や、いい夜だね」

「私は、夜が嫌いだ」

　リフェル＝九く頭ず限きり。少なくとも僕が見える限りでは、彼女は一人だった。

「そっか。そりゃ残念」

「一人で来たんだろうな？」

「勿もち論ろん。第一、あの水筒とか紙が瑠る姫き乃のに見つかったら、絶対罠わなだって言って、僕一人で行くことを許可してくれやしないよ」

「そうか。ならいい」

　僕の嘘うそを、リフェルは以外にもあっさり信じたように頷うなずく。

　それとも、嘘だとしても関係無い、ってことなのだろうか。

「それにしても、三日も待たせて悪かったね」

「気にしていない。寧むしろ、三度も殺されておきながら、よく応じてくれた」

「言ったでしょ？　それが役割だ、ってさ」

　さて、挨あい拶さつはこんなものだろう。

「で、用件は何？」

「私はバルベリオを殺したい。そのために、お前たちが敵なのかどうか、ここではっきりさせたい」

「アルウィーンは？」

「……彼女には、言っていない。これは、私の独断だ」

　親友に黙っていることが後ろめたいのか、僅わずかに視線を伏せる。

　それにしても、アルウィーンに言っていない、ということは、ホテルで僕が言ったことを多少なりとも気にはしていてくれた、ってことか。

　なら、話し合いの余地はあるかな。

「オーケー、ならこうしよう。キミの質問には僕は答える。その代わりに、僕の質問にはキミが答える。どうかな？」

「解わかった。それでいい。──先手はもらうぞ」

「どうぞ、遠慮無く」

　軽く肩を竦すくめて促すと、リフェルは少し視線を迷わせてから口を開いた。

　そこから、問答の応酬が始まる。

「お前たちは人を襲うのか？」

「ノー。僕たちの役割は人を襲う吸血種の討伐。──で？　キミはどうして僕たちを襲ったんだい？」

「お前たちが財力や権力を利用して人間を食い物にしていると聞いたから。──なら、お前らとバルベリオの違いは何だ？」

「名称と生き方。僕たちは《共生者ジユーナー》、バルベリオは《捕食鬼ブレアー》。後者は自分勝手に人を喰くったり弄もてあそんだりする連中。前者はそれを狩る連中。──キミはバルベリオに血を吸われて吸血種になったのかい？」

「そうだ。村が奴やつに襲われた夜、奴に血を吸われて、私はこんな体になった。──なら、私が襲った研究施設は、どっちのものだ？」

「《共生者ジユーナー》のものだよ。寧ろキミがあそこを襲撃したせいで、キミは完全に《捕食鬼ブレアー》扱い、それこそバルベリオと同列扱いされている。──アルウィーンは吸血種なのかい？」

「……そうだ。私より先に血を吸われて、殺されたと思っていたら、後になって逃げ延びたと連絡があった」

　そこで、初めてリフェルが口くち籠ごもる。

　訊ききたいことが無くなったのか、それとも、訊くことを躊躇ためらうことを訊こうとしているのか。

　いずれにせよ、僕は辛抱強く待つしかない。

　しかし、リフェルは予想していたより早めに、意を決したように質問してきた。

「吸血鬼に血を吸われたら、その吸血鬼の言いなりになる、っていうのは、事実か？」

「イエス。通称《屍喰グール》と呼ばれるゾンビみたいな状態か、《兵儡レインク》と呼ばれる価値観全すべてが血を吸った吸血種への狂信に塗り潰つぶされる状態。この二つが当て嵌はまる。当然、今のキミや僕みたいに、自我を保ったまま吸血種になることもあるけど」

　僕は、答えはしたけれど、質問を返すことはしなった。

　何となくではあるけれど、リフェルがこのことを訊きたいがために僕を呼び出したんじゃないか、って、なんとなく思ったからだ。

「……教えてくれ」

　案の定。リフェルは僕の質問を待たず、俯うつむいたまま、絞り出すように呟つぶやいた。

　その声の震えには、何の感情が乗っているのか、僕には測れない。

「アルは……、バルベリオに、操られているのか？　ずっと、私は、バルベリオに、いいように使われていたのか？」

　その質問をする意味を、その質問をしなければならない意味を、彼女は理解しているのだろうか。

　それは、自分の過ちを認めるだけでなく、──親友の裏切りを認めるということを。

「あぁ」

　でも、それは彼女自身が決める事。

　僕は約束通り、きっちりと質問に答えるだけだ。

「アルウィーン＝ルティエンスは、バルベリオ＝ヴァルヴェルヴの《兵儡レインク》だ。そして、キミの親友という立場を利用して、バルベリオの都合のいいように、キミに指示を出していたと考えられる」

　リフェルの握った拳こぶしが、僕の答えを聞いて震えている。

「…………そんなの、そんなの！」

「ついでに言うと、キミはあえて僕たちのことを吸血鬼、って教えられていたみたいだけど、当人である僕たちにとっては吸血種、って呼ぶのが普通なんだ。人間からすればどっちも同じにしか見えないだろうけど、実際のその立場の者としては、結構な違いなんだよね」

「じゃあ、悪い吸血鬼って……」

「いないよ。いるのは自分勝手に暴れ回る《捕食鬼ブレアー》だ」

「なら、いい吸血鬼って……」

「いないよ。いるのは《捕食鬼ブレアー》を狩る《共生者ジユーナー》だ」

「なら！　私は何なんだよ！」

「キミは──」

　祢ね亜あの言葉を思い出す。

　リフェルは可哀かわい想そうだ、と。彼女は言っていた。その意味が、今になってようやく実感できた。

　確かに、彼女は可哀想としか言えない。

　何せ、信じていたもの全すべてが、嘘うそだったんだから。



「キミは、上級指定の《捕食鬼ブレアー》、通称《空から繰くり魔ま侵しん》、バルベリオ＝ヴァルヴェルヴと、その《兵儡レインク》、アルウィーン＝ルティエンスに利用されていただけの、被害者だよ」



「──あ」

　リフェルが思わず零こぼした声は、今までの気を張ったものではなく、年相応の少女の悲哀じみたものだった。

　彼女の言葉を信じるのなら、今、バルベリオもアルウィーンもここにはいない。

　彼女を説得するのなら、このタイミングしかない。

「リフェル、聞いてほしい。キミは──」



「騙だまされちゃ駄目よ、リフェル」



「──あ？」

　いつの間にか、アルウィーンがリフェルを支えるようにしてそこにいた。

「な──いつの間に！」

「あの人は悪い吸血鬼。だってそうでしょ？　今まで私たちは、あの村を襲った吸血鬼と、その仲間を倒すためにここまで来たんだもの。そうよ。私と、二人で」

　僕の方を見ようともせず、アルウィーンはリフェルの顔を両手で包み込むようにして、その視界を自分の顔以外を映さないようにする。

　まるで、自分以外を信じさせないように。

「あ、アル？　でも、あいつ──」

「それに、あの人嘘うそ吐つきよ？　だって──この近くに、あの茶色い髪のメイドさんがいるんだもの」

「…………っ」

　確かに、一人で来たというのは嘘だ。

　屋敷の三人には、僕にも解わからないよう、付近に隠れてもらって様子を窺うかがう手て筈はずになっていたが──。

　愛あい恋こ、見つかってんじゃねぇよ。

　いや、今はもうしょうがない。こうなったら、リフェルに恨まれることになっても、アルウィーンを殺すべきだ。

　そう判断して、アルウィーンに駈かけ出すが、僕よりも、アルウィーンの言葉（嘘）の方が早かった。

「一人で来たなんて嘘を吐く人が、本当のことを言うわけないじゃない。さっきの話は全部出で鱈たら目めよ。だから──ね？　今まで通り」

「今まで、通り」

　リフェルの顔が、ゆっくりと僕を見る。その瞳ひとみに、自我があるようには思えない。

「ほら、また吸血鬼が私たちを襲おうとしているわ。だから──全部倒さなくっちゃ」

「あ、ぁあ、あっ」

　アルウィーンの言葉が切っ掛けになったのか、リフェルの瞳が揺れる。

　その表情が、憎悪でも憤ふん怒ぬでもなく──純然たる恐怖を、表した。



「死ね、化物ぉぉぉぉぉぉぉぉおおおおおおおおっ!!」



　一瞬で精製された黒い灼しやく熱ねつ弾は、今までの比にならないほどの大きさ。全長約一メートル。

　その灼熱弾が、小さい灼熱弾と変わらぬ速度で撃ち出される。

「う──わっ？」

　衝撃を覚悟した瞬間、襟を引っ張られると同時に、軽い浮遊感。

　背後では、灼熱弾が何かに着弾したのか、今まで以上の爆裂音が響きわたる。

　それを確認する間も無く、僕は空中に放り出されたと思ったら、もふっとした感触が僕の全身を包んだ。

「え、あ、祢ね亜あ？」

「兄上様、大丈夫？」

　見れば、獣毛豊かな巨大な白猫──完全に《変身チエンジ》の能力で獣化した祢亜が、僕を背中に乗せていた。

　どうやら、灼しやく熱ねつ弾が着弾する前に、僕を咥くわえて跳とび退すさってくれたらしい。

「──って、そうだ、リフェルは！」

　慌てて視線を戻すと、既にアルウィーンの姿は無くなっていた。

　代わりにリフェルが、頭を抱えて震えながら、何かをぶつぶつと呟つぶやいている。

　いずれにせよ、止めなきゃまずい。彼女の能力は周辺への被害が大きすぎる。

「祢ね亜あ、アルウィーンを追って。まだ遠くには行っていない筈はず」

「う、うん」

　祢亜から下りて指示を出すが、祢亜はすぐには動こうとしなかった。

「祢亜？」

「あ、兄上様、リフェルのこと……」

「助けるよ。約束する」

「──うん。祢亜も、アルウィーン、捕まえる」

「うん」

　僕の答えに安心したのか、祢亜はそのまま白い巨体で、風のように駆け抜けていく。

　瑠る姫き乃のと愛あい恋この姿は見えないが──やるしかない。

「さぁて、結局素手で戦うことになっちまったな……」

　当然、不安しか感じていないけど。



　　　　　　　　　★



　瑠姫乃は、バルベリオと交戦していた。

　物陰からいつでも飛び出せるように、凛りん斗ととリフェルの様子を窺うかがっていたのだが、自分とは反対側に、自分と同様に凛斗たちの様子を窺っているバルベリオを見つけたのだ。

　これは好機では、と考え、『虚うつ炉ろ咬がみ』を構えて近づいたが、運悪く見つかってしまった。

　しかし、以前と違い、すぐに逃走しようとしないバルベリオに、まだ好機は残されていると判断し、そのまま斬りかかる。

　そのまま、バルベリオと瑠姫乃の、闇やみ夜よの中で舞踏のような交戦が始まった。



　　　　　　　　　★



　愛恋は、バルベリオと交戦していた。

　瑠姫乃とはまた別の場所から凛斗たちの様子を窺っていた愛恋だったが、近くから軽い衝撃音を聞きつけ、そちらへと注意を向けると、瑠姫乃とバルベリオが交戦しているのが見えた。

　自分の居場所がいつの間にかアルウィーンにばれていたこと、リフェルがまた凛りん斗とを襲おうとしている直後だったために僅わずかな逡しゆん巡じゆんはあったが、祢ね亜あが凛斗を救出したのを見て、即座に瑠る姫き乃のの元へと駆けていく。

　そのまま、瑠姫乃と合流し、バルベリオを討つべく、メリケンサックを握り込んだ。



　　　　　　　　　★



　祢亜はアルウィーンを追いかけていたのだが、その姿は既に巨大な白猫ではなくなっていた。

　その原因は、アルウィーンの逃げる道がとにかく細く、また進みにくく、そしてアルウィーンには都合のいい逃げ道になっていたからだ。

　そのため、祢亜は巨体のまま追いかけることが不可能となり、猫耳と尻尾しつぽが生えた半獣の姿で追いかけている。

　当然、能力を含め、祢亜の方が身体能力は高いため、じわじわと距離を詰めてはいるものの、まだまだ追いつけない。

　それでも祢亜は、凛斗を信じて追いかけ続ける。

　問題があるとすれば、巨大な白猫の姿から半獣の姿になった際、まだ衣服ごと能力を使えないために全裸になってしまっていることだろう。

　勿もち論ろん祢亜も恥ずかしいのだが、優先すべきことを彼女が間違えることは無かった。

　そんな追いかけっこは、まだ始まったばかりだった。



　　　　　　　　　★



「が……かっ、くっそ……」

　リフェルがアルウィーンに唆され、暴走のような状態になってから、僕は既に一回殺された。

　その後、二人目の僕が爆風に紛れるようにして、路地裏にあった非常階段の裏側へと身を潜めようとしたのだが、その際に再度放たれた灼しやく熱ねつ弾の余波で、左腕が肘ひじから先が弾はじき飛ばされていた。傷口は制服の裾すそを千切って止血のために巻き付けたが、それでも血は少しずつ流れていく。

「あぁ、もう、無駄に能力使うわけにはいかないってのに……！」

　ここで《幽躯別身マインドアウト》を使うのは簡単だが、使ったところでリフェルを止められなければ、文字通り無駄死にとなる。

　かといって、このままだと失血で魔力と体力が尽きる。

「とすれば、やることは一つ、か」

　次にリフェルと相対した時、今の僕を囮おとりにして、《幽躯別身マインドアウト》で背後を取って昏こん倒とうさせるしかない。

「ったく、せめて『月つき削そぎ』は欲しかったんだけどなぁ……」



「見つけたぞ、化物」



「は？」

　愚痴る僕の真上。非常階段の出入り口から、リフェルが僕を見下ろしていた。

「死ね」

「くそ、マジかよ！」

　精製された小さな灼しやく熱ねつ弾が、非常階段ごと僕へと叩たたき付けられる。

　直撃こそ避けたが、凄すさまじい衝撃で僕は路地裏から吹っ飛ばされ、車道に受け身も取れずに転がった。

「が、っつ」

　左腕の傷口から肉を抉えぐられるような痛みが走り、起き上がることもできずに転げ回る。

　しかし、そんな僕にリフェルが路地裏から近寄ってくる。

　あの衝撃の中でも本人が無傷ってことは、彼女の身体能力が高いのか、もしくは衝撃を避ける手段を持っているのか。

　いずれにせよ、この場面で僕にできるのは、隙すきができるのを期待して逃げ回ることだけだ。

　とにかく生き残ることが先決。

　周囲に隠れる場所が無いかと、リフェルから意識を逸そらさずに視線を巡らせていると。

　ボボボッ、と連続した発火音のようなものが聞こえてきた。

　その正体は、リフェルが灼熱弾を三つ同時に精製した音だった。

「嘘うそだろっ!?」

　想定していなかったわけじゃない。実際、最初に会った時、リフェルは二つ同時に精製していた。だったら複数の精製も可能だとは思っていたが──この精製速度は、完全に予想外だ。

「消えろ化物！」

「冗談じゃねぇ！」

　もう方向なんて確かめている場合じゃない。気合で立ち上がり、リフェルから距離を取る。しかし、灼熱弾は正確に僕へと放たれる。

　まず、一発。

「──ぐ、ぉっ」

　右に跳とび退すさるようにして、どうにか躱かわす。そこを予想していたかのように、二発目が放たれる。

「ぬ、このっ！」

　ただでさえ左腕が無い状態でバランスが不安定なのに、跳んだばかりで姿勢を直す間もない時への一撃。それは上体を逸そらして避ける──前髪かすめた！

「これで」

　同時にリフェルの声が間近で聞こえた。

「は？」

　仰向けに倒れそうな状態で視線だけ向けると、右手に小さな灼しやく熱ねつ弾を構えたリフェルが僕に向かって突っ込んできていた。

「終わりだぁっ！」

　直撃。躱す余裕も無い僕は、何の抵抗もできずに顔面へと灼熱弾を叩たたき込まれて、即死した。



　　　　　　　　　☆



「冗談じゃないっての」

　僕がリフェルに爆殺された車道沿いにあった有料駐車場。そこの車の裏側に隠れるように、僕はリフェルがいる場所を窺うかがっていた。

　僕の死体は、既に灰になって消滅している。

　これで、能力は二回使った。傷は無くなっているけれど、能力を補給無しに使えるのは一回。──死ねる回数も、また同じ。

　問題なのは、僕自身を囮おとりにして行える奇襲の回数も、一回ということだ。

　つまり、失敗は死を意味する。

「大体、何でリフェルはあんなに暴れてるんだよ。せめてその原因が解わかれば、かける言葉の一つでも考えるってのにさ」

　ぼやきながらも考えてはみる。

　アルウィーンはリフェルに、僕が敵であると強く訴えていた。

　それに対してリフェルの反応は、何と言うか、いきなり感情が爆発したって言えばいいのか……。

「寧むしろ、あれは……」

「そこに隠れているのか、化物」

「!?」

　予想以上に近くで聞こえた声に、思わず悲鳴を上げそうになるが、咄とつ嗟さに口を塞ふさいでどうにか堪える。

　リフェルの物言い的に、まだ確信しているわけじゃないだろう。勿もち論ろんそれは時間の問題だが、時間は一秒でも多く、稼げるだけ稼ぎたい。

「隠れていないで出てこい──殺してやる」

　さっきから、リフェルの感性が鋭すぎる。隠れても隠れてもすぐに見つけられる。わざわざ《幽躯別身マインドアウト》で遠くに自分を作り出しても、だ。

　それとも、何らかの手段で僕の位置を把握している？　だとしたら、どうやって？　灼しやく熱ねつ弾の能力を応用してもそんなことが出来るとは思えないのだけど……。

「出てこないなら、ここの車ごと消し飛ばすまでだ」

　やべ。これ以上はまずい。

「──くっそ！」

　僕は即座に車の陰から飛び出す。

　駐車場の入り口に立っていたリフェルは、目め敏ざとく僕を見つけると、即座に小さな灼熱弾を撃ち込んでくる。

「──ぅ、ぉおおおおっ！」

　これ以上逃げ回って進展が無いのなら、いっそのことこっちから仕掛けるしかない！

　僕は、目を凝らして灼熱弾を見て、軌道を予想し、前進しながら体を捻ひねって灼熱弾を避ける。

「っ、はぁっ」

　灼熱弾が脇わきを掠かすめて、背後で衝撃を撒まき散らす。その衝撃に乗るように、僕はさらに前進。

　さらに撃ち込まれる小さな灼熱弾。今度は二発。視線は絶対に逸そらさないように、とにかく目を凝らして軌道を予想し、身体からだを動かす。

　さっきよりも弾速が速く感じる。実際は距離が縮まったからそう感じるだけだろう。

　それでも歯を食いしばり、交差するように放たれた灼熱弾を、姿勢を下げながら躱かわし、遂ついにリフェルまであと三歩の距離まで詰める。

　一歩目。下げ過ぎた姿勢を戻しながら、勢い任せに右腕を伸ばす。

　二歩目。背後で二つの灼熱弾が爆裂する。その勢いに負けないように、飛び込むように前進。

　そこでリフェルの表情に驚きよう愕がくと──強い恐怖が浮かぶ。

　三歩目。僕の伸ばした右腕がリフェルの顔面を掴つかむ。リフェルは右手に灼熱弾を精製して、僕の顔面を狙ねらう。

　その伸ばされたリフェルの右手を、僕は左腕で外側に弾はじいて、飛び込んだ勢いのままに、僕はリフェルを駐車場のコンクリートに叩たたき付けた。

「──っはぁ！」

　ゴガンッ、と固い衝撃音。それでも《屍喰グール》にやるほど力は籠こめていないので、頭ず蓋がいが割れていることは無いだろう。

　とにかく、リフェルを押し倒した僕は、暴れられる前に急いでマウントポジションを取り、右腕でリフェルの両腕を押さえ込んだ。

「──あー、もう。やっと捕まえた」

「い、いやだ、止やめろ！　放せぇ！」

「のわ、ちょっ、待て待て、落ち着け！」

「嫌だ！　嫌だぁ！」

　リフェルは、先程までの冷酷さから一転して、子供のように暴れだす。

　その表情は今にも泣き出しそうなほど恐怖に歪ゆがんでいる。

「……まさか」

　これほどの拒絶。恐怖。そして彼女の経歴。

　考えてみれば。それは驚くほどぴったりと当て嵌はまる。

「吸血鬼──ってか、吸血種に対する、心的外傷トラウマ、か？」



　　　　　　　　　★



　祢ね亜あは、アルウィーンを追うことを諦あきらめていた。

　何な故ぜなら、どれだけ追いかけても追いつける気配が無い。しかもこちらが必死で追っているのに、相手は余裕に見える。

　だから、祢亜は追いかけるのを止めて──回り込むことにした。

　一度、制服を脱ぎ捨てた場所まで戻り、衣服を着直してから、細い道に逃げられても大丈夫なように、半獣の姿のまま、アルウィーンの匂においを辿たどる。

　何しろ、彼女は猫科──肉食獣の特性を得ている。だからこそ、息を潜め、静かに近づき、獲物に喰くらいつく方が、ただ追い掛け回すよりはるかに効率的なのだ。

　案の定、アルウィーンは追いかけてこなかった祢亜を探しているのか、路上の中途半端な場所できょろきょろと周囲を見回していた。

　祢亜は、息を殺したまま少しずつアルウィーンへと近づいていく。

　師匠から、とにかく狩りを身に付けろ、と言われ、そのための技術を叩き込まれた祢亜にとって、アルウィーンは隙すきだらけだった。

　その時、不意にアルウィーンは何か四角い物を取り出し、それに向かって何事かを喋しやべり始めた。

　祢ね亜あは耳を澄ませて、その言葉を聞きとる。獣性の聴力は、これだけの距離──三十メートル以上離れていても、きっちりとその声を拾った。

「リフェル。あの男はリフェルのいる場所の左側にある駐車場、そこに隠れてるみたい。吸血鬼は何を企たくらんでいるのか解わからないから、気を付けてね」

　それだけ言って、アルウィーンは四角い物、おそらくは通信機をしまい込み、また周囲を見回し始める。

　それを見ていた、そして聞いていた祢亜は、アルウィーンが凛りん斗との居場所を知る手段を持っていると判断する。同時に、先程、アルウィーンがリフェルの前に現れた時のこと、愛あい恋こがアルウィーンに見つかっていたことも思い出す。

（……もし、アルウィーンが、兄上様や愛恋を直接見つけているわけじゃないのなら）

　実際、今までの中で一度着替えるために目を離したことを考えても、凛斗の居場所を探るようなことは無かった。

　そう考えた祢亜に、思い出すことがあった。

（師匠から教わった、吸血種の能力の一種、……確か、『千里眼』、だっけ）

　今いる場所からかけ離れた場所を視みることができる、《干渉メドル》の能力。

　細かな差異こそ多々あれど、確かにそれが当て嵌はまっていた。

　しかし、同時に祢亜に一つの疑問が浮かぶ。

（じゃあ、何で、祢亜のことは見つけられないの？）

　ここまで近づいているのに、確実に息の根を止めるために近寄っているのに。アルウィーンは祢亜に気付いた様子を全く見せていない。

（もしかして、演技？　あそこに、何か罠わながある……？）

　いつもの態度からは考え難いが、祢亜も瑠る姫き乃のたちと同じ師匠から戦闘技術や知識を学んだ身。その思考は、戦場においては鋭敏に働く。

　しかし、実戦経験は、屋敷の中では最短。こういう状況で、何が正しいのか。単身で判断するには、彼女は自分に自信を持っていなかった。

（どうする──どうしよう）

　迷いながら、それでも息を潜めつつ、じりじりとアルウィーンとの距離を詰めていく。

　アルウィーンは、まだ気づいた様子を見せない。



　　　　　　　　　★



「ひっ、ぅ、ぅあ……」

「えーと」

　ついに暴れるのを止やめて泣き出しちゃったよ、リフェル。

　まずいなぁ、この状態を誰だれかに見られたら、確実に通報されるよね。

「あー、ちょっと、話、聞いてくれる？」

「ひっ……」

　声をかけただけでこれである。これはもう荒療治をするしかないか。

「ちょーっとごめんね」

「ぁうっ」

　バチンッ、と。加減無しで、思いっきりリフェルの顔を左手で引っぱたいた。

　引っぱたかれた衝撃で顔が左に向いたリフェルは、数秒動きを止めていたかと思うと、ゆっくりと顔を上げた。

「な、……え？」

「お、気が付いた？」

　その表情に、先程までの恐怖が無くなっていた。どうやら正解だったらしい。

「お前……、リント？」

「そういうキミはリフェルでしょ？　さっきまで、自分が何してたのか、覚えてる？」

「え……、確か、お前からいろいろ聞いて、そしたら、アルウィーンが、全部嘘うそだって言って……」

「うん、それで？」















「それで──、ぁ、ぅあっ」

「はい、ストップ」

　また暴れ出しそうになったリフェルの視界を左手で覆う。

　少し不安だったが、それでリフェルはどうにか落ち着いてくれた。

「……あぁ、悪い。私、たまに、あの時のことを思い出すと。凄すごい怖くなって──」

「そりゃあね、いきなり吸血種に村をめちゃくちゃにされて襲われたら、心的外傷トラウマになってもおかしくは無いよ」

「トラ、ウマ？」

「うん」

　リフェルを押さえ込んだまま、僕は肯うなずいた。

「たぶん、アルウィーンはキミの心的外傷トラウマを利用して、暴れさせたんだろうね。キミに水筒を持たせたのも、あの暴走じみた暴れ方で魔力が尽きるのを懸念したからなんだと思うよ」

　もっとも、それを考案したのは、確実にアルウィーンの主であるバルベリオなんだろうけど。

　本当、胸むな糞くそ悪い奴やつ。

「……水筒。あの中身は、知ってるか？」

「え？　うん。血液でしょ？」

「あぁ。あれは人の血を吸うことを厭いとった私のために、アルの血を入れていると、本人から聞かされている。私も、一度も疑ったことは無かった」

「それ、どういうこと？」

「水筒は、一本約五百ミリリットル。四本で二リットル。……一人でどうこうできる量じゃない。……そんな当たり前のことに、今更になって気付いたんだ」

「もしかしたら、あの中身は赤の他人の血かもしれない、ってことか」

　彼女は、僕が告げた事実を受け入れ始めているのだろう。

　だからこそ、今まで見えていなかったことが見え始めているのだろう。

「それで、キミ。これからどうするつもり？　まだ僕と殺し合う？」

「…………いや、アルと、話したい」

　リフェルは、争う気が無いことを証明するように、身体からだから力を抜いた。

「僕はお勧めしないけど。たぶん、また彼女の口車に乗せられて、僕たちを襲うことになると思うよ？」

「……かもしれない。だから、お前と一つ約束をしたい」

「うん？」

「お前は、ここに一人で来てくれなかった。でも──それ以外では、嘘うそを吐ついているとは思えない」

「まぁ、そのこと以外では確かに嘘うそは吐ついていないね」

「でも、一人で来れなかった理由も、解わからないでもない。私だって、敵から呼び出されたら、罠わなを警戒する」

　そう言うリフェルの声音は、しかし今までで一番弱々しく感じさせるものだった。

「だから──約束してくれ。もう嘘は吐かないって。もう嘘は吐いていないって。私に本当のことを──正しさを、信じさせてくれ」

「……いいよ」

　敵だけでなく、親友にも騙だまされ続けてきたからこそ、自分を保つために拠より所どころを欲している。今の彼女には、そんな弱々しさが見える。

　だからこそ、僕は即座に肯うなずいた。

「君に嘘は吐かない。少なくとも、キミが何に巻き込まれて、どんな状況に陥ったのか。本当の敵は何なのか。ちゃんと教えてあげる。もし僕に解らないことでも、きっちりと調べ上げて、君に本当のことを教える。約束するよ」

「……信じて、いいのか？」

「うん。その証拠に、まず一つ教えてあげる。──僕が魔力の補給無しに能力で死ねるのは、後一回だけだ」

　もしかしたら、このことはリフェルを通してアルウィーンやバルベリオに伝わっているのかもしれない。それでも、僕は話した。

　それだけ、今のリフェルに伝える価値があると思ったから。

「何なら、試してもいいよ。所しよ詮せん僕は囮おとり程度しかできない雑魚だからね。あと二回、僕を殺せば──僕は完全に死ぬだろうね」

「お前……！」

　押さえつけていたリフェルの腕を解放して、その手を僕の喉のどに添えさせる。

　これで、喉を圧へし折るか、このまま灼しやく熱ねつ弾を精製すれば、それだけで僕は死ぬだろう。勿もち論ろん、その後で現出した僕も、同じ方法で殺させるつもりだ。

　だって、僕一人が死ぬだけで彼女が瑠る姫き乃のたちに協力してくれるのなら、単純な戦力としてはプラスになるのは明白なのだから。

「どうする？」

　念を押すように、最後に訊たずねると、リフェルはその目から険を抜いて、ポツリと呟つぶやく。

「そんな覚悟、疑えるわけ、ないだろ……」

「ん？」

「……私の右耳に、通信機がある」

　言われてみてみると、確かにヘアバンドと髪に隠れるようにして、耳に付けるタイプの通信機があった。

「私は、基本的にこれでアルから情報を受け取っていた。研究施設を襲った時も、バルベリオを追ってこの国に来た時も。お前たちの屋敷を襲った時も、だ」

「もしかして、アルウィーンと顔を合わせたのって、久しぶりだったの？」

「あぁ、あのホテルで会った時が、四ヶ月ぶりのことだった」

　成程。だからあの時、リフェルは這はってでもアルウィーンの顔を見るために、必死だったのか。

「顔を合わせなかったのは、意図的だろうね。ねぇ、キミはアルウィーンの目の色って知ってる？」

「目の色……？　私と同じ、蒼あおだが……」

「あのサングラスの下、目の色は赤かったよ。濁った赤色。……《屍喰グール》とか、吸血種の影響を強く受けている人がなる色だ」

「な、それじゃあ！」

「さっき、僕と話した時、解わかってたんでしょ？」

　念を押すように訊たずねると、リフェルは悔しそうに目を瞑つぶる。

「どうにも、ならないのか？」

「いや、バルベリオを倒せばいい」

「……何？」

　僕の答えにリフェルの顔に覇気が戻る。

「《兵儡レインク》の特徴でね。親にあたる吸血種が死ぬと、だんだんと相手への狂信性が薄れていって、最後は普通の吸血種──って言っても、元人間だから《魔従セキユル》っていう自由意思が持てる状態になる」

「そ、それは本当か!?」

「うん。僕も祢ね亜あも、その《魔従セキユル》だよ。それとも、キミには、僕が瑠る姫き乃のに対して狂信的に見えた？」

「……いや、確かに見えなかったけど」

　それ、僕が従者っぽくないってことだよね。別にいいけど。

「でも、そうか。アルを、助けられるんだな？」

「キミが協力してくれればね」

　リフェルは、今まで見た中で一番明るい表情で僕に訊ねてきた。

　この笑みを裏切る理由は、今の僕には見当たらない。

「任せろ。……だけど、取り敢あえず」

「ん？」

　唐突に、リフェルは恥ずかしそうに視線を彷徨さまよわせる。

「お、下りてくれないか？　その、動けないというか、何と言うか……」

「え、あ！　ごめんごめん！」

　未いまだに押し倒していたことを思い出し、慌てて跳び起きるのだった。



　　　　　　　　　★



「──くぅっ」

　瑠る姫き乃のは、バルベリオを相手に苦戦していた。

　相手の速度が、想像以上に速かったのだ。

　対して、バルベリオは笑みを浮かべたまま、踊るように瑠姫乃の振るう『虚うつ炉ろ咬がみ』を躱かわし続けている。

　純粋な身体能力の差、というよりも、攻撃してくる瑠姫乃に対し、回避に徹している、という様子だ。

　何な故ぜ、攻撃してこないのか。瑠姫乃の中に疑問は尽きないが、だからと言って攻撃を緩めるわけにもいかない。

（私一人でしか相手をしていないとはいえ、僅わずかでも諦てい観かんを見せるわけにはいかない！）

　いずれにせよ、瑠姫乃は攻撃を続ける他ほかに手段が無かった。



　　　　　　　　　★



　愛あい恋こはバルベリオと交戦しつつも、困惑していた。

　彼女は、バルベリオと瑠姫乃が交戦している様子を見て、瑠姫乃に加勢するべくここへ来たのに、いつの間にか瑠姫乃の姿が見えなくなっていた。

　いや、寧むしろ──瑠姫乃は、そもそも自分に気付いている様子が微塵も無かった。

　あの時に見た瑠姫乃は見間違いだったのか。その答えも出せないまま、ひらひらと踊るように躱すバルベリオに、猛攻を繰り返す。

　身体も感性も能力で向上させているのに、バルベリオには一向に当たらない。

（この男の能力は、《干渉メドル》の筈はず。もしや、その能力でこちらの狙ねらいを僅かに逸そらされている？　──ならば）

　より速く、それこそ相手の能力が追いつかないほどの速度で拳こぶしを撃ちだすまで。

　愛恋は、バルベリオをしっかりと見据え、より一層力を込める。

　必殺の一撃を撃ち込む隙すきを、しっかりと見極めるために。



　　　　　　　　　★



　瑠る姫き乃のは、バルベリオの動きに若干の焦りが加わったのを見逃さなかった。

　そのままより一層踏み込むと、バルベリオは先程までより確実に力を込めて後退する。

　その着地する際、軸足になった左足を見据え、瑠姫乃は叫ぶ。

「──閉じろ！」

　同時に、地面から生じた黒い箱が、しっかりとバルベリオの左足を捕える。

（──殺とった！）

　その確信と共に、瑠姫乃は『虚うつ炉ろ咬がみ』を構えて踏み込んだ。



　　　　　　　　　★



　愛あい恋この目の前。バルベリオが、大きな挙動で後退した瞬間、その動きが僅わずかに不自然に止まった。

　これは誘いか、という考えが浮かぶが、それでも一撃で倒せるなら、と一歩を踏み込む。

　実際、バルベリオは先程までの機敏な動きを見せないままだった。

（これは──入る）

　握り込んだ拳こぶしを構え、一歩、強く踏み込んだ。



　　　　　　　　　★



「ふふ、残念でした」

　一転して見せた、バルベリオの歪ゆがんだ笑み。

　同時に、瑠姫乃が踏み込んだ先、バルベリオの姿が消える。

　同時に、愛恋が踏み込んだ先、バルベリオの姿が消える。

　両者の視界から消えたバルベリオの代わりに映ったのは、互いの姿。

　瑠姫乃が刺突を向けた先に、拳を構える愛恋が。

　愛恋が構えた拳の先に、『虚うつ炉ろ咬がみ』を構える瑠姫乃が。

　二人は同時に理解した。

　バルベリオの能力は、瑠姫乃が体感したもの──相手の認識を別のものへと変える程度だと考えていた。しかも、認識を操作できる対象は一人だけだと。

　しかし、バルベリオは認識を変えるだけでなく、消すこともできた。

　だから瑠姫乃は合流した愛恋に気付かなかった。

　だから愛恋は先に交戦していた筈はずの瑠姫乃を見失った。

　二人は──バルベリオによって互いの姿を認識できないようにされていたのだ。

　一度能力を使って騙だまされているからこそ、同じ過ちを繰り返さないように警戒していたからこそ、別の方向性にまで、思考が回らなかった。

　だが、後悔しても遅い。互いに必殺の攻撃が、既に不可避の距離で互いを狙ねらっている。

「──く、そぉぉぉぉぉおおおおっ!!」

　最後まで騙された。その悔しさに、瑠る姫き乃のが叫び声を上げた。



　　　　　　　　　★



「──ごぉ、ぎゃあっ！」

　胸部に突き刺さる黒い刀と左脇わき腹ばらを吹き飛ばした拳こぶしの衝撃で、喉のどから勝手に悲鳴が這はい上がる。

　その痛みは絶大だったが──後悔は無い。

　僕が間に入ったから、瑠姫乃と愛あい恋こは無傷で済んだのだから。

「な、──あ？　凛、斗？」

「げっぶ、ぅ、べ……」

　驚きに目を剥むいている瑠姫乃に応こたえようとしたけれど、喉から呻うめき声と一緒に這い上がってくる血液に阻まれてしまった。















「な、凛りん斗と！　貴方あなた、何な故ぜ……！」

　素早く拳こぶしを引いた愛あい恋こが、既にまともに立つことのできない僕の身体からだを抱えつつ呼びかけてくる。

　にしても、何故って。

　そりゃあ、あんな場面を見せられたら、僕だって必死にもなりますよ。



　　　　　　　　　☆



　五分ほど前。

　ようやくリフェルの協力を得られた僕は、まずは他ほかの人たちと合流するべく、リフェルと一緒に周囲を歩き回っていた。

　その途中、誰だれかが駆け回るような音が聞こえてきたので、そちらに向かってみれば、瑠る姫き乃のと愛恋がバルベリオと戦っていた。

　逃げることに徹しているバルベリオが、逃げ出す様子を見せていないことに違和感を覚えながらも、急いで加勢しようと駆け寄っていったら、何故か瑠姫乃と愛恋が全力でお互いに必殺の攻撃を叩たたき込もうとしているのが見えた。

　それがバルベリオの仕業であるとすぐに思い至った僕は、間に合うことを祈り、二人の間に向けて《幽躯別身マインドアウト》を発動させた。



　　　　　　　　　☆



　瑠姫乃と愛恋の間に出現させた僕が消えていく。

　運が良ければ生き残ってくれるかなー、とか思ってたけど、世の中そこまで甘くは無いか。

　ていうか、あの二人に全力で攻撃されたら、そりゃ死にますよ。

「な、何だよ、今の？」

「バルベリオの能力だろうね。認識操作って言ってたけど。二人とも、警戒もしてなかったのかな」

　隣を走るリフェルに答えながら、僕たちは改めて瑠姫乃と愛恋に合流した。

「や、お疲れさん」

「──凛斗！　キミは、何故こうも無謀なことを！」

「でも、こうしなきゃ二人とも死んでた。違う？」

「ぐ……」

「お嬢様。今はただ感謝しておきましょう。──問題は、あちらです」

　歯は噛がみする瑠る姫き乃のを宥なだめつつ、瑠姫乃は視線を車道の先へと向ける。

　そこには、バルベリオが余裕の笑みを浮かべていた。

「いやいや、君のその能力、随分と面白いね。現出範囲は──目視圏内かい？」

「答える義理は無いね。外道」

　いきなり図星を指されるが、それを表情に出さないように吐き捨てる。

　そう答える僕の隣、リフェルが僅わずかに震えていた。

　恐怖と、憤ふん怒ぬ。

　抑え切れないその感情を、彼女は親友のために抑え込んでいるのだろう。

「つーか、二人とも油断し過ぎ。認識操作の類たぐいには、あらゆる幻覚を想定しろって、師匠が言ってたじゃん」

「……返す言葉も無いな」

「面目次第もございません」

　ただ、二人の気持ちもわからないでもない。

　これだけコケにされて、卑劣な手段を使っている張本人が目の前に現れたのだ。自覚が無いほどに感情的になっても、おかしくは無い。

　ただ──それじゃあ相手の思う壺つぼだ。

「リフェル、さっき言ったこと、覚えてるね？」

「……、任せろ」

　震えながらも応こたえたリフェルに、バルベリオが粘つくような声をかけてきた。

「おや？　リフェル君？　その人たちも俺と同じで、君の大っ嫌いな吸血鬼だよ？　殺さなくてもいいのかい？」

「五月蝿うるさい！　もうお前の思い通りになんかならない！　アルも、きっちりと返してもらうぞ！」

　リフェルが叫ぶと同時に灼しやく熱ねつ弾を精製し、それを迷うことなくバルベリオの足元へと撃ち出した。

「おっと」

　当然、バルベリオは余裕の表情でそれを避よけるが、車道に直撃した灼熱弾が爆発し、衝撃と煙を巻き上げる。

　一時的な目晦ましが消える前に、瑠姫乃と愛あい恋こに呼びかける。

「愛恋はリフェルと一緒に行って。詳しいことは話してある。瑠姫乃は、僕と一緒にバルベリオを止めるよ」

「考えはあり、か」

「まぁね。──ただ、能力はもう三回使っちゃった」

「……解わかった。愛恋、凛りん斗との提案で動くぞ。──開け」

　バチンッ、と空間が開く音と共に『月つき削そぎ』が両腕を覆う。

　同時に、リフェルは愛あい恋こを連れて、僕が指示した方向に駈かけ出す。それを確認するより早く、僕は立ち込める煙に突っ込んだ。

　そのまま煙の中を正面から突っ切ると──予想通り、煙が消えるまで待つつもりだったのか、バルベリオが突っ立っていた。

「そろそろ決着をつけようぜ、《捕食鬼ブレアー》」

「そうかい？　だったら、精々無様な死に顔を見せてくれよ、《共生者ジユーナー》」

　手甲でぶん殴ると、バルベリオはやはり回避するだけで、反撃する様子は見せない。

　それを見て、何となく、僕はバルベリオという吸血種の特性について理解できてきた、と思う。

　だが、それも確信じゃあない。もう少し確かめる必要がある。そのためには。

「閉じろ！」

　バルベリオの真下、地面から生じた黒い箱。しかし箱が閉じ切る前に、バルベリオは素早い動作でその場を離れ、僕たちから距離を取る。

「……瑠る姫き乃の、まずはあいつの行動パターンを見定めよう」

「あぁ、解わかった」

　不安要素は一つだけ。

　現状、僕は能力が使えないということだ。



　　　　　　　　　★



　祢ね亜あは、困惑していた。

　隠れながら次第に距離を取っていたアルウィーンが、唐突に慌てだしたのだ。

　その理由は、彼女の呟つぶやきから知ることができた。

「何で、どうして繋つながらないの、どうして応こたえないの!?　これじゃあ、バルベリオ様に迷惑をかけてしまうかもしれないのに……！」

（通信機が、壊れた？）

　何度も通信機を弄いじりながらそう呟いているアルウィーンに、既に余裕は見られない。

（もしかして、通信機で、兄上様の場所を教えていただけじゃなくて、リフェルを騙だまして、いた？）

　そう考えると、祢亜はアルウィーンが《兵儡レインク》であることを知っていても、怒りが湧わいてくる。

「もう！　あの男とメイドの居場所は視みればすぐに解るのに！　でも、バルベリオ様の許可無しに敵の前に姿を出すわけにもいかない……。どうしよう、どうすればいいの？」

　アルウィーンはヒステリックにぶつぶつと喋しやべり続けている。

（今なら、行ける）

　祢ね亜あはそう確信する。相手が警戒しているのなら、もっと近づかないとまずいが、あれだけ取り乱しているのなら、虚を突けば押さえつけるのは容易たやすい。

（──よし）

　覚悟を決め、十メートルまで迫った標的に狙ねらいをつける。

　そのまま両足に力を込めて、さながら弓矢の如ごとき疾走を──



「ちょいとごめんねー」



（!?）

　そいつは、唐突に祢亜の前に現れた。

　その唐突さに、しかし祢亜は動きを止めず、即座に獣の跳躍力で五メートルの距離を取った。それは本能からくる警戒心か、それともただの反射か。

　いずれにせよ、その行動は正しかった。

　何な故ぜなら、そいつの手には、奇妙な形状の、抜身の剣が握られていたからだ。

「だ、誰だれ？」

「んー、悪いけどさ、まだ君に名乗る気は無いんだよ」

　おどけるように、剣を握ったままそいつは両腕を広げる。

　精せい悍かんながらも穏やかな顔立ち。身に付けているのは、時代錯誤を思わせる青く装飾過多な軍服。両手には白手袋。髪は短めの銀髪。

　そいつは、見た目だけなら二十歳前後の男だった。

「ただね、できればあの子のことは見逃してくれないかなー、なんて思ってたり。その代わりと言っちゃあなんだけど、あのお馬ば鹿かさんは君たちにあげるからさ」

「お馬鹿、さん？」

「《空から繰くり魔ま侵しん》。今、君のお仲間が総力で殺そうとしてる奴やつさ」

　平然と吐き出された言葉に、祢亜は上う手まく言葉が出ない。

　男に対する疑問がいくつも湧わいては来るのだが、それが上手く纏まとめられないのだ。

　これは、祢亜の口下手なことや人見知りが原因ではあるが、それを差し引いても、大抵の者はこの男を前に上手く言葉を紡ぐことができないだろう。

　それほどまでに、この男の纏う空気は得体の知れないものだった。

「あぁ、ちなみに。ここは結界張ったから、あの子にばれることは無いよ。だから大声で話してくれても大丈夫さ」

「──!?」

　男の言葉は親切心からくるものなのか、しかし祢ね亜あにとっては、閉じ込められた、と思うほかにない。

　ならば、やることは一つ。

「フ──ゥ──ッ」

「あれ、何で威嚇するの？　回れ右してお仲間のところに行ってくれれば、見逃してあげるんだけど？」

「貴方あなたは、敵」

「……成程。いい教育を受けてるみたいだねー。でも、まだまだ」

　言いながら、男は軽い動作で剣を構えた。

「とはいえ、僕も実戦は久しぶりだからね」

　そう呟つぶやいた瞬間、祢亜は敵対したことを悔やむほどの寒気を感じた。



「加減を間違えて殺しちゃっても、僕のこと、嫌いにならないでね？」



　そう言って浮かべた笑みは、バルベリオの笑みすら無邪気に見えるほどに、邪悪に見えた。



　　　　　　　　　★



「こ、の！」

　思いっきり振り抜いた『月つき削そぎ』の拳こぶしは、あっさりと躱かわされ、より一層距離を空けられる。

「ほら、もっと頑張らないと追いつくこともできないぞ？」

「うるっさいなぁ！　鶏みたいに逃げてばっかのチキンにそんなこと言われたくねぇっての！」

「はは、ならそのチキンに追いつけない君は、とんだ鈍のろ間まだということになるんじゃないかな？」

「うっざいなぁ！」

　バルベリオはとにかく人の神経を逆さか撫なでするのが好きらしく、こっちが何かを言えば、すぐに嘲ちよう笑しよう混じりに言い返してくる。

　その笑みがあまりにも鬱うつ陶とうしいから、思わず大ぶりな攻撃をしてしまい、また避よけられて──と、半ば悪循環のような状態。

　瑠る姫き乃のは隙すきを見ては箱で捕えようとしてくれているけれど、それも上う手まくいかない。ていうか瑠姫乃。呆あきれた顔してこっち見ないで。いや、解わかってる、解ってはいるんだけど、とにかくムカつくんだよ、あいつ。

「さて──、そろそろ君たちの要望に応こたえる準備ができると思うのだが……」

「は？　どういうことだ──よ！」

　また妄言の類たぐいか、と思いながら左の『月つき削そぎ』を振り抜く。

　バルベリオはそれも容易たやすい様子で躱かわしながら、気き障ざったらしく両手を広げた。

「いや、さっきから君たちが僕の手を引き出そうと必死なのがよく解わかったからね。それに応えてあげようか、と思ってね」

　バルベリオのそんな言葉とほぼ同時に、遠くの方から妙な騒がしさが耳に届く──っていうか、これ、近づいてきてない？

「まさか、お前、一般人でも呼びよせたのか!?」

「いやいや、人間なんていう無能を呼んだところで、餌えさにはなっても面白みには欠けるだろう？　俺が呼んだのは、君たちのお仲間だよ」

　バルベリオが言い終わると同時に、白いバンがいくつも車道を走ってきて、急停車したものから、武装した人たちがぞろぞろと出てくる。

　その中の代表格っぽい人が、声高に叫んだ。

「目標、《空から繰くり魔ま侵しん》！　他ほかの者は味方だ、間違えるなよ！」

『応！』

　威勢よく重火器や刃物を構える乱入者たち。その服装には、見覚えがあった。

「な、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』？」

　これは、確かに僕たちの仲間と言っていいだろう。でも、何だってこんなことを──

「くくっ、くかっはははははは！　さぁ！　ゲームの時間だ！」

「え？」

　叫ぶバルベリオに振り向くと、同時に『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の方々も、頼もしいほどに統率された動きで、一気にバルベリオに向かって突っ込んでいく。

　普通なら絶望的な状況で、敢あえて自分からその状況を作った《捕食鬼ブレアー》は、あのぶん殴りたくなるほどに歪ゆがんだ笑みで、哄こう笑しようした。



「《共生者ジユーナー》諸君！　精々僕を捕まえてみることだ！」



　そう叫びながら、バルベリオは自ら、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』たちのど真ん中へと飛び込んでいく。

「何のつもり──」

　ふと、悪寒がした。

　例えばの話だが、武装した集団の中で、自身へ向けられている認識を他者に置き換えられるバルベリオが飛び込んだ場合、どんなことが起きるのか。



「あんたたち、そいつに手を出すな────!!」



　僕は全力で叫ぶが、既に遅かった。

　隣同士、味方同士である筈はずの『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の兵隊たちは、バルベリオを狙ねらって銃を撃ち、剣を振り上げるが──それは全すべて、仲間へと向けられる。

　バルベリオは、あの多人数から向けられる、自身への認識を、全て他ほかの人に押し付けているのだ。

「くっそ、瑠る姫き乃の！　閉じ込めていいからあの人たちを止めるのを優先してくれ！」

「解わかった──が、君はどうするつもりだ!?」

「『月つき削そぎ』があるから大抵の攻撃は防げる！　だから無理やりにでもあの外道を止めるんだよ！」

　バルベリオがどうして『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の兵隊にまで目を付けたのかは解らないが、それをこのまま放置するわけにもいかない。

　僕は意を決して、混乱しながらも仲間への攻撃を繰り返している『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の集団の中へと突っ込む。

　勿もち論ろん、このままバルベリオに向かって行っても、認識をずらされ、別の人をぶん殴るか、その隙すきに撃たれるか斬きられるだけだ。

　だから、僕は師匠の教えを必死に思い出す。

　確か、認識操作系の《干渉メドル》の能力と相対する時は、その本人を追うのではなく、その軌跡を見極める。

　たとえどれだけ自分の姿を誤認させようと、張本人が消えるわけじゃない。

　だから必ず、足跡や残り香のような、そいつが存在した痕こん跡せきが残る。

　重要なのは、それを見逃さないこと。

「ぅわぁ！」

「ぐぁ！　お前、どうして──」

　兵隊たちの悲鳴が聞こえる。困惑しながらも、それでもバルベリオを捕えようと必死になっている。

　その中で、より新しい声を聞き分ける。

　いくつも響く怒号と悲鳴。同時に、瑠姫乃の《改創閉塞ジエネレイトロツク》が閉じる音も混じってくる。

　僕は時折向けられる銃や剣を『月つき削そぎ』で防ぎつつ、新しく聞こえてくる声の方へとただすすむ。

　同時に、人垣の中に不自然な隙すき間まが見えてくる。それは声と同じく大事な痕跡。

　周囲の人を見る必要は無い。不自然な隙間を追いかけるように、突き進む。

「貴様ぁっ！」

　声が、耳元で聞こえた。目の前に続いていた隙すき間まが終わった。

　目は開いているが、人は見ない。もう明確な痕こん跡せきは見えないから、ただそこに、無心で『月つき削そぎ』を纏まとった右腕を突き出す。

「──な」

「掴んだぁ！」

　右手が確かに人の感触を掴つかむ。その時に僕の目に映ったのは、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の制服を着た見知らぬ男と、バルベリオがノイズ交じりに混ざったような姿。

　それが本物かどうか疑っちゃいけない。そう教えられた通り、僕は力ずくでその男を引き寄せて──その顔面を、『月つき削そぎ』を纏った左腕でぶん殴った。

「──ぶほっ！」

「やっと……」

　明確な感触。同時に周囲の暴動に似た混乱が、少しずつ静まっていく。

「やっとぶん殴れたよ、お前を！」

　僕の右手は、確かにバルベリオの左腕を掴んでいた。



　　　　　　　　　★



「んー？　何か向こうが騒がしいけど、バルベリオがはしゃいでいるのかな？」

　祢ね亜あの前に現れた得体のしれない銀髪の男は、呆あきれたような表情で、唐突に呟つぶやいた。

「あれねー、相手の数が関係無いのはいいんだけど、その相手が一人を狙ねらってないと意味ないんだよね。何せ共通の敵を誤認させる能力だからさ」

　男は本当に呆れているのか、肩を竦すくめながら柳りゆう眉びを下げた。

「ほんっと、バルベリオの能力って敵がいないと機能しないものばっかり。良くも悪くも敵次第なんだよねー、ほいっと」

「……く、ぅっ」

　男は喋しやべりながらも悠々とした態度で、背後からの祢亜の攻撃を容易たやすく剣で受け止め、軽い動作でいなしてから、その脇わき腹ばらを浅く斬きりつける。

「ぁう……っ」

　その浅い斬り傷は、いつもの祢亜なら耐え切れる程度の筈はずだったが、彼女はそれだけでバランスを崩し、路上に転がり落ちる。

　先程から、半獣の姿をした祢亜が、何度も何度も爪そう牙がで襲い掛かっているが、獣性の速度であるにもかかわらず、男はどの角度からの攻撃にも、どれほどの連撃にも、剣でいなしてしまう。

　しかも、その度にこうして体のどこかを浅く斬きりつけられていた。その数もこれで十三回目。

　それは、祢ね亜あが男に攻撃を仕掛け、またいなされた数でもある。

　傷一つが浅くとも、その数が多ければ出血量も増えていく。だから、今の祢亜はまともに受け身を取れないほどに消耗していた。

　しかし、それでも祢亜は歯を食いしばり、どうにか姿勢を立て直して、再度男へと躍りかかる。

「あの能力じゃあ、同士討ちを狙ねらえても、大勢の扇動、利用には到底向かない。実際、人一人を操るのに、元親友の《兵儡レインク》を使ってるのだって、それが原因さ──よっと」

「こ、の……！」

　男と祢亜の実力差は、絶望的なまでに差があるのは歴然。しかし、祢亜はそれを自覚していても、逃げるつもりは無かった。

　たとえ相手が見逃すつもりでも、本気でやる気が無くても、それが可能であるほどの実力差でも──その傲慢の隙すきを突くことはできる。そう考えているからだ。

「フ──シャアアッ!!」

　壁を蹴けり、男よりも高く飛び、頭上からの襲撃、それを男は右手で剣を掲げるだけで受けようとして──その瞬間、祢亜は制服を破りながら一気に膨張──巨大な白猫へと変化した。

「ぅわ!?」

　完全に、今までと同じ重量からの攻撃だと思っていた男は、一気に重量を増したその攻撃に、思わず膝ひざが沈み、押し潰つぶされそうだった剣に左手を添え、半ば強引に横へと逸そらした。

「せーのっ！」

「フギャッ」

　その勢いは、男の軽い動きに反して凄すさまじく、祢亜は複数の傷での消耗もあって、受けきることもできずに壁に叩たたき付けられる。

　そのままずるずると、白い巨きよ躯くを自身の血で赤く染めながら、路上に崩れ落ちた。

　そこで力尽きたのか、次第に能力が解けて、祢亜は人形に戻り、生まれたままの姿で横たわる。

　全力での攻撃を繰り返し、最後の手段も重いカウンターを返された祢亜は、これ以上戦闘を続けるだけの体力が残っていなかった。

「いやー驚いた。獣性の《変身チエンジ》なのは解わかってたけど、ここまで大きいとは思ってなかったよ。うん、優秀優秀」

　ぱちぱちと剣を握ったまま拍手しつつ、男は横たわる祢亜に近づいていく。

「基本的に、獣性の《変身チエンジ》は、完全に変身した姿によって優劣が決まる。その中じゃあ、君は確実に上位の性能だ」

　そうして祢ね亜あのすぐそばまで来ると、祢亜を観察するように足を止めた。

「だが、君には実戦経験が足りない。折角の獣性も、教科書通りの戦い方しかできないのなら、武器に頼る方がまだマシだ」

「……ぅ、う」

「ん？」

　淡々と評価を続ける男の足元。倒れ込んだ祢亜が、歯を食いしばりながら立ち上がろうとしていた。

　しかし、痛みと疲労で上う手まくいかないのか、またすぐに崩れ落ちてしまう。

「……素晴らしい」

　それを見た男が、その目を輝かせ、歪いびつな笑みを浮かべる。

「これほどまでに強い意志を持っている者は、歴戦の猛者にだってごく少数だ！　だとすると、僕は今、素晴らしいほどの幸運をつかんでいるんじゃないか？　だってそうだろう？　優秀な千里眼に、優秀な獣性！　この二人を見つけられたことは、幸運と呼ぶしか無いじゃないか！　──あぁ、これも大盟主様の導きかな？」

　そう叫ぶ男の言葉に、祢亜はある一つのことだけが引っ掛かった。

（千里眼……、やっぱり、アルウィーンの能力は、千里眼、だった？）

　もし、この男がアルウィーンのことを知っているのなら、その能力の詳細を訊きき出せるのかもしれない。そう思い、口を開こうとするが、失血と能力の乱用が彼女の想像以上の消耗だったのか、上手く舌が回らない。

　祢亜がそのことに感じたのは、絶望や諦てい観かんではなく、悔しさだった。

（兄上様に、任されたのに……！）

　それでも舌は回らず、ついには体を支えていた四肢の力も抜け、べしゃり、と自分の血でできた血だまりに崩れ落ちる。

「あぁ、済まないね。そのままじゃあ苦しいだろう？」

　そう言いながら、男は屈かがみ込み、嬉き々きとして祢亜を、驚くほど優しい手つきで引き起こす。

「いいだろう。君は僕に仕えるに相応ふさわしい。是非ともその血を──おっと」

　男は言葉の途中で言葉を止め、右手で掴つかんだのは、今にも自身の首を掻かっ切ろうとする祢亜の細腕だった。

「僕じゃあ不満かな？」

「……兄上、様、以外なんて……、絶対、やだ」

　満身創そう痍いであるにもかかわらず、祢亜は強い目で腕に力を入れ続ける。当然、男の首ではなく、自分の首を掻かっ切るために。

「それは残念」

　男は、実にあっさりと祢ね亜あを路上に下ろした。

「でも、ここでの勝者は僕だからね。君は諦あきらめるけど、勝者の特権として、あの子はもらっていくよ」

　そう言いながら男が視線を上げると。

「……ん？」

　男の目に映ったのは、アルウィーンがリフェルと対たい峙じしているところだった。
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　祢亜が軍服の男に倒される五分ほど前。

　凛りん斗との指示、そしてリフェルの要望で、愛あい恋こはリフェルと一緒にアルウィーンを探していた。

　当てがあるわけではなかったのだが、しかし周辺を駆け回っている中で、愛恋は妙な魔力の残ざん滓しの気配を察知する。急いでそこへ向かうと、路上で立ち尽くしているアルウィーンの姿を見つけた。

「アル……」

「待ってください、様子を窺うかがいましょう。……どうも、変です」

　すぐに飛び出そうとするリフェルを両腕で口と体を押さえ込み、すぐにビルの壁に姿を隠す。

　そのまま聴覚を強化して、アルウィーンが何か喋しやべっていないか確かめる。

「あぁ、だめ、ご主人様がやられちゃう……！　もう、何でこんな時にリフェルは出ないの……？　あぁ、でも、この状況で凛斗から目を離すなんて、ご主人様から目を離すなんてできないし……」

　アルウィーンは、明らかに狼狽うろたえながら、手元に握った物──おそらくは通信機を弄いじっている。愛恋にしてみればそれだけで何が起きているか判ずるには疑問が増えただけなのだが、その中で明確にできることだけを先に確認する。

「リフェル、貴女あなた、通信機なんて持っているんですか？」

　声量を抑える愛恋に倣い、リフェルも声量を抑えた。

「あ、あぁ。アルウィーンがバルベリオに操られている、って聞いてから、すぐに捨てたけど」

「英断ですね」

「私が馬ば鹿かだったって話だ。……それに、リントが、信じさせてくれるって、言ってくれたからな」

「自覚できただけでも十分ですよ。もっとも、凛りん斗とに関してはいろいろと思うことがありますが」

　そう答えながら、さらに壁から顔を覗のぞかせてより詳しい状況を測ろうと、視覚を強化した愛あい恋こは、視界の端に妙な空間を見つける。

「……あれは？」

　まるで、その空間だけがモザイクがかけられたように中の様子が窺うかがえない。それを愛恋は知識としては知っていた。

「結界？」

　しかし、何な故ぜここに、という疑問が浮かぶ。

「リフェル。アルウィーンの向こう側にある空間が見えますか？」

「あ？　いや、別に。何も無いだろ？　ていうか、空間ってなんだ？」

　どうやらリフェルには見えていないらしい。何故自分だけ見えるのか、という疑問はすぐに氷解する。

「魔力での強化は、魔力への耐性の強化でもある、ということですか」

　能力による視覚の強化であの結界が見えたのなら、さらに強化すれば中も見えるのではないのか。その考えのままに、愛恋はさらに視覚を強化する。

　それでもまだ歪ゆがむ空間の中、僅わずかに見えたのは、白い影と、青い影。

　より一層目を凝らす愛恋は、その白い影の正体を知り、驚きよう愕がくと共に行動を開始する。

「リフェル。アルウィーンは頼みます。手段は問いません」

「え、おい、頼むって、何を──」

　リフェルに応こたえる時間すら惜しみ、彼女を抱えていた両腕を放して、即座に目の前のビルの壁へと垂直に跳び上がる。そのまま五メートルほど跳躍した愛恋は、窓枠に掴つかまり、壁を蹴けるようにして、もう一度真上に跳躍。それを繰り返し、あっという間に十階建てのビルの屋上まで上り詰める。

　そのまま屋上から屋上へと跳び移り、例の空間の真上に移動する。

　正面から向かっては、まずアルウィーンからの妨害が予想された上に、祢ね亜あの隣に見えた青い人影、それが敵だった場合、祢亜がより危険にさらされると判断したからだ。

「さて、近くで見るとより一層不気味ですね」

　真下に見える、まるで生物を拒絶するような壁。

　しかし愛恋は臆おくすることなく、四肢に魔力を集める。

「もっとも、壊してしまえば関係ありませんね」

　そのまま躊躇ためらい無く飛び降りて、その壁に向かって、両腕を振り上げた。
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「頼みますったって──」

　愛あい恋こに半ば状況を丸投げされたリフェルは、少しの間逡しゆん巡じゆんしていたが、愛恋の切羽詰った表情を思い出し、覚悟を決める。

「……そうだ。アルを殺さずに止めるって、私が決めたんだ」

　提案したのは凛りん斗とだが、それを決したのはリフェル本人。

　そうしなければ、最悪アルウィーンを殺さなくてはならない、と聞かされたから反射的に答えてしまった節はあるが、それだって、心底からアルウィーンを救いたいと思うからこその言葉だ。

「よし、行こう」

　リフェルは自らを鼓舞するように呟つぶやき、真正面からアルウィーンに歩み寄っていく。

「……アル！」

「え、あ……、あぁ、リフェル」

　リフェルの呼びかけに、アルウィーンは親を見つけた迷子のように、ぱっと笑顔を見せる。

　その笑顔が、サングラス越しであっても、故郷で暮らしていた時と何ら変わりない。それが、リフェルの胸を苦しめる。

「あぁ、よかったリフェル。無事だったのね。通信機が繋つながらなかったから、心配したのよ？」

「……あぁ、リントと戦っている時に、壊れちまってさ」

　あらかじめ、凛斗に指示された通りに応こたえる。

　リフェルが凛斗に任されたのは、アルウィーンの能力の詳細を知ること。その上で可能なら動きを封じる事。

　そのために、リフェルは凛斗から、アルウィーンを騙だますための台詞せりふを多数教えられていた。

（正直、初めてあいつのことを恐いって思ったな）

　今までバルベリオ以外に恐怖を感じたことなんてなかったリフェルだったが、凛斗が目の前ですらすらと嘘うそを用意して、平然と騙すことを前提にしている姿に、単純な暴力よりも恐ろしかった。

　しかし、今更凛斗の提案を断る気は無かった。全すべては、目の前にいる親友のため。

　リフェルは、凛斗に教えられた台詞を思い出し、覚悟を決めて口を開いた。

「あのさ、アル。お前、吸血鬼なんだろ？　私と同じでさ」

「……え？」

　アルウィーンが戸惑いを見せるが、それも一瞬のこと。

　すぐさま困ったような笑みを、浮かべる。その笑みも、リフェルは何度も見てきた。

　その笑みに心が締め付けられるものの、最悪の事態──最初から全すべてがばれている、ということが無かったことに安あん堵どする。

　そうなっていたら、力ずく以外の選択肢は無かっただろう。

「何で、そう思ったの？」

「思い出したんだ。あの夜、私が襲われた時。私より先に、アルが血を吸われていた。だから、もしかしたら、アルも私と同じで、吸血鬼になってたんじゃないか、ってさ」

　リフェルは、凛りん斗とにこのことを任せられたものの、自信は半々だった。昔から嘘うそを吐つくのが下手だったし、何より、アルウィーンを騙だますということに耐えられるか解わからなかったからだ。

　だから、今自分がどんな表情なのか不安でならなかったが、それでも必死に、早口に先を続ける──嘘を吐き続ける。

「なぁ、正直に答えてくれ──私たち、親友だろ？」

　言葉こそ真実でも、そこに込められた思いは嘘ばかり。自分でも吐き気がするその言葉に、しかしアルウィーンは笑顔で答えた。

「えぇ、そうよ。私もあの夜、吸血鬼になっちゃったの。ふふ、お揃そろいね」

「そう、だな」

　お揃い。昔、アルウィーンとお揃いの物を揃えて遊んでいた思い出が蘇よみがえる。その中で、同じ目の色だというのが、とても嬉うれしかったのも。

「ならさ、アルも私みたいに変な能力が使えるのか？　使えるんだったら教えてくれよ。そうしたら、もっと簡単にあの屋敷の吸血鬼を倒せるかもしれないだろ？」

　アルウィーンは、今まで自身が吸血種であることをリフェルに言うことは無かった。何な故ぜ言わなかったのか？

（そんなの──バルベリオと通じているのを隠し通すために決まっているだろ）

　血が滲にじみそうなほどに拳こぶしを握ったリフェルに、アルウィーンは困ったように少しだけ俯うつむいた。

「そう、だね。リフェルが教えてくれたのに、私が教えないのは不公平よね。うん」

　思惑通りにアルウィーンが応じてくれたのに、リフェルは手に込めた力を緩める気になれない。それに気づいていないのか、アルウィーンは少し困ったように、自分の能力を説明し始めた。

「私ね、至近距離で顔を合わせた人のことを、遠くからでも見ることができるの」

「遠くから？」

「うん。一度でも顔を合わせた人のことを考えて、見たいなーって思うと、頭の中に浮かんでくる感じかしら。もっとも一度に見れるのは一人までだけどね」

「遠くの奴やつを、いつでも見れるのか？」

「うん。私、それのおかげで、私たちを襲った吸血鬼のことをリフェルに教えられていたのよ」

「そっか……。じゃあ、あの屋敷の連中は、全員見れるのか？」

「うーん、残念なんだけど、顔を合わせられたのは二人だけ。あのリントって人と、茶髪のメイドさん」

「……そっか。その二人とはどうやって顔を合わせたんだ？　偶然か？」

「ううん。町中で、道を聞くふりをしてね。できればあとの二人も見ておきたかったんだけど、なかなか機会が無くて」

　その言葉に、リフェルは過剰に気持ちが沈んでいくのを自覚していた。何な故ぜなら、その内容は──凛りん斗との予想と、殆ほとんど同じものだったから。

「それにしても、メイドって今の時代にもいるんだな。メイド服なんて初めて実物を見たよ」

「そうね。私も着ている姿を見た時は、凄すごく驚いちゃった」

「へぇ、いつ見たんだ？」

「え？　いつって──」

　リフェルの疑問に、アルウィーンが思わず口元を押さえた。

「あいつら、私が最初に襲った時以外は、ずっと制服だった。でも、その時はまだ、アルはあいつらを見てないんだよな？　顔を合わせたのは、道を聞くふりをした時って、それ、私が屋敷を襲った後だもんな」

「り、リフェル？　どうしたの、そんなことを気にして──」

「見てたんだろ？　その能力で、私を見ることでさ」

　その言葉を聞いたアルウィーンから表情が消える。

「今まで気づかなかったけど、お前の指示ってさ、何か都合よすぎたよな。あの施設をぶっ壊していろいろと盗んだ時だって、お前が教えてくれたのは、警備も殆どいない場所ばっかりだった」

（いや、本当は気づいていた。でも、そんな筈はず無いって、気付かないふりで誤魔化してた。バルベリオを恨んで、それ以外を考えないようにしていただけだ）

「そもそもさ、お前。どうやってこの屋敷の連中のことを知ったんだよ。こんな極東の島国の連中のことをさ」

「え、それは……、私たちを襲った吸血鬼がこの国に向かっていたから」

「じゃあ屋敷のことは何でだ？　あの屋敷とあの吸血鬼──バルベリオに何の関係があるんだよ？」

「関係なんて、だってあの屋敷の人たちは吸血鬼なんだもの、きっと悪いことを──」

「もう、いいよ」

　それ以上、リフェルはアルウィーンの言葉を聞くのが耐え切れなかった。

　アルウィーンが、バルベリオに命じられるままに嘘うそを吐つき続けている姿を見るのが、耐えられなかった。

「もう、いい。嘘は沢山だ……、沢山だよ、お前も、私も！」

「り、リフェル？」

「それだよ！　あいつは──アルは！　私のことはリーフェって呼ぶんだよ！」

　そう叫んで、アルウィーンが反応するより早く、彼女のサングラスを引き抜くように奪い取る。

「……ぁっ」

　思わず声が漏れる。

　その目は、昔から一緒にいた親友の、お揃そろいの蒼あおい目ではなく。

　凛りん斗とに聞かされた、吸血種の影響が強く体に出た状態──濁った赤色をしていた。

「……やっぱり、お前、バルベリオのレインクってのにされてたんだな」

「──っ」

　自分に言い聞かせるためか。アルウィーンに認めさせるためか。いずれにせよ、正体が露呈したアルウィーンは、即座に踵きびすを返して駈かけ出す。

　明らかに、リフェルから逃げ出すために。

「待て、アル！」



　その瞬間、激しい破砕音が響き渡った。
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「──ん？　何だ今の音？」

　ガラスが派手に割れたような音が、近いとも遠いとも言えないような距離から聞こえてきた。

　その音源が気になるのは確かだが、だからと言って掴つかみ上げたこいつを手放すわけにはいかない。

「仕方ない。そっちは後で確認しよう」

「あぁ、賛成だ」

　隣にきていた瑠る姫き乃のは頷うなずきながらも、気絶したバルベリオを注視している。起きた瞬間に逃げられることを危き惧ぐしているのだろう。

「それにしてもなぁ」

　バルベリオは、意外にも、顔面を一撃殴っただけで気絶してしまっていた。

　まぁ、能力を考えればありがたくはあるのだが、それにしたって呆あつ気け無さすぎる気がする。

「もしかしたら、身体能力はさほど高くないのかもしれないな」

「うん？　それって僕みたいに？」

「あぁ。それを能力で誤魔化していたのかもしれない」

　瑠る姫き乃のの考えは、身体能力が吸血種としては最低レベルの自分としては凄すごく肯うなずけるものだった。

　ちなみに、多大な被害を被った『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の兵隊さんたちだけど、軽傷の人にはバルベリオの拘束具の調達と、周囲の警戒をお願いしている。

　これ以上協力者がいるとは思えないが、警戒するに越したことはない、か。

「……よくもまぁ、これだけやってくれたものだね」

「あ、起きた」

　左手から聞こえたバルベリオの声に、僕は即座にその腹部へと右の拳こぶしを叩たたき込む。

「がぁっは！」

「悪いけど、もう好き勝手させないよ。死んでも構わないほどにぶん殴らせてもらう」

「ぐぅ──く、くく。上等だ……、なら、俺もそうさせてもらおうじゃないか……」

「凛りん斗と、殺せ！」

　瑠姫乃の迅速な指示に、僕は即座に反応し、右の機械刃チエーンソーを引き出して首を掻かっ切ろうとする──が。

「遅いよ」



　歪いびつな笑みと共に、バルベリオの身体が膨張を始めた。



「う、うわ!?」

　一気に大量の空気を入れた風船みたいに膨らむバルベリオの身体は、頭だけでも片手で掴つかめるものではなく、思わず掴んでいた左手を離してしまう。

「は、あはははは！　顔に似合わず酷ひどいことするなぁ、君は！　普通、顔や腹を躊躇ためらい無く殴るかい？」

　哄こう笑しようするバルベリオの膨張が止まる。

　筋骨隆々となったその全長は五メートルくらい。衣服は膨張に堪えきれずに襤ぼ褸ろ切れになり、着ているという表現をするには小さすぎるし、ボロすぎる。

「ちょっと瑠姫乃、身体能力低いって言ったの誰だれだよ」

「こんな隠し玉、私が知るわけないだろう。──『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の方々は、巻き込まれないように周辺の警備を継続、こいつは私たちが討つ！」

　バルベリオの急激な変化に戸惑いを見せていた兵隊さん方に指示を飛ばしながら、瑠る姫き乃のは改めて『虚うつ炉ろ咬がみ』を構えた。

「えー、僕たちだけでやんなくちゃ駄目？」

「大勢で向かっても、また能力で混乱させられるだけだ。だったら、私たちだけでいい」

「それ、僕の状況解わかって言ってるの？」

「それでもやるしかないだろう」

　瑠姫乃は、僕が能力を使えないことをちゃんと把握した上でこの判断を下した。なら、護衛としてはそれに従うしかない、か。

「ぐちゃぐちゃに潰つぶしてあげるよ、《共生者ジユーナー》！」

　叫び声と同時に、膨張した肉体に見合う、丸太って言った方が正しいんじゃないかってくらいに膨らんだ腕が僕ら目掛けて振り下ろされる。

　そのまま僕は左、瑠姫乃は右に分断される。

　バルベリオは余裕を持った動きで僕たちを見回すと、瑠姫乃を狙ねらって跳躍した。

「あ！　この野郎！」

「あはははは！」

　僕の罵ば倒とうを気にする様子も見せずに笑うバルベリオに、瑠姫乃は軽快な動きで後退する。直後、瑠姫乃の立っていた場所に、五メートルの巨体が着地。路上がその重量と衝撃に堪えきれず、コンクリートが罅ひび割れて捲めくれ上がる。

　その直後に、僕はバルベリオの左足目掛け後ろから飛び掛かる。狙うのはアキレス腱けん。動きさえ止めれば後はどうとでもなる。

「はは」

　短い嘲ちよう笑しよう。同時に左足が後方──こちらへと蹴けり上げられ、捲れ上がったコンクリートが僕を襲う。

「ぐっ、くそ！」

　どうにかギリギリで『月つき削そぎ』を構えて防ぐが、その間にバルベリオは瑠姫乃目掛け走り出していた。

　成程、いつでも殺せる僕よりも、厄介な能力と武器を持ってる瑠姫乃を先に潰そうってことか。

「あぁもう、嘗なめんじゃねぇよ」

　急いで体勢を立て直し、駆ける巨体の後を追う。向こう側では、バルベリオの振り回す腕を瑠姫乃がどうにか必死にかわしているみたいだ。しかし、それもいつまでもつか。

「……ていうか、何であんなにでかくなったんだ……？」

　基本的に、吸血種の能力は一人一つ。複数持つ例も無いことは無いらしいが、それは僕の能力のタイプ、《不明アンノウン》以上に希少な例であるとか。

　それに、あの巨大化が《強化グロウ》の類たぐいなら、もっとセーブして小回りの利く使い方もできた筈はず。実際、巨体に見合わない速度であっても、そのでかさゆえに攻撃の軌道はかなり読み易やすい。瑠る姫き乃のがいまだに一撃も喰くらっていないのがその証拠だ。

　もっとも、一撃喰らったら粉々になりそうだけど。

「この──人のゴシュジンサマに迫ってんじゃねーよ筋肉ダルマ！」

　瑠姫乃目掛けて両腕を叩たたき落とし、動きが止まったところに一気に距離を詰めるが、バルベリオは振り向きざまに、巨腕を振り回してくる。

　それをギリギリしゃがんで躱かわし、そのまま懐に潜り込み、足の間を抜けるようにバルベリオの右足首を機械刃チエーンソーで斬きりつける──が。

　ギャリィンッ、と甲高い音と共に、火花が散った。生身の足を切った筈なのに、だ。

「は──え？」

　そこでとある愚こそ犯さなかったが、それでも戸惑いは僕の動きを鈍らせる。

　それを見逃すほど、バルベリオは優しくも無く、また遅くなかった。

「凛りん斗と！」

「あ？」

　瑠姫乃の叫びが聞こえた時には、既に馬ば鹿かでかい拳こぶしが視界を埋め尽くしていた。

「あ────、……っっ!!」

　全身が正面から圧迫されて、息が止まる。そのまま一瞬の浮遊感を経て、背中から凄すさまじい衝撃を受けた。

「おごぉ、ぁ──っ」

　僕が叩き付けられた壁が、思いっきり凹へこんでいるのが解わかる。でも、壁にめり込んだわけじゃないから、そのまま重力に従って、路上に崩れ落ちた。

「あっはっはっは！　さっき俺を殴ったお返しだよ！」

　バルベリオの耳障りな哄こう笑しようが聞こえる。

　正直、バルベリオを倒す算段はいくつか考えていた。

　リフェルによる、バルベリオの能力外からの狙そ撃げき。

　瑠姫乃の能力での拘束。

　僕を使ったうえでの無理心中（この言い方はよくないな）。

　その中には、この状況を想定しているものは一つも無い。

　加えて、先程の一撃、機械刃チエーンソーですら通らないほどに硬化した皮膚を持っているのなら、瑠姫乃の『虚うつ炉ろ咬がみ』だって刺さらないだろう。

　となると、手段は──あれしかない、か。

「さて、順番は逆になったけど──、まぁ、結果は変わらないか」

　路上に転がっている僕を、バルベリオの巨大な右掌が掴つかみ上げる。それがまた万力のように締め上げて、『月つき削そぎ』ごと僕の身体からだを軋きしませる。

「あ、がぁ、あ……！」

　下を見れば、赤い髪が見えた。瑠る姫き乃のが、『虚うつ炉ろ咬がみ』を構えてこちらに突っ込んできている。たぶん、僕を解放しようと考えているんだろう。

　でも。

「──瑠姫乃！」

　正直顔を上げるのも辛つらいから、何ど処こにいるのか解わからないゴシュジンサマに呼びかける。

　君がやるべきことはそれじゃない。

　その思いだけでも伝わることを信じて、圧迫されて足りない空気を吐き出すように、思いっきり叫んだ。

「やれ！」

「な……！」

　瑠姫乃は戸惑うように足を止めたが、それも一瞬のこと。その目に決意を露あらわにして、距離を取る。

「ん？　お嬢さん？　君は何をするつもりかな？」

「ほざいていろ、──閉じろ！」

　その瞬間、僕とバルベリオは、足元から生じた馬ば鹿かでかい──それこそ今のバルベリオでも瞬時に躱かわすことのできないほどにでかい黒い箱に閉じ込められた。

　さて後は──、タイミングが合うことを祈るのみ。



　　　　　　　　　☆



「おいおい、こんなところに俺を閉じ込めて、あのお嬢さんは何がしたいんだ？」

　バルベリオは、僕を掴み上げたまま、周囲を見回している。

　肉体的に頑強といえども、閉じ込められている、という事実に焦りを感じているのかもしれない。

「しかも、従者と一緒に、だ。これはあれかな？　君でストレス発散でもしてくれ──ということなのかな？」

「さぁ、ね。ていうか、何でお前、いきなりそんなにでかくなっちゃったのさ？」

「あぁ、済まない。残念ながらそれは教えられないな。たとえ──」

　バルベリオは、掴んだ右手から僕の右腕を引き摺ずり出すと。

「冥めい途どの土産だとしても、ね」

　ぐしゃり、と。鋼鉄の『月つき削そぎ』ごと、あっさりと左手で握り潰つぶした。

「────ぎゃぁぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁあぁぁぁあっ!!」

　本当に、久しぶりに心底からの悲鳴が喉のどから吹き出す。

　ただ骨や肉が潰れただけでなく、『月つき削そぎ』の残ざん骸がいが裂けた肉を貫き、骨を砕き、ぐちゃぐちゃになった。

「はは、頑丈な武器も、こうなったら拷問器具と変わらないね」

「ぐ、お……、ぉお……っ」

　それでも、僕は気絶しないように必死で耐える。気絶したら、その時点で終わりだ。

「思えば、君は僕にとってかなりのイレギュラーだったよ」

　バルベリオは僕の片腕を潰したことで気分がよくなったのか、それ以上の僕の肉体を破壊することはしないで、しかし掴つかみ上げたまま、嬉き々きとした声で話し始めた。

「プライドの高いお嬢さんに、主人に忠実な従者。その中で、君だけは、忠誠を表しておきながら、その行動には独断のものが多く、そしてお嬢さんもそれを許容していた。だからこそ、主人を惑わせれば瓦が解かいするだろう、という俺の考えは見事に失敗したわけだ。いや、そもそも君の予想外の行動は、俺からお嬢さんへ接触する機会すら奪っていたのだよ。もっとも、君にそんな自覚は無いだろうけどね」

「……はは、まぁね。ていうか、僕、そんな凄すごい奴やつじゃねぇよ。あんまし買いかぶらないでほしいね……」

「みたいだね。こうして握り潰して解わかるよ。君、数回死ねるってだけで、それ以外は並以下だ」

　そんな理解の仕方は御免被りたいが、事実なので何も言い返せない。

「そういう意味じゃあ、親近感は湧わかないでもない。俺も、あの姿だと中々に体が弱くてね。もっとも、能力を使えばそんなことは関係無いのだが」

「……あの姿って、まるで、今とさっきで、どっちかが本当の姿、みたいな言い方だね」

「おっと、口が滑ったかな？　はは、まあいいさ。取り敢あえず」

　どしゃりと。唐突に僕を握っていた掌が開いて、僕を床に無造作に落とす。

「い、っつぅ……」

　その衝撃だけでも全身が悲鳴を上げるが、問題なのはその後。

「君を殺してから、ここから出る手段を考えよう」

　振り上げられた右の拳こぶし。鉄すら弾はじく頑強さのその拳は、間違いなく僕をミンチに変えるだろう。

「く、そ……。まだなのかよ──瑠る姫き乃の」



　そんな僕の懇願に応こたえるように、バチン、と僕の傍そばで音が響いた。



「ん？」

　バルベリオにも聞こえたのか、訝いぶかしげに振り下ろそうとしていた拳こぶしが止まる。

　音源は、僕の隣。まだ動く左腕の傍そば。

　そこには黒い円筒形の物体が転がっている。

「何だ、それは──」

　バルベリオが何かを言うより早く、僕は左腕でその物体を掴つかみ上げ、口で蓋ふたを無理矢理引き剥はがし、一気に中身を口の中に流し込む。

　それは、リフェルが僕に渡した水筒の魔具。いざという時のために、『月つき削そぎ』のように、僕の隣の空間に、事象型閉へい塞そくで閉じ込めておいたもの。

「──っぐ、ごく、ごく」

「ま、さか。貴様ぁぁぁぁあああああっ！」

　僕の行動を見て、ようやくその物体──血液の魔力を保存する水筒型の魔具であることを察したバルベリオが、止めていた右腕を振り下ろす。

「──ぐぷっ、ぎ、ぉぁぁぁぁっ！」

　飲みながらどうにか体をずらすが、避よけきれなかった左足が巨岩のような拳に叩たたき潰つぶされる。その痛みに口から噴き出た血は、水筒の中身か、僕の内臓から逆流したものか解わからない。

　その痛みを堪えきる前に、再度僕はバルベリオの左手によって持ち上げられる。

「まさかその魔具を隠し持っているとはね、恐れ入ったよ、だが、この怪け我がじゃあ、もう能力を使うほどの集中力は出せないだろう？」

　バルベリオの言う通り、能力は、魔力を補充すれば使えるというものではない。

　愛あい恋こみたいに単純な能力ならともかく、自分の身体からだを変化させ続ける祢ね亜あなんかは、肉体の損傷が激しかったり、体力を激しく消耗していると、能力よりも回復に魔力が回ってしまうからだ。

　だからこそ、高速の回復力を持つ吸血種は危険視される。何な故ぜなら、魔力がある限り、短時間で能力の行使が可能な状態に回復できるからだ。

　対して、僕の肉体は吸血種として最低レベル。他者の血でも、かなりの量を飲まなければ肉体の治癒には繋つながらない。

　それこそ、ここまで痛めつけられた身体は、五百ミリリットル程度の血液で治るようなものじゃない。

　でも、魔力は補充できた。僕の場合は──それだけで十分だ。

「だから君は、折角補充できた魔力を、無駄にしながら死んでいく。──さぞ悔しいだろうねぇ！」

「は、はは、は」

「……何がおかしい？　気が触れたか？」

「あぁ、いや。ごめんね。そんなありきたりな台詞せりふを言わせて」

「何？」

「能力を使うための集中力──ねぇ」

　それは、僕が吸血種として、唯一誇れるものの名だ。



　　　　　　　　　★



「よし、それじゃあ貴様の修行、始めんぞ」

「はい」

「それじゃあ、──外傷での死因を、一通り体験させてやる」

「え？」

「それに慣れてきたら、気絶する寸前の状態でも能力を使えるようになること」

「いや、あの、師匠？　何でそんな──」

「そんなもん決まってんだろ。貴様の能力に必要なのは、どんな状況だろーが平然と能力を安全圏域に現出させられる集中力だ。幸い、先に能力使っておきゃー、片方が死んでも問題は無いからな。最低でも百以上の死は覚悟しておけよ？」



　　　　　　　　　★



「それから、失血死、窒息死、轢れき死し、圧死、餓死、衰弱死、毒死、溺でき死し、焼死、転落死、感電死、あぁ、今回受けた爆死もしたよ。他ほかにも、いろんな死に方を体験した。そう、体験したんだよ、僕は」

　修行中、僕は情じよう報ほう繋けい線せんを切ることを禁止され、もう一人の僕が死んでいく過程を、感覚を、感情を、全すべて知識として、情報として脳に刻み続けた、修行という名の拷問のような日々。

「ほんっと、よくまぁ発狂しなかったもんだよ。そう自分で思うくらいに酷ひどい修行だった。もう修行っていうか、死に方体験会っていうかさ。……でも、そのおかげで僕は身に付けることができたんだ。師匠の言う通り、どんな状況であっても、魔力さえあれば能力を使うだけの精神力ってやつを」

「……そ、そんな……、そんなことが、ある筈はずは──」

「あるんだよ、僕には」

　僕が笑いながら応じると、バルベリオは、巨大化してから初めて、その表情に恐怖を見せた。

「そういえば、君は死んだことが無いんでしょ？　だったら十分に堪たん能のうするといい。何せ死ぬ体験なんて、僕みたいな能力でもなけりゃ、一生に一度しか味わえないんだからさ」

「ふ、ふざけるな！　だったら貴様を殺し、この箱を壊すまでだ！」

「できるもんならやってみろ。瑠る姫き乃のの箱は、凄すごく硬いよ？」

　あぁ、そうか。今の僕、悪役みたいな笑顔を浮かべてるのか。

　だったら、笑ったまま死んでやろう。それがバルベリオへのせめてもの当てつけだ。

「──それじゃあ、こっちの僕は好きに嬲なぶるといいよ。もう終わるから」

　だから、後は頼むよ。箱の外側の僕。



　　　　　　　　　☆



「やぁ、瑠姫乃」

「来たか、凛りん斗と」

　箱の外側に現出させられた僕は、気楽に瑠姫乃に挨あい拶さつしてみたんだけど、瑠姫乃自身は難しい顔で僕を迎えた。

「随分と不機嫌だね」

「……少々、用意に時間がかかった。その間、かなり苦しめられたんじゃないのか？」

「まぁね。でも気にしなくていいよ。こうして間に合ったんだし」

「君、もし間に合わなかったら──」

　そう言いかけた瑠姫乃は、「いや、いい」と言って言葉を止めた。

　確かに、間に合わなかったらやることは変わらない。僕が死んでも、バルベリオを殺すだけだ。

「中は、どんな状態だ？」

「別に。出れない腹いせに僕がボコられてるだけだよ」

「……む」

　瑠姫乃の眉み間けんに寄っていた皺しわが、より一層深くなる。それは僕を心配してのことか。それともバルベリオが元気なのが気に食わないのか。

　別に訊きくようなことでもないので、敢あえて気づかないふりで済ませておく。

「んじゃ、やっちゃう？」

「あぁ。そうだな」

　言いながら、瑠姫乃は改めて広げた左手を、掌を上にして掲げて。



「──閉とじ込こ滅めろ」



　左手を握り込むと同時に、黒い閉へい塞そく空間が急速に縮んでいく。

　それこそ、中に二人入っていることを感じさせず、立方体のままで、だ。

　これが《改創閉塞ジエネレイトロツク》の攻撃用能力である閉塞空間の圧縮、通称《逝ゆき箱ばこ》。

　箱の中身は、圧縮に堪えきれなければ、塵ちりすら残らず消滅する。

　ただ、これは魔力の消耗が激しい上に、一度作り出した閉塞空間を作り替えなくちゃいけないため、要する時間、魔力、集中力が半端じゃあない。

　僕とバルベリオが閉じ込められた後、水筒の魔具を事象的閉塞空間から取り出すのに時間がかかっていたのは、それが原因だ。

　ともあれ、僕の目の前では、もとは十メートル以上あった箱がどんどん小さくなっていく──が、その箱の圧縮が不自然な形に止まる。

「んん？　瑠る姫き乃の、どうし──」

「…………ぐ、く」

　隣を見ると、瑠姫乃が脂汗を流しながら歯を食いしばり、突き出した左手は何もない空間を握り潰つぶそうと力が込められている。

「まさか……、圧縮に抵抗できるくらいに頑丈なのか？」

　そんな僕の言葉を肯定するかのように、黒い箱に亀き裂れつが入る。















「な、嘘うそだろ!?」

「くぁっ……！」

　箱の亀裂に僕が驚いている横で、瑠る姫き乃のが苦しそうに左腕を押さえる。

　同時に、黒い箱が破壊される。

　その破壊された後に、巨大化したままのバルベリオが、膝ひざをつき、息を荒らげて、しかし確かに生きたまま、そこにいた。

「はぁ、はぁ、はぁ……、成程、これは確かに、死を覚悟したよ……」

「ぐ、ぅ……」

　瑠姫乃は、箱が壊された影響が肉体にまで届いたのか、苦しげな呻うめき声を上げながら、ゆっくりと前のめりに倒れ始める。どうやら気を失ってしまったらしい。そんな彼女を、急いで庇かばうように抱え込み、バルベリオを見据えている。

　奴やつは、既に回復したのか。ゆっくりと立ち上がった。

「く、ふふ……。残念ながら死を体験することはできなかったよ。だが、彼女の能力より、この俺の肉体の方が強いことが証明されただけでも十分かな？」

「……この野郎」

　この状態じゃあ、瑠姫乃がもう一度箱を作り出すのは難しいだろう。いや、作り出したとしても、壊されるんじゃあ意味が無い。

　かといって、僕が瑠姫乃の血を飲んで能力を使える状態になっても、そもそものスペックが違うんだから、何の意味も無い。

「万事休す、ってやつか？」

　このタイミングで愛あい恋こたちの救援を望むのは、流石さすがにご都合主義だろう。

　そう思い、攻めて瑠姫乃だけでも逃がす方法を考えようとした時。



「あっれ？　バルベリオ、まだ遊んでたのー？」



　緊張感の無い声が、僕たちの動きを止めた。



　　　　　　　　　★



　バルベリオが瑠姫乃の閉へい塞そく空間を破る数分前。



　愛恋は、派手な音と共に、両の拳こぶしで結界を突き破り──真下に見えた青い軍服の男目掛けて踵かかと落としを叩たたき込もうと、右足を振り上げた。

「──お？」

　殺意を伴う愛あい恋こに対し、しかし軍服姿の男は、まるで緊張感を感じさせない表情で愛恋を一いち瞥べつしたかと思うと、右手に握った奇妙な形の剣を軽い動作で振り上げ、愛恋の渾こん身しんの踵かかと落としを受け止め。

「おぉーう、強力っ」

　言葉とは裏腹に、軽い動作で受け流す。

「──疾しっ」

　愛恋は、着地と同時に男の足を払うように左足を伸ばして旋回。しかしそれも、軽く飛ぶだけで躱かわされて、同時に左足を軽く斬きりつけられる。

「──っ！」

　浅い出血に、愛恋は即座に距離を取る。

　だが、男は着地した場から動く様子は見せない。その様子は、余裕そのもの。

　その足元には、傷だらけになり、全裸で地面に横たわる祢ね亜あの姿。

「──祢亜っ、……貴様、祢亜を──」

「うん？　あぁ、祢亜ってこの子？」

　最悪の事態──祢亜の死が脳を過よぎった愛恋に対し、軍服の男はおどけるように両肩を竦すくめた。

「いやぁ、流石さすがに殺す気で襲われたら反撃するしかないでしょ？　あ、でも、この子のことは気に入ったから、殺してはいないよ。そこは安心していてちょうだいな」

　明らかに間違った価値観で話す男に、愛恋は憤ふん怒ぬと同時に底知れぬ寒気を感じた。

　この男は、何かが違う、と。

「さて置き、これ以上ここに居座る気は無いんだよねー」

　やれやれ、といった所作で男が視線を向けた先に、必死の様子で走るアルウィーンの姿があった。

　それだけで、愛恋は男の目的を悟る。

「目的は、彼女ですか」

「そ。……でも、君は行かせてくれそうにないねー」

「当然です」

　男の言葉に応こたえるように愛恋は構えを取った──が。

「でも、僕はもう行かせてもらうよ」

　ひゅん、と短い風切音と共に、その声は愛恋の背後から響く。目の前には、既に男の姿は無い。

「な──っ、あ!?」

　慌てて後ろに振り向こうとした愛恋の足首を、熱したような痛みが襲う。その痛みに堪えきれず、愛恋は思わず地面に崩れ落ちる。

　何事かと足を見ると両足のアキレス腱けんの部分から多量の血液が流れだしていた。

「君は、たぶん《強化グロウ》だよね？　その性能と戦意は評価するよ。でも、今はちょっと困るから、ここから動かないでね？」

　それだけ言って、男は悠然と愛あい恋こと祢ね亜あのそばを通り過ぎていく。

「ま──待ちなさい！」

　愛恋はそう叫ぶものの、斬きられたアキレス腱の修復は、能力をもってしても容易ではなく、男の歩みを許してしまう。

　その先には、アルウィーンと、彼女を追うリフェルがいる。

「アル！　止まれ！」

　その男の危険性にリフェルが先に気付いたのは、自我があるからこそなのか。

「え」

　いずれにせよ、アルウィーンはリフェルの叫びを聞いて、初めて軍服の男に気付き、僅わずかに歩調が緩む。

「やぁ」

「──ひっ」

　アルウィーンが自分に気付いたことを知って、軍服の男はまるで親友のような気軽さで呼びかけるが、アルウィーンは愛恋と同じように何かを感じたのか、明らかに表情に恐怖を浮かべて、足を止めた。

「アル、どけ！」

　恐怖に足が竦すくんだアルを押しのけるように、リフェルは灼しやく熱ねつ弾を右手に精製し、軍服の男へと躊躇ためらい無く撃ち出す。

　高速で撃ち出された灼熱弾は、一直線に軍服の男へと突き進み、直撃──する寸前で、唐突に消滅した。

「な、あ？」

「リフェル！　アルウィーンを連れて逃げなさい！」

　灼熱弾の消滅が軍服の男の能力なのかは解わからないが、圧倒的な実力差を完全に理解した愛恋は、未いまだ起き上がれないまま叫ぶ。

　リフェルも実力差を理解したのか、未だに動けずにいるアルウィーンを無理矢理にでも抱えこんでその場を離れようとする。

「それは困るなぁ」

　しかし、男がそう呟つぶやいた先の出来事は、ほんの一瞬だった。

　男が、その右手に握る奇妙な剣を振るうのと同時に、リフェルの全身に斬り傷が生じ、アルウィーンは糸が切れたかのようにその場に倒れ伏す。

「お、前……！」

　リフェルが恨みがましく男を睨にらむ中、男は平然とした様子でアルウィーンを担ぎ上げた。

「さぁて、それじゃあ最後に、ここの責任者さんに挨あい拶さつしていこうかなー」

　男は、周囲の倒れる少女たちのことなど見えていないかのような陽気さで、その場を歩き去って行った。



　　　　　　　　　★



「こっちが終わったから、ここの管理人さんに挨拶していこうかなーって思ってたんだけど、意外と買い被かぶっちゃってたかなぁ？」

　銀の短髪、装飾過多な青い軍服。右手には抜身の奇妙な形の剣。

　左腕は、肩に誰だれかを担いでいる──って、あれって。

「アルウィーン？」

「あぁ、うん。この子は気に入ったから、僕がもらうことにしたんだ」

「ジクザ様」

　気が付けば、巨大化したバルベリオは、その銀髪の男に跪ひざまずいていた。

　それが意味するのは、あの男が、バルベリオより上であるという事実。

　しかし、男はバルベリオを一いち瞥べつしただけで、つまらなそうに溜ため息を吐つくだけだった。

「この馬ば鹿か。君のせいで僕のことがばれちゃったらどうすんの？　ていうか、確実にばれてるよね？　僕、もう少し隠れて動きたかったのに。ここの屋敷の子たちはともかく、『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』まで呼ぶとか、脳のう味み噌そ腐ってんの？」

「じ、ジクザ、様？」

　突然の罵ば倒とうに、バルベリオは困惑の声を上げた。

　しかし、ジクザと呼ばれた銀髪の男は、気にする様子もせず、むしろより一層不快感を露あらわにして続ける。

「快楽主義は評価するよ。人を弄もてあそぶ趣味も否定はしない。でもさぁ、僕に媚こびへつらってまで生きたいって言うなら、もうちょっと分は弁わきまえてほしいんだけど？　解わかる？」

「は、はい。申し訳ございません……」

　言葉を返すことすら許さないその気迫に、バルベリオはただ頭を下げる。

　あのバルベリオを従えて、逆らうことすら許していない。それだけで、その男が只ただ者ものでないというのははっきりと解った。

「お前、何者だよ？」

「んー、通りすがりのスカウトマンでーす。なんちゃって」

　その男は、何な故ぜか僕に対しては、バルベリオや兵に向けていた嫌悪感を出さず、寧むしろ友好的な雰囲気を出していた。

　寧むしろ、その方が僕にとっては気持ち悪い。

「ていうか、何でお前がアルウィーンを背し負よってるんだよ。そいつは僕の仲間が取り押さえに行った筈はずなんだけど？」

「え？　えーっと、それ、誰だれのこと？　結界を破った《強化グロウ》の子？　白い猫の《変化》の子？　それとも、バルベリオに弄もてあそばれていた、この子の親友？」

「全員だよ。お前、まさか──」

　先程見せつけられた剣筋と、バルベリオすら従える存在感に、最悪の答えが浮かび、血が頭に上り始める。

　しかし、その男は慌てたように首を横に振った。

「いやいや、勘違いしないでよ。全員生きてるって。そりゃ襲われたから応戦はしたけど、気絶させるだけに留とどめたよ。──まだ、君たちから無用な怨えん恨こんは買いたくないからね」

「なら、アルウィーンは運んできてくれただけ、ってことじゃないよな？　さっき、気に入ったから連れて行くって言ってたよね？」

「そうだね。この子はもらっていく──って、そうか。もしかして、君が『兄上様』？」

　男は、憧あこがれの人物に逢あったように目を輝かせた。

「ね、そうでしょ？　君みたいな人だったら、あの子があそこまで強い意志を持てたのも納得できるよ！　いやーこの町は優秀な人が多いなぁ。さすがは純血種が守る町、ってことなのかな？」

「兄上様、って……」

　その呼称は、僕が知る限り、一人しかいない。

「祢ね亜あのことか？　祢亜が、どうしたっていうのさ？」

「うん。あの子もそのうちもらいに行くから、できればもうちょっと強くしてあげてほしいんだ」

「な──ふざけんじゃねぇよ！」

　無邪気にそう笑う男の言葉に、僕はついに堪えきれず、瑠る姫き乃のを抱えたままというのを忘れ、真正面から突っ込んで。



「うん、君も合格だね」



　いつの間にか、背後から首筋に刀身を添えられていた。

「な……、あ……？」

「やっぱり必要なのは闘志だよね。どっかの馬ば鹿かみたいに遊ぶことしか考えてない奴やつは、結局最後には迷惑だけしか生み出さない。そういう意味じゃあ、人のために本気になれる君は、素晴らしいよ」

　嬉き々きとして僕を持ち上げる男だが、僕の心境はそれを聞き入れられる状態じゃない。

　何せ、僕はこいつの動きが一切見えていなかったのだ。

「そんなわけだから、アルウィーンって言ったっけ？　この子はもらっていくけど、君たちの可能性に免じて、今回の幕引きは僕が請け負おう」

「は？」

　男のその言葉が何を意味するのか。

　その答えは、すぐに解わかった。



「出ておいで」



　男の優しいその呼びかけに応じたのは、バルベリオ──の、頭部だった。

　ドブシュ、という鈍い音を立てながら、巨大化したその頭部から分厚い刃の刀身が突き出した。

「────────あ、ぇ？」

　バルベリオは、自分の額から突き出てきたその刀身を不思議そうに眺める。

　しかし、それも一瞬のこと。

「ひぃ──────ぎゃぁぁあぁぁあぁぁあぁぁあぁぁあぁぁあぁぁあ!!」

　ドシュグシュと、まるでバルベリオの頭の中身を掻かき回すように、刀身が──剣が、寄生虫のように血ち飛沫しぶきを撒まき散らして這はい出してくる。

　壮絶であろう痛みに悶もだえ頭を振り続けるバルベリオに構うことなく、その剣は意思を持っているかのようにして、遂ついにはその全ぜん貌ぼうを空中に現した。

　剣と言うより、鉈なたのように分厚い刃をした、長大な剣。

　バルベリオの血に塗まみれたそれは、まるで今まで閉じ込められていた恨みを晴らすかのように、バルベリオの喉のどを切り裂き、その首を刎はね上げた。

　首を失なくしたバルベリオは、そのまま真後ろに、重量感溢あふれる音を鳴らしながら倒れ込み、そのまま灰になっていく。

「ありがとう。ほら、おいで」

　そんな異質な光景を目の当たりにして、まるで言葉が浮かんでこない僕の前で、ジクザと呼ばれた男は愛いとおしそうに、長大な剣を呼び寄せる。

　同時に、男が右手に握っていた奇妙な形の剣が淡く発光しながら消滅して、その代わりのように長大な剣が男の手に収まる。

「はい、今回の主犯、《空から繰くり魔ま侵しん》ことバルベリオ＝ヴァルヴェルヴはこれにて死亡。ということで手打ちにしようじゃないか」

「…………な、んだよ、それ。あいつは、お前の部下じゃねぇのかよ？」

「うん？　バルベリオのこと？　いやだなぁ、あんな塵ごみ屑くずを部下にするわけないじゃん。あれは僕の部下の副産物だよ」

「結局お前が原因ってことじゃんか」

「まぁまぁ。君のご主人様もお疲れみたいだし、お仲間だって助けなきゃでしょ？　ほら、ここは生き残れた喜びを素直に享受して、僕を送り出してくれないかな？　──それとも」

　その時、初めて男が僕に向けて敵意を放つ。

　そのあまりに怖おぞ気けを催す気配に、僕は思わず座り込んでしまった。

「そのざまで、僕と殺し合う？」

　その笑みは、バルベリオのムカつく笑みよりも、一層邪悪に見える笑み。

　僕はそこで、目の前の存在が桁けた違いの存在であることを、ようやく理解する。

「ぅ、あ……」

「うん、本能でも物分かりのいい子は好きだよ」

　一転。無邪気な笑みを浮かべた男は、静かに踵きびすを返す。

　僕はせめてもの抵抗と言うように、最後の気力を振り絞って声をかける。

「お前……何者だ？」

「うん？　あぁ、そっか。名乗ってなかったね」

　男は無邪気な笑みを浮かべたまま、何ど処こまでも友好的な声で名乗りを上げた。



「僕の名前はジクザ＝ウェアソード。皆からは《魔ま剣けん伯はく爵しやく》なんて、大仰な名前で呼ばれているよ」



「ジクザ＝ウェアソード、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》……？」

「うん。忘れないでね。特に、あの白猫の子は、ちゃんと教えてねー」

　長大な剣を持った手で、バイバーイと手を振った男──ジクザは、僕が瞬まばたきした瞬間に、背負っていたアルウィーンごと姿を消してしまった。

「……何なんだよ、一体」

　最初は、屋敷を破壊した《捕食鬼ブレアー》を討つだけだと思っていた。

　その実、バルベリオという《捕食鬼ブレアー》による、人心を踏み躙にじる背景が見えてきた。

　そして、最後には、そのバルベリオすら雑魚と笑う男が、多量の謎なぞを残したまま、全すべてを無理矢理終わらせた。

　そんな理解が追い付かない事態と、急に襲ってきた疲労感を前に、僕は堪えきることができずに、意識を手放してしまった。










　　　終章　蛇でない僕らは寸にして呑まずにゆっくりと歩む



　バルベリオ＝ヴァルヴェルヴの討伐。

　この成果は全すべて瑠る姫き乃のを含む、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷の住人のものと評価された。

　勿もち論ろん、それは表向きのことで、屋敷内で納得している奴やつは一人もいない。

　特に、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》と名乗った男、ジクザに真正面から何もできずに打ち負かされたという愛あい恋こ、祢ね亜あの落ち込みは、かなりのものだった。

　特に、手加減をされた挙句に見逃されたということは愛恋にとって凄すさまじいほどの屈辱であったらしく、瑠姫乃に介かい錯しやくを求めたほどだった。

　それから一週間が経過した。



　　　　　　　　　☆



「ねー、瑠姫乃ー」

「何だ？」

　夏休みが続く中。

　今日は、僕──というか、屋敷の住人が全員で町のショッピングモールへと繰り出していた。

「何で僕、こんなとこにいなくちゃいけないのさ？」

「荷物持ちに決まっているだろう」

　そんな中、僕が連れられたのは、服飾専門店。

　その女性コーナーの前で、僕は瑠姫乃と一緒に、他ほかの皆が買い物を終えるのを待っていた。

「そうは言うけどさ、どうせ僕の買い物には荷物持ちしてくれる人いないんだぜ。僕には解わかるね」

「女性に荷物を持たせるような男なのか、君は？」

「そんな冷たい目で見ないでよ。いやまぁ、いいけどね。私服を許可してくれただけでも」

　そう、今日の買い物は夏休みの間だけ許可された私服の買い物だ。

　最初に許可が下りた時はバルベリオの一件でお流れになったけど、一週間が経たってようやく周囲が落ち着いてきたから、じゃあ行こうか、という流れになった。

「にしても、長くない？　もうかれこれ三十分以上経ってるけど」

「女子にとってはまだ短い。女性との付き合いをするのなら、二、三時間の待機も受け入れるのは当然だ」

「そんな当然、廃れちまえばいいのに」

「まぁ、君は女性との付き合いを行うことなどないだろうがな！」

「何でそんな強調するように言うのさ。いや、まぁ、確かにそんな予定は無いけど」

「…………そこで大人しく認めるから君は駄目なんだ」

「ん？　ごめん、もう一回言ってくんない？　ちょっと聞こえなかった」

「アイスクリームパフェが食べたいと言ったんだ！」

「お、いいねそれ。ここでの買い物が終わったら行こうよ」

「……何な故ぜそこに反応する」

　そうぼやいた瑠る姫き乃のは、疲れたのか呆あきれたのか、深く溜ため息を吐つく。

　まぁ、こういう店の前で僕が一人だと気まずいだろうからって、ちゃんと一緒にいてくれる辺り、僕としてはすごく有り難く思っているんだけど。

　その感謝は言葉にすべきなのだろうか？

　そのことで悩んでいると、愛あい恋こが紙袋を二つ引っさげて戻ってきた。

　着ているのはいつものメイド服でも制服でもなく、

「お待たせしました」

「あ、お帰り」

　短く応じるものの。何故か返されたのは冷めた視線。

「……それだけですか？」

「え、……お金足りた？」

「駄目ですね、これ」

　物扱いされてしまった。

「あ、兄上様、お待たせしました」

「いや、いいよいいよ。祢ね亜あも、気に入ったものはあった？」

「う、うん」

　みんな夏らしく涼しげな服装に着替えている。当然ではあるんだけど、僕的には新鮮だなぁ。

「……あれ？　あいつは？」

「おや……。また怖おじ気けづいているのでしょうか。ちょっと連れてきます」

「手加減してあげなよー」

　紙袋を僕に預けた愛恋がまた店の奥へと歩いていく。

「瑠姫乃さ、今さらだけど、良かったの？　あいつのこと」

「愚問だな」

　瑠姫乃は僕の質問を一いつ蹴しゆうするかのような勢いで即答した。

「利害の一致はともかく、主義の一致があるのだ。志を共にするものを拒む理由は無い。第一そういう話は祢ね亜あの時にもしただろう？」

「あぁ、いや、そうなんだけどさ。ほら、あいつの場合、最初が最初だったから」

「そういうことを気にするほど、私の器は小さく見えるか？」

「……えーと」

　僕を護衛にした際に、愛あい恋こ以外のメイドや執事を親御さんのところに半ば無理矢理送りつけたことを思うと、ちょっと言葉に詰まる。

「君、そこは主を立てて即答するべき事じゃないのか？」

「まぁ、価値観は人それぞれだよ。だよね、祢亜！」

「ふぇ、あう、えう……」

　いきなり僕に話を振られてわたわたしている祢亜の頭を撫なでていると、愛恋が戻ってきたが、その背後に、もう一人連れている。

「お待たせしました。案の定更衣室で縮こまってました」

「ま、待て、別にいつもの服装でいいだろ！　あれでも十分涼しいぞ！」

　叫ぶように首をいやいやと横に振るそいつに、愛恋は威圧するように間近に迫る。

「いけません。貴女あなたも女子なのですから。服飾のレパートリーは取っておくべきです」

「う、ぅう……」

　その説得というか、脅迫に屈するように、渋々と愛恋の後ろから──リフェル＝九く頭ず限きりが現れた。



　　　　　　　　　☆



　リフェルは、《共生者ジユーナー》の研究施設の襲撃のことで、一度『逆神の黒薔薇ローゼン・リクロス』の矯正機関（他ほかの人だと、花か芽が入いり鞠まり果かがいってるところ）に送られることになったのだが、瑠る姫き乃のがこれを、リフェルは被害者でしかない、と訴えた。

　また、瑠姫乃の親御さんの口添えもあったらしく、結果として、リフェル＝九頭限の身柄は、須す木き水み奈な逆さか崎ざきヶが岳たけの屋敷で監視を兼ねた保護をすることとなった。

　リフェル自身も、襲ったことへの謝罪と、アルウィーンの奪還という目的の一致で、それを承諾。

　その日から、瑠姫乃の護衛──僕と同じ役職で、一緒に暮らすことになった。



　　　　　　　　　☆



　リフェルの服装は、最初に会った時の黒い服装ではなく、明るい色合いの軽装で現れた。

　ホットパンツなのは変わりないが、腰巻や手袋が無くなったおかげで、かなり肌色が目立つ。

　というか──胸、でかくなってない？

「凛りん斗とが凝視したくなるのも当然でしょう」

「な、おい！　どこ見てんだよ！」

　胸を抱えながらまた愛あい恋この後ろに隠れるリフェル。この一週間で、リフェルが一番仲良くなっているのが愛恋だったりする。

「一度彼女を抱きかかえたのですが、その時から気になっておりまして。案の定、確かめてみたら晒さらしで胸を押さえつけてました」

「あんなん邪魔なだけだろ！　下着だって、何かすげぇ高いしさぁ！」

「それはそうでしょう。そのサイズの下着はあまりありませんからね。特にこの国ですと」

「そんなん知らないっての！」

　ぎゃーぎゃー喚わめくリフェルを、愛恋は容易たやすく受け流しながら、さぁ、さぁ、と前に押し出そうとしている。

　リフェルの境遇を考えると、こうして馬ば鹿か騒ぎができるだけでも十分なのかもしれない。

「ほら、あれはこういう状況で貴女あなたの胸のサイズなど気にせず、爺じじ臭く平和を噛かみ締めるほどに枯れているのです。ですからそこまで気にしても空回りにしかなりません」

「ねぇちょっと愛恋、人を何だと思ってんのさ」

「断食系男子」

　気に入ったのか、そのフレーズ。

「あ、ちなみに彼女の胸のサイズは私わたくしより四センチほど大きかったですね」

「いらないだろその情報！　お前にしか教えてないのに、何でわざわざ喋しやべるんだよ！」

「敢あえて言うのなら、巨乳キャラの座を奪われたからでしょうか」

「そんなもんに私は興味ねーよ！」

　ぎゃあぎゃあ。騒がしい限りである。

　それを一歩引いた場所から他人になりたい気分で眺めていると、相変わらずワンピースタイプの真っ赤なドレス姿の瑠る姫き乃のが声をかけてきた。

「凛斗」

「んー？」

「今する話じゃないと思うが、少し気になってな」

「何が？」

「例の、《魔ま剣けん伯はく爵しやく》のことだ。私は気絶していたから顔は見ていないし、その気迫も知らない。だが、皆が負けたということは、私も歯が立たなかったのだろう」

「あぁ、それは肯定するよ。戦ってたら、確実に負けてた」

　それを無駄に誤魔化す気は無い。何より、僕はあの恐怖を暫しばらくは忘れられそうにない。

「久しぶりだったよ、死ぬ以外に本気で恐こわく思ったの」

「そうか。君ですら、そうだったか」

「……あの、祢ね亜あも、何もできなかった」

　僕に撫なでられるままだった祢亜も、俯うつむきがちにそう呟つぶやく。

　考えてみれば、この一年半が上う手まくいきすぎだったのかもしれない。だとすれば、あのジクザとかいう男に負けたこと──その実力が、本来の僕たちの実力。

　あれほどの実力者を知らなかったのに、「何としても《捕食鬼ブレアー》を倒す」なんて言うのは笑い話だろう。

　それに、奴やつは祢亜を狙ねらっている。このままじゃあ、アルウィーン同様に、何もできないままに奪われるかもしれない。

「強くなるぞ、凛りん斗と。今からでも」

「うん」

「ね、祢亜も。強く、なる」

　生き残るには、それしかない。

　この世界は強くなければ生き残れない。実力が全すべての世界なんだ。

「こういう時くらい、もう少し気を緩めてもいいと思うのですが。どうするんですかこのしんみりした空気」

「私の胸を揉もみながら話すんじゃねぇよ！」

　何か愛あい恋ことリフェルがすげぇ状態でこっちに来ていた。

「ともあれ、強くなることは賛成です。このままやられるつもりはありませんし、アルウィーンも取り返さなければなりませんから、ね、リフェル」

「解わかったから胸を放せよ！」

　うわ、胸ってあそこまで歪ゆがむのか。すげぇな。

　あ、愛恋がようやく放した。……惜しんでないよ？

「とにかく、まぁ、話の流れだから言っとく」

　愛恋のセクハラから解放されたリフェルは、息を整えてから、真まっ直すぐに僕たちを見た。

「アルウィーンを取り返せるのなら、何でも協力する。だから──よろしく頼む」

「あぁ、君の活躍には期待している」

　僕たちの代表として、リフェルの差し出した手を瑠る姫き乃のが握り返した。



　こうして、僕たちに新しい仲間が増えた。

　名前はリフェル。強気で、少し頑固だけど──親友想おもいの優しい子だ。



〈了〉








後書き



　どうも皆様、伊い上がみ円まどかです。

　前回から続きまして、ＶｏｔＤヴオツトデイーの二巻、書かせていただきました。

　個人的には二度目の二巻なのですが、何だろう、前回以上に自身のミスや認識不足で担当様や絵師様などにご迷惑をおかけした上での制作になっていた気がします。本当に、自身の力量不足及び経験不足を痛感する毎日です。

　いつかはこのことすら笑い話にできる日を迎えたいと常々思っており、そのために、様々なことを糧にしていく所存ではあります。

　さて置き、今回は後書きが一ページしかありませんので、そろそろ挨あい拶さつを。

　毎回迷惑ばかりかける自分にしっかりと付き合っていただいている担当様、素晴らしいイラストを描かいてくださったp19先生。私生活の中で様々に支えてくださる皆様。そして、この本を手に取ってくださった皆様。そういった、この作品に関かかわってくれた全すべての全ての方へ。

　短くはありますが、不尽の感謝を。



伊上円
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